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石之坪遺跡は、今か ら約4500年前の縄文時代中期を中心 とした集落遺跡です。

さらに平安時代末から中世の遺構や遺物も発見されてお り、貴重な歴史資料を提

供しています。

遺跡発見の経緯は、県の主導による昭和47年に行われた分布調査で縄文土器が

採集され、周知の埋蔵文化財包蔵地 「石の坪遺跡」 として遺跡台帳に登録された

ことによります。遺跡は甲州街道沿いに形成された上円井集落の後背台地上にあり、

台地は南北方向に細長 く南側に向かって緩やかに傾斜 した地形で、畑地 となって

いました。現在は国道20号線が台地中央を南北方向に、遺跡を東 と西に分断する

ように走っています。

平成 8年度に県営圃場整備事業が当該地域に実施されることにな り、畑の区画

整理 と水路・道路の付け替えが計画されました。本市教育委員会では文化財保護

の立場から山梨県学術文化財課・峡北土地改良事務所 と協議を行い、その結果工

事に先立って遺跡の発掘調査を実施する運びとなりました。国場整備事業対象地

は約20000♂ で、その全域に遺跡の存在が予測されたため、当初、平成12年度まで

の五ヵ年で、現地調査を終了する予定でしたが、圃場整備事業の完了が平成12年

度に決定され、調査 と報告書の刊行が急務 となりました。そこで再度本市教育委

員会・山梨県学術文化財課・峡北土地改良事務所で協議を行い、調査の進捗状況や

市教委の調査体制等を考慮 して、国道から東側部分については (財)山梨文化財研

究所に調査の委託を行い、平成10年度に発掘調査実施、平成11年度に報告書刊行、

西側部分については教育委員会による発掘調査事業 とし、平成11年度まで調査、

平成12年度に報告書作成 としました。

今回の報告書は、 (財 )山梨文化財研究所に調査委託を行つた国道東側部分の発

掘調査をまとめたものです。細かい内容は報告文を参照していただきたいと思い

ますが、縄文時代・弥生時代・平安時代 。中世など各時代にわたつて重要な発見

があり、貴重な成果がもたらされました。本報告書が学術的に考古学研究や歴史

学研究の一助となるとともに、地域文化の発展に寄与することを願っております。

最後になりましたが、発掘調査実施にあたり多大なご理解 とご協力を賜 りまし

た関係各機関、各位に厚くお礼を申し上げます。

平成 12年 3月 31日

韮崎市教育委員会

石教 育 長  輿



例

1本書は山梨県韮崎市円野町上円井石之坪所在の石

之坪遺跡 (東地区)の発掘調査報告書である。韮崎

市の委託を受け、石之坪遺跡発掘調査会が発掘調

査を平成10年度に、また整理作業を平成11年度に

行った。

2本書の原稿執筆・編集は、第 3章第 1・ 2節を除き

櫛原が行つた◇写真図版の空中写真および土器写真、

展開写真は (株 )シ ン技術コンサルによる。

3発掘調査、整理作業において次の分析・業務を委

託 した。

基準′く設置・杭打設・航空測量

(株)シ ン技術コンサル

火山灰分析

(財)山梨文化財研究所 地質研究室

炭化種実分析

古代の森研究舎

金属製品保存処理

(財)山梨文化財研究所 保存修復研究室

4本書で用いた地図は建設省国土地理院発行の地形

区](1:25,000、  1:50,000)、  引色夢事唇∃(1:200,000)、  雪と晰手

市発行都市計画図 (1:2,500。 5,000)で ある。また

中扉の俯敵図作成は村石真澄氏 (山 梨県埋蔵文化財

センター)に よる。

5石器石材名は河西学氏 ((財)山梨文化財研究所)に、

陶磁器類に関しては藤沢良祐氏・青木修氏 ((財)瀬

戸市埋蔵文化財センター)、 出土人骨に関しては茂

原信生氏 (京都大学霊長類研究所)に ご教示いた

だいた。

6本書に関わる出土品・諸記録は韮崎市教育委員会

にて保管されている。

7発掘調査から本報告書刊行までの間、以下の諸氏、

諸機関か ら多大な助言、ご教示、ご配慮を賜つた。

記 して感謝申し上げたい。 (順不同)

小野正文 。中山誠二・森原明廣 (山梨県教委学術文

化財課)、 新津健・三田村美彦 (山梨県立考古博物館)、

今福利恵・野代幸和 。村石真澄 (山梨県埋蔵文化財

センター )、 佐野隆・秋山圭子 (明野村教委 )、 室伏

徹 (勝沼町教委 )、 佐々木満 (甲府市教委)、 堀内真 (富

士吉田市教委 )、 佐藤勝廣 (小淵沢町教委 )、 岡野

秀典 (豊富村教委 )、 雨宮正樹 (高根町教委 )、 竹田

員人 (武川村教委 )、 杉本充 (白 州町教委 )、 石川 日

出志 (明治大学 )、 原田昌幸 (文化庁 )、 原正人 (駿台

甲府中)、 歌田昌収、内藤巧、山口博之、荒川正夫、

飯村均、斉木秀雄、八重樫忠郎、谷ロー夫 (湯之奥

金山資料館 )、 田村晃―・清水信行・合田芳正・林

克彦 (青 山学院大学)、 大工原豊 (安 中市教委 )、 降

矢哲男、斉藤春美、内藤まさの、内藤陽子、内藤

寿美江、庄司太一、峡北土地改良事務所、東京大

学考古学研究会、都留文科大学考古学研究会、甲

斐丘陵考古学研究会、東八代郡文化財担当者会、

北巨摩郡文化財担当者会、藤沢市教育委員会

8西地区 (韮崎市教委調査地区)を合めた石之坪遺跡

全体の遺構分布及び変遷、土器群の様相に関しては、

平成12年度刊行予定の『石之坪遺跡 (西地区)』 にま

とめられる予定である。

H ――― 凡 例

1遺跡全体図におけるXoY数値は、平面直角第 8系

(原点 :北緯36度00分00秒、東経138度 30分00秒 )に

基づ く各座標数値である。各遺構平面図中の北を

示す方位は、全て座標北を示す。磁針方位は西偏

約 6°。

2遺構および遺物の縮尺は原則 として次の通 りであ

る。

(遺構〉 竪穴住居址

土坑・竃・炉

溝・全体図

(遺物〉 完形・図上復元土器

1//60

1//40

任意

1/4
土器片 (拓本)・ 石器・石製品・瓦 1/3
石鏃・石錐・ユーストフレイク等 2/3
鉄製品・ 土製品・小瓶

銭貨

五輪塔・宝底印塔

1/2
1/1
1/6

3遺構図版中の手描き点文は焼土分布を、 2点鎖線

は硬化 した床面の範囲を、破線は掘 り方面のピッ

トや凹みを意味する。また遺構図版中の遺物マー

クは次の通 りである。

・ 土器、土師器   ▲須恵器、灰釉陶器、陶磁器

■石器  □土製品  ○金属製品

4遺構図版中の遺物番号は、遺物図版番号 と一致す

る。また遺構図版中の遺物接合線については、実

線は接合 した 2点の遺物接合関係を、また破線は

同一個体であることを意味する。

5磨石の磨 り面は断面に実線で範囲を表示 し、また

叩き面は破線で表示している。

6遺構図版中の柱穴内の数値は基準床レベルからの

深さ(cm)で ある。

7遺物図版中の断面図が黒塗 りは須恵器、白抜きは

土器、土師器、陶磁器、網かけは灰釉陶器、山茶

婉である。

8土層断面図、遺物観察表中の色調名は『新版標準

土色帖』 1/Jヽ 山正忠 。竹原秀雄 1990)を参照した。

9竪穴住居の床面積は壁下端ラインをプラニメータ

ーで計測した。使用機種はウシカタX―PLAN860d。
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第 1節 遺跡の位置 と歴史・環境

山梨県北西部にある韮崎市には、かつて八ヶ岳の山体

崩壊によつて生じた大規模な泥流台地が細長 く浸食され

て特徴的な景観を形成 した「七里ヶ岩」台地がある。そ
の台地東側には塩川が、西側には暴れ川で知 られる釜無

川が南へ と流れ、それぞれの流域は県内有数の米どころ

となっている。七里ヶ岩台地上には山梨の代表的な縄文

遺跡である坂井遺跡が所在 し、また武田家最後の城、新

府城跡 (国史跡)が残る。

石之坪遺跡は釜無川右岸、韮崎市円野町上円井 (かみ
つぶ らい)石之坪にあり(図 1・ 2)、 籠沢の小扇状地が東

側へ と発達 した台地の南端、標高460m付近に立地する。

遺跡付近は突き出すように緩やかに南に傾斜 した地形で、

台地中央には昭和40年頃開通 した国道20号線が通過 し、

遺跡を東西に分断 している。この国道東側が本書で報告

する石之坪遺跡東地区である。遺跡東方には、釜無川対

岸に屹立 した七里ヶ岩の屏風が視界を閉ざし、また西側
は南アルプスの山々の山麓 となり、北西 と南東に開けた

地形となっている。長野県境へ と続 く北西方面には八ヶ

岳の山々が裾野を広げ、また南東正面には甲府盆地の先

に富士山の優美な姿を拝することができる。台地下東側

には上円井集落が旧甲州街道に沿って旧宿場町を形成 し、

かつての面影をとどめている。

この上円井地区では、県営圃場整備事業に伴 う発掘調

査が市教委によつて平成 8年 (1996)か ら計画的に実施さ

れてきた。また前段階の調奎 として、平成 4年には石之

坪遺跡北端で堂地遺跡が、また平成 5年には堂地遺跡 (2

次)が調査され、さらに本遺跡北700mで は、平成 2年に

北堂地遺跡が調査され、縄文時代中期中葉の住居址 1軒
が見つかつている。堂地遺跡の調査地点 2箇所は、とも

に本遺跡内に合まれるもので、堂地遺跡では円形の石組

井戸 1基が見つか り、付近には明治以前に建物が存在 し

たといわれている。

石之坪遺跡西地区 (市教委調査地区)で は、これまでに

中期前半から後半にかけて多数の住居址が検出され、各

時期に集落 としての環状配置やまとまりがいくつか想定

されている。釜無川右岸では最大級の縄文中期の集落遺

跡で、北巨摩郡内では坂井遺跡 (韮崎市 )、 酒呑場遺跡 (長

坂町)、 甲ツ原遺跡 (大泉村)と並ぶ規模の拠点集落である。

後期前半には柄鏡形住居址 1軒をはじめ数軒の住居IIが

検出され、晩期では終末期の浮線文系土器が出土している。

弥生時代中期前半では条痕文土器を合む土坑があり、平

安時代になると竪穴住居址が全体的に散在 している。ま

た 2条の平行 した区画溝が断続的に見つか り、東地区に

も及んでいることが予測された。溝の時期は定かではな

いが、平安末以降の遺物が住居址等から出土し、平安末
～鎌倉初期の館跡 とも考えられている。

地籍図をみると、国道を斜めに横切る農道に沿って短

冊形地割が認められることか ら(図 2E)、 現農道が古道

を示すものではないかとい う指摘がある。また農道を北

に進むと東地区北側に隣接 して方形の地割があり、館跡
の可能性もあるといわれている。地元では現在の旧甲州

街道成立以前には、信州への道が台地上を通過 していた

と伝えられる。また地元研究者所有の古絵図写 しにも、

台地下には道は描かれておらず、山裾に「円井七屋敷」と

もいわれるいくつかの屋敷名をもつ家々が点在する様子
が窺える。また圃場整備が進んだ現在でも、合地上の農

第 1章 序 説

道脇などには中・近世の六地蔵石瞳や五輪塔などの石造物
が点在し、かつての古道を示す手がかりを残している。

遺跡北側には妙浄寺 (清水山妙浄寺、日蓮宗)が ある。

万治年間、江戸深川の徳嶋兵左工門俊正が釜無川右岸の

灌漑を目的 として堰を計画 し(後の徳島堰 )、 その祈祷寺
として建立された寺院で、徳嶋兵左工門夫妻の墓所がある。

また遺跡東側の竹薮には巨石があり、「おじょうさん」と

呼ばれる石祠が祀 られている (写真 1)。 子供の夜泣きが

激 しい時など、油揚げなどをお供えしたといわれる。「お

縄さん」と書き、検地の縄を埋めた場所 とも、甲府城の稲
荷郭からお稲荷さんを移 したとも、あるいは伊藤三右衛

門なる者が天正 5年、膳ノ城攻めの際に円珠姫なる姫君

を捕 らえ連れてきたが、勝頼が本国へ返 したことに因む
ともいい伝えられている(1979内藤 )。 また出産時の後産

を埋納 した胞衣墓地がその付近にあつた、 とい うことを

調査前にうかがつていたが、調査の結果、石祠の西側、

台地上の中央東寄 りにある上円井地区共有地がそれであ
つたことが判明した。なお、『甲斐国志』士庶部の「円井氏」
には「武田系図五郎信光ノ末男十郎光経ハ円井・増坪ノ祖

トアリ」とみえ、今回の調査で確認された遺構 と時期的に

関連性がある。『甲斐国志』の記載を単なる伝承として軽々

に扱 うべきではなく、慎重に検討する価値があろう。

第 2節 調査 に至る経過・調査体制

調査に至る経緯は本書序文にあるように、平成10年、峡

北土地改良事務所から示された上円井地区圃場整備計画

案に対 し、韮崎市教育委員会の現体制では調査を行 うこ

とが難 しいとの判断から、県学術文化財課を交えて相談
した結果、東地区の調査が山梨文化財研究所に委託された。

研究所側では遺跡調査会を組織して調査にあたることとし、

写真 1「おじょうさん」の石祠

-1-
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平成10年 5月 、韮崎市 と石之坪遺跡調査会 との間で契約

を交わした。この調査会の目的は石之坪遺跡の発掘調査、

研究、整理、調査報告書の作成であり、会組織は以下の

通 りである。また事務局は研究所内に置いた。

会  長 萩原三雄 (山梨文化財研究所 所長代行)

副 会 長 鈴木 稔 (山梨文化財研究所 研究室長)

参  与 口野道男 (韮崎市教育委員会 教育長 平成10年度)

参  与 輿石 薫 (韮崎市教育委員会 教育長 平成11年度)

参  与 山本雄次 (韮崎市教育委員会 社会教育課 課長)

参  与 山下孝司 (韮崎市教育委員会 社会教育課 主査)

参  与 閏間俊明 (韮崎市教育委員会 社会教育課 主事)

調 査 員 櫛原功― (山梨文化財研究所 研究室長)

事務局員 五味芳子 (山梨文化財研究所 事務主任)

調査は平成10年度の委託事業とし、平成10年 5月 ～11

年 3月 まで行われた。また整理作業、報告書原稿作成は

平成11年度の委託事業 とし、平成11年 4月 ～平成12年 3

月まで山梨文化財研究所内で行われた。なお発掘調査に

あたっては、櫛原 とともに阿部勲が調査員として指導を

行つた。

<発掘調査参加者>(敬称略・順不同)

戸島義和・望月等・伊藤豊子・望月磯男・功刀正彦・

功刀とよ子 。鈴木節夫・高左右一光・清水知恵・小野幸江・

大柴欣子・保坂実香子・五味ゆき子・粟沢たけ子・飯窪

利江・井手研二・井手正美・守屋敏子・川村みゆき '宮

川昌蔵・樋口信也・阿部恵子・山本栄一

<整理作業参加者>(敬称略・順不同)

小賓詈聾ユ憲冨菖撃:京磨早?含串貧嬉璽牛葉と メ
研二・井出正美 。小林小路・保坂真澄・竜沢みち子・

梶原薫・斉藤春美・神庭さつき 。高橋大地・山口あ

ずさ ,法月麻友美・林雅彦・柿原豪・児嶋貴行 。松

本貴智・根岸洋・川中裕二・斉藤拓弥・初鹿野博之

第 3節 調査の方法 と経過

(対象地区)調査面積は約4,900だ。事前に試掘調査は行

われていなかったが、西地区での遺構の検出状況、およ

び踏査での状況から全面的に遺構が存在することが予想

されたため、全域を調査対象地区とした。

(基準点設置)国家座標に基づ く5mメ ッシュの杭設置

を委託 した。北方向 (X軸方向)を 1～ 50、 東方向 (Y
方向)を A～ Zと し、起点は西地区全域もカバーできる

ようにAlを X=-26400、 Y=-9ooOと した。なお市

教委によるグリッド設定にあわせた形になっているが、

グリッド番号は一致していない。

(基本層序)J37グ リッド、道際で深掘 りを行い、地下約
4mまでの層序を提え、火山灰分析を行つた。分析の結果、

御岳三岳スコリア (約 5,7万年前)が地下約 3mで検出され

た (第 3章第 1節参照)。 なお10層付近からは水が染み出す。

(遺構番号)竪穴建物 (住居)址・竪穴状遺構は 「住居」、

柱穴状ピットは「ピット」、それ以外の穴は「土坑」 と

した。

X=-26500
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l I ・T42 ・4 l テ 1▽
 ―W 3 74 12.971西南 隅 需 1

lac? 苛 ,

-ヾOΨ  ―平 16.2 1 SIlf灰 炉 1

K38,39 2・ 3 喝丸 方 1▽
 ―じ 5 4℃ 27.38西 南 隅 需 1 2フト 聞仕 切 りI

10Ψ  ―W _7ラ 夕ら_RI IIj庚炉 分(石開 炉 ?) 7フK ]回 の 苺 て 春 ア

欠 番

可-4Ψ  ―17 4 14 5_6F 70_5f

K 肉 5,9[ 1/PI 7本

律 ド で l■ 左 い ?

6.5( 40081西 南 隅 篤 ?1・ 地床 炉 1

欠 番

。M44・ 45 藤 内 晴 円 N-8°  一W 6.86 6.14 28,971写ξ口]ォκ戸2 7太・6?火 2部の 言 福

12C? 勧 1方 W-8ψ  ―W 4.76 4 62 19.75
3 。L42・ 43 12C? 隅 九方 ? N-17°  一W 2 80 編 り方 の み

番

5 。M35,36 10, 11 12C前 喝丸 :
W-5°  一V 4,9[ 51

1 1 l 内部 に 配 石

7 ・ L35'36 10C画 喝 W― ら
° ―W ZZ.36 生アく?

・ N36・ 37 3 25.361

9 欠 番

4 艦 内 4.46 4.54) 1 5,葦く

1 ・L38-40 4。 15 新 道 円 Υ N-18°  一V 5.2( 22.70 i】 ?ヽ
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・R31 ・32 8 器 沢 N-20ψ ―W 4,74 3.94 1 I 1ラ牽く

7 ・ Q31 。32 9 隅 苛 W-5°  一V 7 Sメく?

Ч31 ・32 隅 丸 N-6▽  ―W 2.62 4 2月く?

9 隅 苛 W-5Ψ  ―W 3 60 2 7 7 79
Z0 諸 磯 c 精 円 N-10°  一V 4.00 11.69 Iブく

来IIБ′b 隅¬,方 Ч-16V ―W 1 1ラ卒ミ

・U34-36 1 ・22 藷磯 c 精 円 N-7°  一平 (4.92) (4.44) 16.32) 獅言2 5メく?

lC 隅¬.方 Ч-5▽  ―W (4 80) 8 85 1

欠番

隅 ¬ ナ ? Ч―aΨ
 ―w (3_53) (8_20)

隅 丸 -ヽ3°  一W (4.28) (4.04) 15.57 1

弥生 中

10C中 隅 女`万 N-8ソ  ー平 5.60 l

・P31・ 82 24・ 25 隅 丸 方 N-4°
 一平 (4.72) (4.54) 石あ り

3C蔀 隅 引】方 -ヾ2Ψ  ―平 4.65 l 翻仕 切 り溝

P・ Q28^∀30 25 。26 犀内 精 円 -ヾ10°  一W 6.22 5.12 「ラ杢ミ

格 沢 精 円 ? -ヾ5ψ  ―E 生男卜?

L o M32-34 26・ 27 諸磯 c 階 円 寸-17°  一W 10_60 1庚炉 8 4本以上 こ即 住 居 .3回 の 建 て替 え

沢 1-5▽  ―E 理甕 炉 1 生本 ワ a律 ″ 芭 糎

4R 来 の み

喝丸 方 14°
 一W 3 10

¬ ?

島丸 万 15▽
 ―W 4 74

7 引 ? 4 76 20,79 地床 炉 1(石 四炉 ?) 5ラ4《

判 ? 1°
 一W (5.46) (5.42) 也床炉 1(石囲炉?) 5Я〔?

当 茉IIA/h 円 ? -ヾ4ロ  ーE (4_84) (1459) 百岡 炉 1 4フト? 哩℃ l

S ・ T29・ 30 29・ 30 曽 末IIVa 円 ? W-4Ψ  ―E 5.26) (20.50) 石 囲 炉 5刀ト

Q・ R30。 31 曽禾町Ⅳ b 円 ? 4_8C 4_4C (15 66) 4j灰炉1(石開炉?) 4ア氏 l

曽 末IⅡ 円 ? (5,98) (26.78) 色囲 J/F 5本 +2 埋 甕 1

・ K42・ 43 l 隅 丸 万 7 3.70 4.46 15,261 り方 の み

3C? 隅¬̀ W-7Ψ  ―W 2.5C 2.6{ 4.301 2アに

I )CRl W-3°
 一W 3.86 4.42 1名置1

・ T27・ 28 悠沢 晴 円 ら_0夕 15,401 れ灰炉 1 4刀R
井 口 肝 1引 ? -ヽ1 lW ―W 百□埋蓬炉 1 4本以 上

む26・ 27 隅 丸 方 ? N-7°  一W

N-16Ψ  ―E (6.60) 百囲 炉 l 二人 ?

139・ 40 隅 丸 方 ? N-11°  ―R

曽ネIV? 精 円 (5 04) (24 06) 地床 炉 1(石囲 炉 ?) 尋身ミ

・ U27・ 27 〕4・ 85 曽利 Ⅳ 円 ? W-OΨ (5.2( (19,75) 仄 炉 1(石開 原 ? 5メ〔

・ U27・ 28 34,35 曽 末|IⅣ W-22°  一E 4 64 5.26 20.53 叱床 炉 1(石 う身ミ

喝 詢 方 ? W-9Ψ  一平 4刀ト 胡仕 切 り溝

・ G42・ 4 隅 丸 方 ? (4.80) (5. 10) (24 67)

'Q27 ・28 曽未町V 円 ? 灰 炉 1 5刀に?

8 害ネIIIV 円 ?

・T28・ 29 井戸 尻 円 Ч―ク
ロ ーV (6 70) 7 87 82) 附床 炉 1(石開 炉 ?) 「本

7 10C 隅 ¬`方

表 1 竪穴住居 (建物)址一覧表
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(自然科学分析)前述のように深掘り地点 (断面観察地点)

で火山灰分析を委託 したほか、竪穴住居の竃内、床面直
上の炭化層、弥生時代の土坑覆土等を採集 し、整理段階
で乾燥・浮遊選別を行ない、得られた種実等の同定を委

託した (第 3章第 2節参照)。

(調査経過)平成10年 5月 19日 、調査区西側に重機を入

れて表土剥ぎを開始。 5月 25日 より本格的な調査開始。
7月 7日 、池状遺構確認。当初は方形周溝遺構の一部 と

は想像できず、大型住居か と考えた。方形周溝遺構 と判

明したのは、調査の後半段階に入つてからである。これ

は表土剥ぎを調査区中央で振 り分けた関係上、壇状遺構
中央付近で方形周溝遺構を半分ずつ調査する結果 となっ

たためである。 H月 13日 、調査区西半分の調査を終え、

東半分の表土剥ぎを開始。重機を入れて早々に集石が検
出され、多数の五輪塔を合んでいることがわか り、その

実測作業に予想外の時間を割かれることとなった。現場
での一応の調査が終了したのは平成■年 3月 9日であつた。

(整理作業)平成11年 4月 から平成12年 3月 まで (財 )山

梨文化財研究所内で実施 した。

第 1節 竪穴住居址 と遺物

細かなデータに関しては表 1を参照。

1号住 (第Ⅲ72図  図版7)南西コーナー寵をもち、中

央から東南隅にかけて床が硬化する。遺物がほとんどない。
2号住 (第 1・ 72図  図版7)中 央か ら東側にかけて床面
が硬化する。亀はないが、南壁中央の立ち上が り部分が

被熱 し、また床面に炉 らしき焼土地積がある。遺物には

内型の手づくね整形による必 (1)、 灰色軟質の陶製こね

鉢 (6。 7)、 羽釜 (3)のほか、河ヽ破片ではあるが外耳土器片 (4)

がある。13世紀代と思われ、 2・ 3は混入の可台多性がある。

写真2手 づくね土器(2号住 1)

● 炉a-4a号住

A・ 日・炉a-4b号住

3号住 (第 2・ 3・ 72'73図 図版7・ 8)南西にコーナー宅を持
つ住居で、焼土が床面に広がる火災住居である。屋内に

南側に開口部をもつ 「コ」状の間仕切 り溝をもち、溝中
には東西に柱穴状のピットがある (Pl・ 2)。 南壁中央東

寄 りには礎石入 りのピットがあるが、本址にともな うと
は考えられず、掘立柱建物址が周辺に想定できるものの、

ほかに関連した柱穴はない。把手釜が亀内を中心に出土し、

また手づくね整形と思われる邦 (1)な どがある。11は宅の

支脚状の円柱状土製品。12は鎌。13は ノミ状の鉄製品である。
4号住 (第 3・ 4・ 73～79図 図版8・ 9)7本柱穴からなる楕
円形住居で、柱穴をつなぐようにわずかな段差が床面に

み られ、壁際がベ ッド状に高くなっている。炉は 2カ 所
あり、ともに地床炉であるが、本来は埋甕炉か。遺存状

況から、炉 bか ら炉 aへ とぃ ぅ変遷が想定される。柱穴

も2～ 3本ずつの重複を示し、主軸、柱穴数を変えずに、

同一地点で拡張 。建て替えを行つている。Pl内 には、

抽象文をもつ深鉢が故意に割られたような状態で、破片
を重ねて何かに被せたように底面から浮いて出土 した。

復元すると一部破片が不足するものの、ほぼ 1個体分あ
つた (1)。 5は床面直上に、横に押し潰された状態で出土
した。10はやや浮いて形を保って出土 し、連続 した円形

押圧文が特徴的である。 6は胴部文様を竹管文で施文 し
た土器で、雰囲気が違っている。全体に土器は藤内式古
段階がやや目立つが、新道式～藤内新段階までの時期を

合む。石器では86の大型石錘 と思われる例が特殊である。
6号住 (第 4・ 5図  図版9)南東隅にコーナー寵をもつ方
形竪穴で、床面には焼土が分布する。 4本の柱穴(Pl～ 4)
が住居 と方向を同じくして南寄 りに配置され、本址に伴

う柱穴 と考えられる。遺物はほとんどないが、時期は11

世紀から12世紀であろう。

7号住 (第 5'6。 79～ 88図  図版9・ 10)7本柱穴 (Pl～ 4・

6～ 8)の円形に近い楕円形住居で、柱穴を結ぶ間仕切 り

溝が一部あり、周囲が一段高くなっている。柱穴には重

複を示すものがあり、また段差も一部 2重になっている
ので、同一地点、同一規模で 2回以上の建て替えが行わ
れたことがわかる。P5内 には多数の土器が詰め込まれ
た状態で出土 した。約1lm離れた21号住床面上出土の胴
下半と接合 してほぼ完全になった50を はじめ、有孔鍔付
土器、浅鉢などがあるが、中でも50の出土状況は興味深い。
7号住の住居内で使用し、胴部上半は屋内ピット中に入れ、

同時に廃棄場 として胴下半が21号住に廃棄されたのであ
ろうか。 7号住床直の土器 としては 1,4な どがあり、覆
土全体では新道式から藤内古段階の土器がある。21号住
の炉体土器が新道式で、本址よりやや古いことから、両

第 2章 遺構 と遺物

③ a嗚
③

③  @

図64号 住柱穴配置図
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写真3 縄支土器

者の間には廃絶時の時間差があることが推定できる。 9

は 8と 同一個体であり、日縁部に顔面表現がある。15は

炉体土器で、下半の破片は同一の可能性の強い土器片で

あるが、確実ではない。20・ 21に はペン先状工具による

何らかの記号的な文様があり、図示しておいた。抽象文

土器にはこうした文様がつく土器が多く、製作者の識別
マーク (サ イン)あ るいは言語的なものではないか と想像

される。50は平たい頭の大把手と小把手が交互につき、

大把手は見方によつては顔面表現にみえる。胴部には渦

巻状の手の表現があり、土器全体を人体に見立てている

ようである。底部には乾燥あるいは焼成時の割れが入り、

粘土をなでつけて補修 したような形跡がみられる。日縁

部内面にはスス状の付着があるが、胴部内面には使用痕

がほとんどない。文様は極めて緻密で、本遺跡を代表す

る優品である。石器では打斧28点、剥片石器17点 と多く

の打製石器が出土している。

8号住 (第2・ 88図)3号住北側の隅丸方形状の落ち込みで、

3号住の床面 とほぼ連続する。方形周溝遺構の 1号溝か

ら連続 しているように見え、溝の一部ではなかったかと

考えられる。

9号住 (第 7・ 8・ 88・ 89図 図版10)一 辺65～ 7mのやや大

きい方形堅穴で、寵らしき痕跡が南西隅にある。また中

央東寄りには地床炉があり、いろり状遺構かと推測される。

床面中央には 2条の溝状遺構があり、方形集石下層の土

坑群の形態にも似るが、どのような性格の遺構かわから

ない。やや浅いが柱穴と考えられるピットが 4本程度あ

る(Pl～ 4)。 土器には日縁部に 2個ずつ対の孔を開け

た皿 (1)や、外 (2)な どがあり、柱状高合外の出現段階、

あるいは出現以前の段階である可能性がある。

11号住 (第 8・ 9。 89～ 92図 図版11)炉 は 2カ所あり、炉

bか ら炉 aへ と変遷する。炉 aに伴 う住居は円形に近い

7本柱の精円形住居で、間仕切り溝、ベッド状遺構がある。

炉 aの炉体土器は13の浅鉢で、覆土中の土器片と接合関

係をもつ。炉 bの石囲いは完存 し、南側 と西側の礫が接

合した。炉の束西には長さ60～ 70cmの棒状自然礫 (図 81・

2)が あり、用途については立石であつたのか、あるいは

椅子として機能 したのかわからないが、屋内空間で炉を

挟んで対照的な位置関係を保つている点、興味深い。土

器には藤内古段階から新段階まであり、最も面白いのは

15の 土偶装飾付土器 (写真 4)で ある。土偶そのものを土

器に貼付 したような土器であり、頭部は 7号住出土で、

本住居出土土器 とは約17m離れて接合 した。腕は口縁部

に緩く掛け、土器の内側を向いて直立 し、肩に 2つの刺

突文をもつ瘤状の盛 り上が りがある。他遺跡での類例も

ポーズは同じで、首筋には「人」状の隆起があることが多い。

16は 内面に赤色塗彩のある小型土器、あるいは浅鉢のミ
ニチュアで、口縁部には2イ固の孔が貫通する。

12号住 (第 10図  図版11)11号住横にあり、壁が皆無で

あつたが硬化面で住居 と認定し、掘 り方の範囲でプラン

を推測 した。遺物はないが、11号住出土の18の杯は本址

の遺物であろう。

13号住 (第 10,92図 )河 型ヽの長方形竪穴で、亀はない。

時期を示す土器がなく、時期不明。

15号住 (第 10。 lⅢ 92図  図版12)16号住に貼 り床をして

構築している。南東隅に亀があり、石組が良好に遺存した。

1～ 5は 16号住の遺物の可能性が高く、本址の時期は耳

皿 (6)、 柱状高台皿 (7)か ら12世紀前半であろう。

16号住 (第 11'92～ 94図 図版12)15号住下層にある。

東亀をもつ住居で、寵は手前の天丼石を除き完存する。

焼土が壁際に厚 く堆積 した火災住居である。中央床面に

集石がある。時期は10世紀前半で、甲斐型邦、甲斐型甕、

須恵器凸帯壺等がある。

17号住 (第 12・ 94図  図版13)南西隅にコーナー亀 と思

われる石組をもつ住居で、西側に38号住が重複 し、寵付

近がわか りにくくなっている。柱穴が 4本程度ある。土

器は10世紀前半の甲斐型皿のほか、灰釉陶器椀がある (4)。

1に は墨書 「公」がある。

18号住 (第 13・ 95。 96図  図版13)壁がなく、柱穴もはっ

きりしないため、プランは全く不明であるが、 4本柱穴

の住思か。壁溝の外側に磨斧 2点 (19・ 20)を接 して置いた

場所があり、その場所までは住居内に入るであろうと思

われる。また西寄 りに黒曜石原石 (大型素材剥片)7点 の

集石が見つかっている。炉は方形石囲炉 と思われるが、

礫は遺存せず、小礫多数が覆土上層に堆積 していた。時

期は曽利Ⅳ a式期 (曽 利式土器編年に関しては1999櫛原

aを参照)。
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写真4 土偶装飾付土器(11住 15、頭部は 7号住内出土)

20号住 (第 14・ 96図 図版14)方形周溝遺構
の壇状部北側から6号溝にかかる位置にあ
る。壇状遺構の精査中に確認。壁はないが、
5本の柱穴配置(Pl～ 5)か ら円形であろう。

中央には地床炉がある。時期は藤内古段階。
21号住 (第 14■ 5・ 97～ 100図 図版14)柱穴
が完全に検出できなかったが、おそらく 5

本または 7本柱穴で、円形に近い楕円形で

あろう。南西側は 1号溝で切 られ、プラン

が不明瞭である。柱穴を結ぶように壁際に
ベ ッド状遺構がある。炉体土器は新道式土

器で、床面上の上器は藤内古段階～中段階
の土器である。また 7号住土器 と接合 した

胴下半 (7号住50)は床面からやや浮いて出

土 した。また50の磨石は 3号住 との接合資

料である。

22号住 (第 15。 16・ 100図 図版14)径約 8m
の円形住居。7本程度のやや細い柱穴が 2回

の重複を示して巡る。炉はごく浅い皿状の地床炉で、西側を

中心に 5カ所が認められ、いずれも壁寄 りに分布する。北東

側には溝状の掘り方があるが、どのような性格であるか不明。

土器は少なく、諸磯 c式新段階を主 とする。また鍋屋町タイ
プも混じる。

23号住 (第 16・ 17・ 100～ 102図 図版15)9号住下層で検出。

隅丸方形の住居で、 4本柱穴 (Pl～ 4)があるが、ほかに炉
の両脇手前に主柱穴より径の大きな柱穴 2本 (P5・ 6)がある。

出入り口がわずかに突出し、曽利Ⅳ b期の正位埋甕がある。

炉は70号土坑上層にあり、北 。西側の炉石が遺存するが、ほ
かの石は床面上に抜いて置かれている。土器は曽利Ⅳ a期か

ら曽利Vb期まであり、曽利Ⅳ b期がやや多い。
24号住 (第 17・ 102'103図  図版15)5号溝に中央付近を切

られる。 4本主柱 (Pl～ 4)の 隅丸方形で、炉は方形石囲炉
であつたと思われるが、石は遺存していない。土器は曽利Ⅱ

a～Ⅲ a期で、 6は土器製作台といわれる台形土器。11は釣

手土器釣手部である。

25号住 (第 18'103図 図版15)河 型ヽ円形住居で、 4本柱穴 (P

l～ 4)。 石蓋付の正位埋寮を持ち、埋甕内には別個体の上

器が入れ子になっている。両方とも曽利Ⅳ a期である。それ

以外には土器はほとんどない。炉は石の抜かれた地床炉であ
る。

0     5     1()         2()clll

さ
カ
ベ

⌒

図811号住 棒状自然礫

-11-

＼、R
図922号 住柱穴配置図



26号住 (第 18・ 104・ 105図 図版16)4本主柱 (Pl～ 4)の

精円形住居。中央に格沢中段階の炉体土器を埋設する (1)。

遺物にはそのほか終沢新段階の土器 (4・ 5)や有孔鍔付土器

(6)がある。

27号住 (第 19。 105図 図版16)一辺約5.5mの 方形竪穴で、
コーナー寵 と思われる焼土が南束隅にある。また中央付

近にも焼土の堆積があり、地床炉であつた可能性がある。

床は中央から南側にかけて硬化する。柱穴が多数存在し、

本址に伴 うものが 4本程度考えられるが (Pl～ 4)、 そ

のほかにも多数の柱穴があり、中世以降のピットと思わ

れる◇土器は11世紀後半代であろう。

28号住 (第 19■ 05図 図版16)一辺2.7m程度の方形小竪

穴。西を除く各壁中央に柱穴がある。時期は不明。

29号住 (第 19■ 05図 図版17)長 さ約35mの長方形竪穴。

11世紀後半代であろう。

30号住 (第 20・ 105・ 106図 図版17)諸磯 c新段階の小型

住居。柱穴はPl～ 10の 4本主柱穴で、同じ場所で 2～ 3

回の柱の建て替えがある。炉は中央の 1カ 所のみ。遺物

は少ない。

31号住 (第20・ 21・ 106・ 107図 図版17)5号溝に切 られ、

また炉は86号土坑と重複する。隅丸方形の 4本柱 (Pl～ 4)

の住居である。炉は一辺約 lmの方形石囲炉で、南側の

礫は 5号溝により欠失し、北側の礫は起こされている。

東南壁は不明瞭。遺物は曽利Ⅳ b～曽利Va期 を主とし、

加曽利E系 もある (1)。

32号住 (第22・ 107図 図版18)諸磯 c新段階の円形住居。

柱穴はPl～ 5の 5本で、地床炉が西寄りに 3カ所ある。

東側は攪乱により削平される。遺物は大変少ない。

33号住 (第 22・ 108図 図版18)東側が41号住 と重複 し、

プランがわか りにくくなっている。南西隅にコーナー亀

をもつ住思で、中央西寄 りに南北の間仕切 り溝があり、

また中央やや南側には、わずかに下がつた土間状の区画

があり、室内の間取 りが うかがえる。遺物は、亀内を中心

に把手釜が 2点出土 している。

35号住 (第 23。 108図 図版18)36号住に切 られる。南東

隅に焼土堆積があるが、宅であった可能性もある。床は

中央から西側が硬化する。遺物はほとんどない。

36号住 (第 23・ 108図 図版18)南東・南西隅に焼土堆積

があり、南東についてはコーナー亀であつた可能性がある。

遺物は把手釜があるのみ (1)。 床面は北西側が主に硬化す

る。

37号住 (第 23・ 109図 図版18)26号住北側に径1.2mの 円

形土坑があり、炉石状の礫が壁面に立ち、覆土は焼土を

多く合んでいることから炉 と推定した。炉内、炉外 (南東

側)か ら弥生中期初頭 と思われる土器片が多く出土した。

弥生中期前半の住居。炉形態は定かではないが、この炉

は縄文晩期的な炉形態である。周囲に床面や柱穴は確認

できなかった。

38号住 (第 12。 109図 図版19)17号住が上層に重複 し、

西側はほとんどが道路によつて失われている。東寵をも

つ住居で、10世紀第 2四半期の甲斐型土器が出ている。

覆土中には鉄岸の小片が多く散在 し、また亀脇からは鉄

滓が溶融・付着 した円礫が出てお り(10)、 小鍛冶遺構で

あった可能性がある。

39号住 (第24。 25。 生09・ 110図 図版19)亀 はなく、南西隅

にあつた可能性もあるが、こね鉢や外の形態から13世紀

代であり、亀を持たない住居 と思われる。床面やや西寄

りに集石がある。

40号住 (第24・ 110'111図 図版 19・ 20)焼土が堆積するこ

とから火災住居である。北壁束寄 りに寵をもつ。北側の

床面は硬化 し、南側にL状の間仕切 り溝がある。遺物に

は 9世紀前半の土師器邦 (1～ 3)、 ロクロ甕、須恵器高

台邦、蓋、壺G類 (12)等がある。

41号住 (第25。 26。 111～ 115図 図版20)41a号住は、藤

内中段階の 7本柱の楕円形住居で、柱穴を結ぶように段

0・ ム・O-42a号 住

日-42b号住

〆

0-41a号住

▲-41b号住

図1041号住柱穴配置図

慰〕o

図1142号住柱穴配置図
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差があり、壁際がベ ッド状になっている。炉は長方形の

石囲炉 (炉 a)でぁる。41b号住は格沢新段階の 4本柱の

住居で、 3個 の炉体土器 (炉 b～ d)が正位で埋設され、

その順番は c― d― bと 思われる。炉体土器はいずれも

格沢新段階の土器で、炉の重複に対応する柱穴の建て替

えは明確ではない。なお41a号住では炉を挟んで東西の

柱穴内に同じ位の大きさの板状の礫が斜位に入 り込んで

いるのが注意される。覆土中の土器は新道～藤内中段階

までと時間幅があるが、ほとんどは a号住の遺物であろう。

石器では打斧が16点、剥片石器が 6点 と打製石器が多い。

なお27・ 28の 土師質土器は重複する33号住に帰属する土

器であろう。

42号住 (第 26・ 27。 116～ 121図 図版21)道路にかか り、

半分のみ調査 した。長軸長105mの諸磯 c期の楕円形大

型住居 (42a号住)内 中央に、4.2mの搭沢期の住居 (42b
号住)が床面レベルをほとんど同一にして、入れ子にな
っている。42a号住は柱穴が 3回 の建て替えを示 し、 1
回に 4本以上は存在 し、全体では10本以上になる。炉は

地床炉が 7カ 所程度あり、いずれもほとんど掘 り込みを

伴わない。42b号住は中央に炉体土器をもつ円形住居で、

柱穴は 4本程度であろう。42a号住では、諸磯 c中 ～新

段階の土器が主で、異系統の鍋屋町系の土器がある (28

～32)。 42b号住は盗沢古～中段階を主 とし、新道式ま

で合まれる。炉体土器 (56)は 五領ヶ合Ⅱ式新段階～格沢

式古段階の上器であるが、被熱が著 しく残念ながらうま

く取 り上げることができなかった。また42は平出 3A系
土器である。

43号住 (第28図 図版22)21号住北側に床の硬化面が残
っていたことから住居 としたが、プランは不明で、遺物

もない。おそらく平安時代末の住居であろう。

44号住 (第 28・ 122図 図版22)12世紀以降と思われる竪

穴で、亀はない。北壁の壁寄 りから 1本 と思われた鉄製

品が出土しているが、保存修復後には 4点 となっている。

45号住 (第28■22図 図版22)28号住 と40号住の間で、

円形 と思われる住居の一部が出ている。床面は軟弱。曽

利Ⅱ式期の上器片が少量出土 した。

46号住 (第 28・ 122図 図版22)隅丸方形住居の西壁付近
が出ている。南東隅には毛の可能性のある焼土堆積がわ

ずかにあつた。遺物は少ない。

47号住 (第 122図 図版22)壁 ・床面は遺存していないが、
5本の柱穴 (Pl～ 5)が 5角形に並び、炉が北側にある。

炉石はすべて残っていない。遺物はほとんどない。
48号住 (第29。 122図 )壁・床面は遺存していないが、炉

石のない炉があり、柱穴 4本が確認された (Pl～ 4)。

柱穴の配置から炉裏にさらに 1本が想定され、柱穴は計
5本であろう。

49号住 (第 29。 122図 図版22)127号 土坑横にあり、27号

住 と重複する。27号住西壁に埋甕があり、また北南の辺

に炉石の残る炉がある。柱穴は 3本 (Pl～ 3)検出され

たが、4本であろう。遺物はない。

50号住 (第 30・ 123図 図版23)8号溝に切 られ、また多

数の柱穴と重複 し、壁はほとんどない。柱穴は 5本 (Pl
～ 5)。 遺物は北半分 と溝中から出土 し、曽利Ⅳ a～Ⅳ

b式が多い。

51号住 (第 30・ 124図 図版23)当 初、上層に34号住を設

定 したが、住居ではなく欠番 とした。本址はその下層か

らの検出で、142号 土坑上層に炉があ り、柱穴は 5本 (P

l～ 5)である。埋甕は日縁部を欠き、正位埋設されて
いる。曽利Ⅳ b期。

52号住 (第 124図 )35。 36号住の掘 り方調査中に炉が確認
され、住居と判明。柱穴は 5本 (Pl～ 5)で、埋甕をもつ。

写真5諸磯c式上器

炉は北側のみ石囲いが残 り、南側には礫が積まれている。

土器は少ないが、住居の時期は曽利Ⅱ式期か。

53号住 (第31図 )床の硬化面があり、壁がないためプラ
ンを確認できなかったが、掘 り方の調査によつておおよ

その輪郭を提えられた。寵はなく、また遺物もない。
54号住 (第 31・ 124図 図版23)/卜型の方形竪穴。寵はない。

東西に 1本ずつ柱穴 (Pl・ 2)が ある。伴 う遺物はほとん

どなく、時期は不明。

55号住 (第 31・ 125図 図版23)北壁中央わずかに東寄 り
に電がある。住居に伴 う遺物は 1・ 2のみで、小破片のた

め時期ははつきりしないが、 9世紀前半であろう。
56号住 (第32・ 126・ 127図 図版24)4本主柱 (Pl～ 4)の
小判形住居。炉は地床炉であるが、11は炉内から出土し、

炉体土器であつた可能性があり、炉体土器が抜かれたの

であろう。格沢新段階を主とし、平出 3A系土器 (2)や球

胴で高台をもつ有孔鍔付土器 (5)な どがある。

57号住 (第 33・ 127図 図版24)井 戸尻式期の円形住居で、

柱穴は 7本程度かと思われるが、 3。 4本検出できた。炉
は石囲埋甕炉で、把手付のいわゆる多喜窪タイプの深鉢

を転用 している。

58号住 (第 34・ 128図 図版24)66号住を切る方形竪穴の

一部で、遺物はなく、時期は不明。

59号住 (第 33・ 129図 図版25)やや小型の方形石囲炉が

あり、周囲にピットが多数存在するが、壁はなく、柱穴

配置は明確ではない。遺物には曽利 Ⅱ～V式期の土器が

少量ある。

60号住 (第 34。 129図 )青磁片が出土し、方形竪穴の一部

と思われるが、特に床の硬化面はなく、プランも明確で

はないので、住居として認定するには躊躇する。青磁碗 (1)

は片切 りの蓮弁をもつ龍泉窯系 15類 aで、13世紀代か。
61号住 (第 34。 129図 図版25)10溝 (方形周溝墓)付近で

検出。床面は削平されているが、 5本柱穴 (Pl～ 5)と
炉が遺存する。曽利Ⅳ a期の遺物が若干伴つている。
62号住 (第 34・ 35。 129'130図 図版25)床面は削平され、
プランは不明確。炉は 2基が重複 し、また 5本からなる

主柱穴も建て替え 2回分があり、同一地点で主軸をず ら
して建て替えが行われたことがわかる。なお炉 aに 伴 う

柱穴はPl～ 5、 炉 bに伴 う柱穴はP6～ 11と 考えられ、
61b号住からa号住へ変遷する。炉 aに伴 う土器 (1)は曽
利Ⅳ att。

63号住 (第35'130図 図版25)11号溝に切 られ、また農
道にかかつているため、全形は見えていない。床面上に

細かな炭化材や焼土が分布 し、火災住居であることがわ
かる。亀はなく、南西隅の焼土も寵関連の焼土とは考えに

くい状況であつた。土師質土器邦 (1)と ともに、小破片な
がら白磁碗Ⅳ類 (2)があり、12世紀後半代と思われる。柱
穴が 4本 (Pl～ 4)あ り、また西側の 2本の柱穴に沿 う
ように間仕切 り溝が検出された。床面は全体に堅い。
64号住 (第 36。 130図 図版26)壁はないが、硬化した床

面があり、東南隅、南西隅に焼土の堆積層があることか

ら2カ 所にコーナー寵をもつ住居 と考えられる。亀 bに
は完形の皿が口を合わせて焼土上に遺存し(1・ 2、 2が上)、

なんらかの地鎮行為、あるいは亀祭祀に関わる行為が行

-13-



三ミミさせぞ162b号

住
▲・炉a-62a号 住

図1262号住 (a・ b)柱穴配置図

写真664号住土師器

われたことが考えられる。

65号住 (第 36'130図 図版26)床面は削平されているが、

炉が存在することから住居 とした。周辺には多数のビッ

トがあるが、柱穴配置は不明確で、 4本ないしは 5本柱

穴が推測される。時期は 1の土器から曽利Va期か。

66号住 (第 34・ 130図 )壁溝 と柱穴から住居 と判噺 した。

曽利Ⅳ式か と思われる把手壺 (1)が 床面上か ら出土 して

いる。

67号住 (第 37・ 130図 図版26)肖 1平 され、炉はわずかに

遺存する。柱穴配置は明確で、南側に入 り口をもつ 7本
柱穴 (Pl～ 7)である。炉が小さいこと、 1の土器か ら

井戸尻式期か。

68号住 (第 37。 130図 図版26)床面に焼土がほぼ全体的

に分布 した火災住居。灰釉陶器の小片があること等から

10世紀前半代か。

第 2節 土坑 と遺物

土坑は286基 の番号を設定した。それ らの中で237号土

坑は風倒木痕、または攪乱で、88号土坑は104号 土坑 と

の統合のため欠番である。その他、73'74。 266は 欠番とした。

(1)諸磯 c式期の上坑 53・ 80。 99～ 102・ 1得・146。 150。

151・ 158。 161・ 213・ 229号土坑がある。 うち60・ 61・

99～ 102は 住居内に存在する例で、貯蔵穴など住居に伴

う可能性がある。その他には円形の浅い土坑が多い。

(2)格沢～藤内式期の上坑 3・ 35。 42・ 58・ 75。 247

号土坑がある。42号土坑では覆土上層に完形、同形の小

型無文土器 2個体が出土した。

(3)中期後半の土坑 52・ 67・ 69。 164。 235。 246・ 252・

254・ 255。 280号土坑等がある。

(4)弥生中期の上坑 いわゆる水神平系といわれる条痕

文土器群を出土した遺構には 37'40・ 45。 47・ 76。 110。

111・ 123・ 127・ 230号 土坑等がある。それ らの条痕文土

器中には岩滑式 (45号土坑)、 遠賀川系土器 (123・ 230号土坑)

を 瞑鸞撻韓懃談4 鷺鷺悪鷺顧顧綴綴鹸6 5土
ヨ 斡

は 123± 2

のほか、氷式の系譜をもつ と思われる土器群 (37号住、

230号土坑)な どがあり、土器の交流や縄文晩期からの系

譜が うかがえる。土坑のうち 45。 56・ 58・ 76。 110・ 1lⅢ

l15・ 123。 124・ 127。 224・ 230号土坑はフラスコ状土坑で、

中でも 45。 76・ 123号土坑は典型的である。それらは貯蔵

穴であろうと思われ、弥生の土坑全般の炭化種実の同定を

依頼 したところ、栽培種ではイネが123号土坑をはじめと

して 45、 56、 135土坑から、またオオムギ、コムギ、アワ、

キビがいくつかの土坑で検出されたほか、オニグル ミ、

クリなどの堅果類も出ている (第 3章第 2節参照 )。 イネ

等の穀類は地中で保存することはないと思われるので、

当時の食料が何 らかの理由で混在 したのであり、本来は

堅果類の貯蔵穴であろう。また45号土坑は焼土を底面に

敷き詰めた中にわずかに焼骨がみ られた。また焼土面か

ら内面朱塗 りの壷底部が出土するなど、再葬墓的な様相

を示 している。土坑中からは土器のほか、黒曜石の剥片

類や石核等の石器が多数出土 したが、 とくに黒曜石製の

明確な製品が土坑中に伴つていない。弥生時代の黒曜石

利用については、黒曜石の剥片を用いて収穫具として使

用するとい う見解があるが、土坑中での黒曜石の出土状
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況は不可解である。また224号土坑出土の石鍬は大型品で、

形態的には木製鋤の写 しではないかと思われる。実用的

ではなく、祭lTE具ではないかとい う見方もあるが、各地

での石鍬の出土例から実用性が高く、打ち下ろす鍬では

なく、スコップ状に踏んで使 う鋤であろうと考えたい。

(5)平安末～鎌倉初期の上坑 1・ 4～ 10。 12・ 14。 30・

31。 38'39'41・ 71・ 72・ 89'90。 210号土坑が該当し、

調査区北西に集中部があり、切 り合いをみせるなど密集

する。直径約90～ 130cm、 深さ約10～ 60cm、 円筒形で、

底面は平坦。覆土はロームブロックを混合 した暗褐色土

1層のみである例が多い。これは一気に埋め戻された状

況を示している。遺物は 6号土坑に11～ 12世紀代と思わ

れる山茶婉の小邦がある程度で、遺物をもたないとい う

特徴がある。そのためこれまで時期不明、あるいは漠然

と平安、あるいは中世 とされてきた。おそらく11～ 13世

紀代の墓制であろう。

(6)地下式坑 34・ 104・ 190号土坑の 3基がある。竪

坑の方向はいずれも南で、天丼部は崩落 していた。104

号土坑のみ閉塞石 らしき礫が堅坑付近にあり、覆土中に

は15。 16世紀 と考えられる若千の遺物が伴つていた。 3

基の配置にまとまりはないが、方形集石付近を避け、北

と南側に分布するように見える。

(7)方形集石下部の上坑群 257～ 265・ 267～ 275。 279

A～ C。 284～286号土坑が該当する。これらの中で265。

268。 269。 270。 272・ 279A・ Bは長方形の掘り方をもち、

いずれも内部に五輪塔多数を合む集石がみ られる。土坑
の主軸方向には南北軸例 (265。 272号土坑 )、 東西軸 (268

～270。 279A・ B)の 2者がある。並列 し、重複 しないこ

とから、同時期に構築された可能性がある。それ らの長

軸長は2.2～ 4.2mで、幅は0,9～ 1.2mで ある。また東西軸
の一群は、一つの土坑中に小段差があることから、二つ

以上の土坑の結合の可能性がある。礫は底面まで密に詰

めた状態であるが、269号土坑では中層から上層にかけ

て集石があり、土坑底面との間に隙間が確保されている。

五輪塔には原位置を保つ事例はない。

そのほかの土坑は楕円形、または円形で、集石をもつ。

257号土坑は地輪が据えられたような状況で出土 した土

坑である。258号土坑は 3基程度の重複で、礫間に人骨

が混在 していた。260号土坑は上層に非常に細かな小礫

を入れ、下層にはやや大きめの礫が入れ られ、人骨が混

在 している。279C号 土坑は 1× 09m、 深さ40cm程度の

円形土坑で、土坑中には礫 と人骨が充填されていた。中

には牛の骨 も混じることか ら墓地改修の際に整理、片付

けが行われ、再び一括埋葬されたのであろう。285号土

坑は小型の石組をもつ土坑で、五輪塔に伴 う下部遺構の

残存かと考えられた。全体的に、出土人骨にはわずかに

焼骨もあったが、ほとんどは焼かれていない骨である。

(8)近世墓 113号土坑は江戸時代の墓坑である。単独

で 1基のみ、上円井の集落を見下ろすように合地縁辺に

位置する。地表面か ら底面までは14m、 上端 1.2× lm、

下端0,75× 0.85mの 円形の土坑で、底面に人骨 1体分が

遺存し、中央付近には六文銭が存在 した。銭種は寛永通

宝で、文銭 2枚が合まれることから、17世紀後半以降の

埋葬であろう。骨の特徴については第 3章第 3節参照。

埋葬形態は座棺か。単独埋葬であることから、死因等に

何らかの理由があつたとも考えられる。

なお、44号土坑については方形周溝遺構にともな う土

坑であり、第 4節で触れる。

第 3節 方形集石 と遺物

地籍図上、上円井地区共有地 とされた一辺約10mの 方

形区画部分からは、多数の礫や五輪塔約420個で形成され

た方形集石が検出され、「寿」印のある胞衣容器、土瓶、

行平、徳利、ガラス瓶、薬瓶、碗、鉗子、洗面器、竃蓋 (写

真 8参照)、 ビユール袋などが出土 した。また上円井地区

での聞き取 り調査によつて、明治30年頃か ら昭和40年頃

まで上円井地区の人々が利用 した胞衣墓地であることが

わかつた (第 4章第 4節参照)。 胞衣容器 (写真 9)は素焼

きの土師器的な色調をもつ胞衣を入れる専用容器で、蓋、

容器ともに内面に「寿」印が押され、印文周辺に雲母が散

らされた例がある。その他の容器類の多くは胞衣容器ヘ

の転用品であろうと考えられる。また徳利、瓶には 2本
一対で立てられている例があつた (写真 15)。 この立瓶遺

構は、乳の出が良いことを願つて胞衣 とともに埋めたも
のと考えられている。また下層からは前節で述べたように、

溝状の土坑中に礫や五輪塔が詰まった状態で密に検出され、
いくつかの土坑か らは人骨が出土した。寛永通宝が伴 う
ことから江戸期の上坑群であり、五輪塔群 との関連を示

すものではないと考えられる。また五輪塔には原位置を

とどめるものはない。五輪塔は火輪軒に反 りがある15世

紀代か と思われる一群を主とするほか、火輪底面が平 ら

になる16世紀代 と思われる一群がある。また大型の資料
がいくつかあり、14世紀にさかのばるのではないかと考え

られる。つまり墓坑 としては把握できなかったが、14～

16世紀に五輪塔を墓標、あるいは供養塔 とする墓坑群が

方形集石のあたりに存在 したことがわかる。また集石中
か らは最 も古い遺物 として古瀬戸の四耳壷があり、13世

紀後半代以降の年代が与

えられるほか、時期不詳

ながら常滑甕片が教片あ

る。したがって隣接する

方形周溝遺構 と時期的に

関連することから、蔵骨

器を埋納 した墓が付近に

あつたことが予想され、

五輪塔による集団墓地 と

なる以前の墓域出現段階
のありかたを示している

(第 4章第 2節参照)。

写真8蓋付きの竃 (利尻町立博物館 蔵)

※裏には煙出しがあり、中には燃料として練炭を入れる。
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第 4節 方形周溝遺構 と遺物

中央に一辺約 8mの方形壇 (壇状遺構)を掘 り残 し、周

囲には西側に池状遺構、東には 9号溝を設け、池状遺構

と連結するために 2・ 6号溝でつなぐ。全体では中央の

壇状遺構周囲に溝が巡る方形周溝遺構 となる。 2・ 6号
溝の西寄 りは土橋状に盛 り上が り、外部 と壇状遺構をつ

なぐ橋脚状遺構 (1,2号橋脚状遺構)が設けられ、南側 (2

号橋脚状遺構)は 1間 × 1間、北側 (1号橋脚状遺構)は

1間 ×2間で、両者は主軸方向、幅が同一である。 1号
橋脚の両脇には石列 (1号石列)が あり、

また東側には白色の粘質上の広が りが

あった。 2号橋脚にはそ ういつた石列

はないことから、低い位置にある南側は

水が行き来できるように溝が開放され、

1号橋脚脇にはある時期に石列を設け

て溝を封鎖 したと考えられる。池状遺

構は主軸長20m、 短軸長 7mで、西側

に 1号溝が付き、西側か ら取 り込んだ

水が池に溜まるようにな り、池部は全

体が錆状の褐色土で覆われている。断

面は緩やかなU字状で、壁は緩い傾斜

面である。内部に柱穴はないが、西側
の縁には小規模な柱穴列がある。

壇状遺構には北側に石列 (2号石列)〈

Υ最
に
建翔 墓乳属だ懸電多役:コ

号石列)が存在 したが、二つの石列は壇

とは関連がなく、おそらく中世以降の 基
町屋的な地割構造に関連 した短冊形の

区画であろ う。また中央やや東寄 りに

は44号土坑があり、底面には礎石状の花

聞岩の大型板状礫が水平に据えられて

いた。土坑の径は1.5m、 深さ0.9mで 、

礎石は厚さ18cm、 長径75cmである。土

層の断面観察では径35～ 50cmの直立 し

た柱痕がみ られ、何 らかの建物の心柱

的な柱、または標柱的な柱 (卒塔婆か )

が直立していたと思われる (写真16)。 あるいは蔵骨器の

埋納坑かもしれない。ただ し、確認面には錆が覆い、短

期的な柱であつたようだ。また礎石脇には土師質土器邦

があり、12世紀代 と考えられることから、方形周溝遺構

と時期的に合致する。なお礎石をはず して下部を調査 し

たが、すぐ地山となり、埋納物はいっさい存在しなかった。

壇面には 2号石列端部 (西側)に板状の礫があり、その

下部には浅い掘 り方 と根石状の礫が教個み られた。ただ

し当初、44号土坑を検出する前であったので、石列と同

時期の所産か と考え、不用意に撤去 してしまったが、こ

れが建物の礎石であった可能性がある。仮に礎石とすると、

壇状遺構の規模 と44号土坑の位置から、 2間 ×2間程度
の建物が考えられる (第 4章第 3節参照)。 他に礎石状の

礫が44号土坑北側 (195号土坑横)に あり、地中に埋設 し

た状況がみ られたが、地中にあること、小型の円礫であ

ることから礎石 と認定 しなかった。壇面には礎石下部の

掘 り方があるかと考えて壇面を幾度 となく精査 したが、

検出できなかった。壇面には20号住をはじめ縄文時代の

土坑の確認面 となっていたことから、壇は版築で積み上

げたのではなく、掘 り残 して形成 していることがわかっ

たため、あえて断ち割 りはせず、調査終了後、慎重に埋

設 して保存の形をとつた。

池状遺構を中心に、周溝部からは土師質土器皿を主 と

する多くの遺物が出土し、少量ではあるが瓦片、貿易陶磁、

鉄製品も出土 している。土師質土器は 1～ 3,13～ 17・

20～ 27・ 37～57で、小皿、皿、邦、柱状高台邦があり、

12世紀代～13世紀初頭の特徴がある。国産陶器には18(猿

投山茶婉、12世紀中葉 )、 28(美濃山茶婉、13世紀初頭)が

ある。貿易陶磁には白磁碗 (4・ 5,7・ 29・ 30・ 59)、 白

磁壷 (6。 61)、 青磁碗 (60)があり、白磁を主 とすること

から全体には12世紀後半～13世紀前半の様相が強い。また

白磁壺には四耳壺 (6)や、広東省潮州窯産 と考えられる

瓜割形壺 (61)が あり、量は少ないながら高価な品が流入し

m

図13方形周構遺構
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ている。瓦には軒丸瓦 (62～ 64)、 丸瓦玉縁部 (8・ 65)、

丸瓦片 (66)が あり、いずれも酸化焼成で色調は赤色であ

る(写真11)。 軒丸瓦はいずれも珠文帯をもつ三巴文である。

65には玉縁に釘孔をもち、側辺が斜めにヘラで削られて

いる。丸瓦部の表面には縦位の縄叩き痕が、内面には布

目痕があり、技法的には古代とあまり変わらない。個体

数は軒丸瓦部から2～ 3点、丸瓦は軒丸瓦と同一の可能

性があるものの最大 3点 と非常に少ない。また平瓦が皆

無であるのも特徴で、棟の一部を丸瓦のみで葺いていた

と思われるが、かなり小規模な建物であつたと思われる。

他に瓦は29号土坑で軒丸瓦片が出ている。瓦の時期は12

世紀末～14世紀まで考えられるが、土師質土器 と同じく

池状遺構底部直上で出ている例があること、方形周溝遺

構の初期段階の何 らかの建物址に伴 うと考えられること

から12世紀後半～13世紀前半 と考えておきたい。また釘
が数本出土 している。瓦にみ られた釘穴と対応するもの

かどうかわからないが、建物の存在を示唆する資料である。

なお、本遺構の設計基準線に関し、第 4章第 3節に 2案
を提示した。

第 5節 溝 と遺物

ここでは方形周溝遺構に関する溝 (2・ 6・ 9号溝)以 外
の主な溝について説明をする。

4・ 5号溝 平行する 2条の区画溝で、長さ約24m以上に

わたって 2条の平行した溝 (4・ 5号溝)が東西方向に走る。

その幅は約55～6mで、内側の溝が南に折れ、 9mほ ど

進んだところでわからなくなっている。縄文の遺物のほか、

わずかに平安末 (11世紀代)の土師器が出ているが、その

ほかに時期的に関連 しそ うな遺物はない。この溝は国道

を越えて西地区でも検出されてお り、西地区ではコ状に

巡ることか ら東地区にも存在すると当初から予測されて

いたものであった。全体では外溝一辺90～ 94m、 内溝76

～80mのわずかに菱形に歪んだ方形区画 となり、規模 と
しては館跡的である。また 11。 12号溝が 4・ 5号溝の延長

線上に取 り付 くと考えられる。この区画溝の北東に位置

する方形周溝遺構は交軸方向が 4・ 5号溝とほぼ同一で、
4・ 5号溝と11,12号 溝に囲まれた一角に収まっているこ

とか ら、方形周溝遺構は 4・ 5号溝、 11。 12号溝を合む全

体的な設計・配置の中で組み込まれ、時期的にも同じ頃
の所産であろう。

10号溝 方形周溝墓 と思われる L字の溝で、東西 7m、

南北 5m程度を検出した。南北の東辺溝は検出できてい

ない。北西コーナー部からはS字甕が 3個体見つかつた(1
～ 3)。 小林健二氏の甲斐地域の S字甕変遷案(1993小 林 )

にあてはめると5～ 6期で、 4世紀後半～ 5世紀前半と
なる。

11・ 12号溝 幅5.5mで南北方向に平行し、方形周溝遺構
あるいは 4・ 5溝の延長線上に取り付いていたようである

が、12号溝が細い上に浅く、同時併存想定は

難 しい。11号溝は断面がV字で、砂層が堆積
し、水が流れたことがわかり、遺7//Jに は12世

紀後半代の土師質土器皿 (1)、 13世紀代の中

津川産壷 (5)、 青磁碗 (2)、 14世紀前半の灰

釉平碗 (3)があり、12世紀後半～14世紀前半
の時期が推定できる。

第 6節 その他の出土遺物

遺構外からは早期末の貝殻腹縁文をもつ打

越式土器片が出土し、また同時期の地元土器

群 と思われる繊維土器もわずかにあるが、量

的には断然前者が目立っている (図21参照)。

諸磯 c式期以降中期末まで断続的に存在し、

後期では称名寺～加曽利Bl式期、晩期末で

は浮線文系土器が 1～数片あるのみで、後期
から晩期では主体は西地区にあるらしい。そ
のほか、弥生中期では条痕文土器が遺構外か

らやや多く出土している。図1510号溝(方形周溝墓?)土器出土状況

0             /    50n

方形区画構とその周辺

写真11 中世瓦(池状遺構)
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胎土略名 長―長石
赤―赤色粒子
多―多い

安―安山岩  角―角閃岩  雲―雲母  輝―t‐4石
黒―黒色粒子  白一白色粒子

少―少ない  小―小粒

表 3‐ (1)土器・陶磁器観察表
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胎土略名 長―長石
赤―赤色粒子
多―多い

安―安山岩  角―角閃岩  雲―雲母  輝一輝石
黒―黒色粒子  白一白色粒子

少一少ない  小―小粒

表 3‐(2)土器・陶磁器観察表
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胎土略名 長一長石
赤一赤色粒子
多―多い

安―安山岩  角―角閃岩  雲―雲母  輝―輝石
黒―黒色粒子  白―白色粒子

少―少ない  小一小粒

表 3‐ (3)土器・陶磁器観察表
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胎土略名 長―長石
赤―赤色粒子
多―多い

安一安山岩  角一角閃岩  雲―雲母  輝一輝石
黒―黒色粒子  白一白色粒子

少―少ない  小一小粒

表3‐C4)土器・陶磁器観察表
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胎土略名 長―長石
赤―赤色粒子
多―多い

安―安山岩  角一角閃岩  雲―雲母  輝―輝石
黒―黒色粒子  白―白色粒子

少―少ない  小一小粒

表 3‐ (5)土器・陶磁器観察表
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胎土略名 長―長石
赤―赤色粒子
多―多い

安―安山岩  角―角閃岩  雲―雲母  輝―輝石
黒―黒色粒子  白―白色粒子

少―少ない  小―小粒

表3-(6)土器・陶磁器観察表
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胎土略名 長―長石
赤―赤色粒子
多―多い

安―安山岩  角―角閃岩  雲―雲母  輝―輝石
黒―黒色粒子  白―白色粒子

少―少ない  小―小粒

表 3‐(7)土器・陶磁器観察表
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胎土略名 長―長石
赤―赤色粒イ
多―多い

安―安山岩  角―角閃岩  芸―雲母  輝―輝石
黒―黒色粒子  白―白色粒子

少―少ない  小―小粒

表3・C8J土器・陶磁器観察表
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表 3‐ (9)土器。陶磁器観察表

長,石,角

表4土 製品観察表
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石材略名 砂―砂岩  粘一粘1反岩  安―安山岩  黒―黒H窪石
緑―緑色岩  凝―疑灰岩  緑凝―緑色変質凝灰岩
緑片―緑色片岩  デーデイサイト  花―花商岩類

ホーホルンフェルス

閃―閃緑岩  頁一頁岩
火凝―火山礫凝灰岩

表 5‐(1)石器観察表
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石材略名 砂一砂岩  �i― �i板岩  安―安山才1  黒一∫ミHIl石

緑―緑色肴  税一凝灰イ:  緑税―緑色変質凝灰片
繰片一緑色片舛  デーデイサイト  花―花開岩類

ホーホルンフェルス

閃―PAl緑≠キ  頁―貢川
火凝―火山礫凝灰岩

表 5‐(2)石器観察表
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石材略名 砂一砂岩  粘―粘板岩  安―安山岩  黒―黒配石
緑一緑色岩  疑―凝灰岩  緑凝―緑色変質凝灰岩
緑片一緑色片岩  デーデイサイ ト  花―花的岩類

ホーホルンフェルス

閃一閃緑岩  頁一頁岩
火凝―火山礫凝灰岩

表 5。(9石器観察表
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62 1M37b

打舞

R29セ  ット223

一剥
一

~石
器

つ 磨 石 92・ 81・ 45
163 1M32b

[浮承

百嫉 9・ 1 3・ 05

164 1し
'94

7 8・ 1 7 0 4
↑8号イ主P3

1 7・ 1 0,0 5

剥片石器 黒 表

・幅 厚 cll 1注記 内容

'2 1住 釘

t62・ 29・ 06 ,仁ヒ26
ノ ミ? 鉄

也と50
64と 釘 映 45・ 0909

,0・ 19・ 11 9
)3 16住

74と 22

釘 鉄 7・ 1 0・ 0 8

'4

17住

2・ 13 18tと 66
214と 釘

21tと 46
21住 釘 鉄

22住
Z2住 釘 鉄 3・ 0 9・ 07

Z7イ主 朕 77・ 1 0・ 07

10住 釘 3'0 6・ 02

5,22 0

14住 9

火 ち 金 映 6・ 1 6・ 07

25土
31 33=と 1 2T 淡

電永 通 宝 調 3・ 2 3・ 0 113+20

蒐永 通 宝 嗣 5・ 2 5,0 113+15

41 電 嗣 5・ 25,0 113+19
89ELl

217 1 電永 通 宝 嗣 3・ 2 3・ 0 1

267 1 竜 通 宝 調 2 3・ 2 3・ 0 1

蒐 通 宝 銅 2 3・ 2 3・ 0 1

368三ヒ12f 新 寛永 (文銭 )

寛 通 宝 銅

371Jヒ 3

〕79土 1 不明 135・ 08'08 ど79二L28

184こと 電永 通 E ど 2・ 1 8・ 0 1 1( 384=と I

嗣 7 4・ 2 2・ 1 0 81 卜
｀
チ423

―Я百 卜
｀
チ223

石

・吸 口 同 4(

15'70・ 01

石

石 霊永

石 新宣 永

茨 29・ 06・ 05 15

薄 ]7・ 1 7・ 1 4 26 7 14住 1

軒費 釘 79'08・ 06 〕濫 9

ll溝 釘 84・ 15・ 14 24 2 11濠 2

ピ 9 4 釘 [1 2・ 1 5・ 0 8 20 4 ヒ
マ
ット9

半錢 嗣 3 2・ 2 2'0 1 35 明治 十年

4 釘 39,08・ 06 21 10住K39

打 3 5・ 0 7・ 0 5 10住K39

表6金属製品観察表
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軽 灰 ど63■ 29

軽 灰 ど63± 13

8

369」ヒ5
ど70± 26270土

4

'89,90

279

379

〕79ニヒ31

379± 30

A

瑞 詐:7〒 12 2

軽 , 下

1( 靱 可
[修

瑞 群

瑞 許:石 7( 1( 1 481662

116 11 l lSl

瑞 詐硝 61ユ 9( 1 1 951284

端 許

斜 瑞 許

口
一Ｈ 瑞 許謹Я写

石 壁 L 81 11 1渥コ

ζ7〒
g石 斜

承
一Ｈ 瑞 詐

謎 瑞 許

端 詐
姥 311 1(

瑞 許
:石

三石

130
120

2

1 瑞 許瑞

覇
一第

137
128

Ｈ
一黙 瑞 許

繋 鵡
肇

計果石

亀石

亀万写

豊石 酬 瑞 許

瑞 詐宅石 137

:ヱ〒 18 `

錦
3

2 瑞 許
H211 1疑サ下

瑞 詐建石 139

14

襲
革

計151

三石 8( 1軽サ疋
|

100B,底 に平

瑞 許
菜石 71 15 91 13 2疑 サ疋

|

〕60土 7( 1凝サ

6J
6[

122
124

2C
26 瑞 計

263土 1  甚工I ア |

表 7‐(1)五輪塔観察表(空風輪)(計洲位置については図25参照t) 写真12五輪塔 (1)
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表 7‐(3)五輪塔観察表(水輪)

(計決上位置については図密参照)

※石材の「安山」は安山岩の略、「凝灰」は火山礫灰岩

の略であるが、「凝灰」とした中にはデイサイ ト質の

緻密な もの、火山礫をもつ もの等が合まれ、またデ

イサイ トとして区別すべきものも合まれていること

をことわつておく。
表 7‐9)五輪塔観察表(火輪 )

(計状1位置については図25参照)
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直 構 S T U 石 材 と記 残 O/

石

212 石 度

:死J 辱 反 559

罵石 1

石

石

7 ヨ石 癖 反 67C
三石 k
尾冶

石

石

222 石 3 度 8 2[

223 ≧石 癖 灰

2夕4 ヨ石 147 19 ク 蹂 圧

冶

石

227 石 9 反

色石 212 疑灰

石 212
石 灰

≧石 疑灰

石

石

234 ヨ石 疑灰

冶

石 A

石 度

ヨ石 灰 7 2(

ヨ石 20 7 辱 反

ヨる クク で 語サ支

7 亀冶

ね 122(
石

石 215 60

ユ石 9 反 傘 宰 黒 暮

D57土 ι57」Ll
172 彦60土 9 260f4

灰 7 2( 260-卜 40

7ク み60土 8
`68三

L3
172 262土 262f7

262+ 反 】62-卜 10

,62+ 疑灰 262± 1

263土

263+ 263-卜 1

173 263+ 9 癖 反 263-卜 4

夕65+ 匡 8 ■18

′65=L15
265土 B65三ヒ16
265土 1 B65=し 20

268土 B68fl A

269+ 269-卜 16

み69+ 157 8 反 を69-卜 12

7 269+ 癖 灰 269± 1

Z69土 17

269+ 269f7
175 270+ 癖 反 ,70-卜 25

175 270土 l 270=し 3

175 270+ を70f16
175 272+ 厚 反 272-「 7

275土 ぢ75=ヒ Z

382 彦75土 B75fl
275+ 223 度 11_7( B75-卜 6

279+ 縣 灰 ,79-「 2

405 279+ 雉 灰 B79■ 17

土 279」ヒ1

279土 279Jヒ 15

279土 を79f22

表 7‐(0五輪塔観察表(地輪 )

(計測位置については図25参照)

写真13五輪塔・宝盤印塔②

※石材の加工面には、①荒割り(F)、

② 荒 削 り (CoE)、 ③ 削 り (A・ B・ D)、

④仕上げがある。通常、地輪下面は①。

②で止めた例が多い。また、全般的

に古相は④まで行うが、新しくなる

と行わない傾向がある。

A-277上
B-213上
C-239下
D-277側
E-277下
F-248下碇!i:科
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第 1節 韮崎市石之坪遺跡のテフラ

河西 学 (m山梨文化財研究所 )

1. イまじbに
本遺跡は、北部巨摩山地東麓における小武川合流後の

釜無川右岸に形成された段丘上に位置する。この段丘は、

持久神社付近を扇頂 とするきわめて急傾斜の小扇状地に

覆われている。小扇状地上では褐色ローム質土層の分布

は認められず水田などに利用されているが、遺跡周辺の

崖線付近の段丘上にはローム層が分布 し、畑として利用

されている場合が多い。縄文時代・平安時代 。中世 。近

世遺構が確認されている北堂地遺跡も同様の立地環境に

ある (韮崎市教育委員会,1991)。 約10mの崖線の下には上

円井集落をのせる低位段丘面が形成されている。遺跡の

西側において小扇状地 と本遺跡ののる平坦面 との境界付

近には、南北性の緩やかな溝状の凹地形が認められる。

ここではローム層の層位を確認するためにテフラ分析を

行ったので以下に報告する。

2.試 料・ 分析方法

遺跡での基本土層は、最下位に段丘構成礫層(10層 )が
あり、その上位の砂質ローム層 (9層 )が御岳三岳テフラ

On― Mt(Pm―Ⅳ)(8層 )と ローム層 (7層 )に覆われ、砂礫

層(6',6″層)お よび砂質ローム層 (5層 )の堆積後、風成

堆積環境 となり4～ 1層が形成されている。試料は風成

堆積物から採取 した。分析方法は、河西 (1997)な どと同

様である。

3.分 析結果

火山ガラスの屈折率測定値を表 8に 示す。偏光顕微鏡

下での火山ガラスの計数結果を表 9に示す。これをもと

に湿重基準の合水率、粒径組成、1/4～ 1/16mmの 全火山

ガラス合有率、形態別火山ガラス合有率を算出し図17に

示 した。なお1/4～ 1/16mm全火山ガラス合有率、形態別

火山ガ ラス合有率は、試料単位重量 当た りの 1/4～

1/16mm粒径の火山ガラスの割合で表示した。

合水率は、下部のNo 17(513%)、 No.16(45.6%)で 高く、

No.15(25,8%)を 極小 として緩やかに漸増 し、No.10(37.9

%)で極大を示 し上方に緩やかに減少 して、No.1で 23.4

%を 示す。粒径組成では、下部のNo.17～ 16で粗粒で

1/4mm以上の粒子が307～38.7%を 占める。また 4層下部

のNo.15で 1/4mm以上の粒子が460%の極大を示し上方に

減少 しているが、これは下位の砂質ローム層 (5層 )の影

響によるものと考えられる。1/4～ 1/16mmの 粒径砂は、

全体を通じて6.6～ 10.6%の 比較的安定した値を示す。1/4

～1/16mm粒 径の全ガラス合有率は、No 2を中心にNos.

1～ 4において極大値0,74%の 顕著な極大を示す。形態

別では、立体的な泡壁型 (バブルウォール型)である無色A'

型がもっとも多く、平板状泡壁型の無色A型がこれに続き、

両者ともにNo.2で極大を示す。これ らの泡壁型火山ガ

ラスは、No.2で の屈折率が1.499～ 1.501(モー ド1.500)を

示すことから、約25(～ 22)万年前に噴出した姶良Tnテ
フラ(AT)に 同定される。ATの降灰層準は、火山ガラス

の急激な増加が認められるNo.2付近に推定される。そ
のほか塊状のB型、中間型のC型、多孔質軽石型の F型
などがきわめてわずかに検出される。

No.17は Pm―Ⅳあるいは御岳三岳スコリアOn_Mtに 対比

される。外観は特徴的な橙色を呈する風化スコリア質テ

フラである。表 10。 図18の重鉱物組成は、斜方輝石 。単

斜輝石・不透明鉱物などが多い点で、On_Mtの記載 と調

和する(竹本ほか,1987)。 また普通角閃石・黒雲母などを

伴 うが、これ らはテフラ以外の堆積物からの影響が考え

られる。On―Mtの年代は約5。7万年前 と推定されている (竹

本ほか, 1987)。

6層の砂礫層は、分級が良好ではなく、中礫から細礫

および砂粒から構成される。花南岩類や中性の緑色変質

した火山岩類および泥岩・砂岩などを伴 う特徴がある。

八ケ岳火山や韮崎岩屑流堆積物を構成する安山岩や大武

川に特徴的なホルンフェルスなどが認められないこと、

および付近の巨摩山地が花商岩類および緑色変質火山岩

類などから構成されることなどから、これらの砂礫層は、

小武川あるいは持久神社付近を流れる小河川によつて形

成された堆積物であると推定される。

北部巨摩山地東麓には活断層が分布 している (浅川。平

川,1986,活 断層研究会,1990)。 浅川・平川 (1986)は 、巨摩

山地北部東縁の地形分類を行い、Pm_Ⅳを合む新期ロー

ム層以上に覆われるかPm_Ⅳ を段丘堆積層上部に挟在す

る面 (Ⅳ面)が、活断層よりも西側の巨摩山地側に分布 し

ていることを示 した。宇婆円井集落北側でのⅣ面は、寺

沢川扇頂部から北方に標高480m等高線に沿って分布 して

いる。今回On―Mtが確認され本遺跡ののる平坦面 (標高
465m)が 浅川・平川 (1986)のⅣ面に相当することが明ら

かになった。したがってⅣ面は、約 6万年間に約0.3m/
1000年程度の断層変位があつたことが推定される。

4。  おわ リイこ

テフラ分析によつてATと On― Mtと が確認された。活断

層や地震活動の歴史を解明するために、この地域におけ

る考古学的発掘調査においても層位の確認を重視 してい

く必要があると考える。
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第 2節 韮崎市石之坪遺跡よ り産 出 した炭化種実
吉川 純子 (古代の森研究舎 )

1.は じめに

本遺跡は縄文時代前期末葉から中世鎌倉時代初期まで

の複合遺跡である。各時代で住居跡の炉及び竃の堆積物

と若千の床覆土、弥生時代ではフラスコ状土坑、鎌倉時

代では溝状遺構か らも炭化種実が採取された。炭化種実
の産出結果から食生活の傾向が認識できるかどうか時代

ごとに検討する。

2.各 時代か ら産出 した炭化種実

(1)縄文時代

前期末葉の住居の炉からは、オニグル ミ、炭化塊、不

明果皮のほか、穀類のムギに類似 した形態をもつ破片を

産出した。中期中葉では、炉や床覆土から多数のオニグ
ルミ破片、ブナ科の果皮片のほか、雑草のスゲ属、アカ

ネ属、菌核などと、キハダの種子、炭化した果実も産出

した。中期後半では、炉、埋甕からオニグル ミ、菌核、

炭化塊などを産出した。

縄文時代では、燃焼様式が炉 とい う開かれた構造 とな
つていること、および大鍋で強い火力で長時間の調理を

するとい う推測がなされている (小林1999)こ とから、炭

化物が残 りにくいと思われる。一般に縄文時代では床覆
土には炭化材以外には肉眼的に炭化物が目立たず、その

ため住居覆土の分析例が少ない。また残存している炭化

物も構造的に硬 く緻密で燃え残 りやすいオニグル ミ、あ

るいはここで産出したキハダのように液果ごと燃焼 した

場合に果実ごと残る例がある。

(2)弥生時代

すべて中期前半の堆積物からなり、
｀
住居の炉覆土は 1

試料のみ、 8試料はフラスコ状土坑の内部に堆積 してい

た土壌中から産出した炭化種実である。炉からは トチノ

キの種皮 と子葉のはか、サンショウ、オニグル ミや、穀

類であるアフを産出した。フラスコ状土坑からはオニグ
ルミ、ヨナラ属、クリ、ブナ科、ムクノキ、イタヤカエデ、

トチノキといつた木本の炭化種実と草本のスゲ属、カヤ

ツリグサ科、サナエタデ近似種、ザクロソウ、シソ科、

アカネ属、メナモミのほか、栽培植物のイネ、オオムギ、
コムギ、アフ、キビ、アサ、それにササゲ属に類似 した
マメ科も産出した。コムギは123号土坑で1粒産出してい

るが、弥生時代のコムギの産出例は少なく、前期では福

岡県板付遺跡、山口県宮原遺跡などの産出例がある。

フラスコ状土坑内部の堆積物を分析 した例はほとんど

ないが、これは炭化物が生成される場所ではないと認識

されていることによる。土坑の堆積物中に炭化物が入る

機会としては、土坑放棄のため自然に埋まっていく段階と、

人為的埋積段階の両方が考えられる。前者の場合、最下

部は放棄直後の堆積物であるが、上部は土坑内部でも後

世の堆積物である可能性がある。土坑の中でも76号、

127号、230号は炭化物の種類、数 ともに非常に少なく、

放棄後あるいは使用中に自然に埋まった堆積物中に炭化

物が合まれていたと考えられる。これに比べて、45号、

56号、135号、138号は37号住居の炉に匹敵するほど多く
の炭化物があり、123号に至っては炉の堆積物よりも種類、

数 ともに上回る。また、138号は焼土もともに堆積 して

いることから、これ らは炉の内部や周囲の燃え残 りを人

為的に土坑内に廃棄 した可能性が考えられる。なお人為

的廃棄 とは異なるが、炭化材などの炭化物に消臭や吸湿

効果があることから、生成された炭化材などを土坑の下

部に敷いた可能性も考えられる。この場合、ともに炭化

した種実が土坑内に堆積する可能性がある。山梨県内で

は弥生時代の炭化種実の産出特徴 として、イネの占める

割合が多く雑穀類が少ない (櫛原1999)と いう傾向があり、

本遺跡でもその傾向が見られる。

(3)平安時代

住居内の寵及び炉からはイネ、オオムギ、アフを比較

的多く産出した。また、オニグル ミ、ブナ科、モモ、マ

メガキ、穀類のコムギ、キビのほかダイズ属、雑草では

イネ科、スゲ属、シロザ近似種、ヘビイチゴ属、シツ科、

ナス属を産出した。また床覆土からは栽培植物のモモ、
マメガキ、イネ、オオムギ、コムギ、アフ、ヒエ、キビ、

アサ、ササゲ属のほか、スゲ属、ホタルイ属、カヤツリ

グサ科、シロザ近似種、キンポウゲ属、ヘビイチゴ属、
マメ科、シツ科を産出した。

平安時代ではイネについでオオムギが多く産出しており、
コムギもわずかであるが粒状で産出している。また、68

号住の床覆土はわずかに炭化塊を産出するのみであるが、

9号住と3号住は総数で比較しても寵や炉の堆積物より種類、

数 ともに床覆土が上回つている。これは住居使用中ある
いは廃絶後に堆積物が移勒 したとも考えられる。亀はそ
の構造上、燃焼効率をよくするため住居使用中は竃の清

掃を欠かさないとい う民谷例もあり、燃焼のための施設
であるにもかかわらず炭化物の産出数が比較的少ないと

推測される。

(4)鎌倉時代

中世鎌倉時代初期では 2軒の炉・寵 と方形周溝遺構の

池状遺構を分析 しているが、両者に種類、数の大きな差

はなかった。栽培植物はモモ、イネ、オオムギ、コムギ、

アワ、キビで、ほかに雑草のカヤツリグサ科、ハナタデ

近似種、マメ科を産出している。

比較できる住居数は少ないが、平安時代に比べると炭

化種実の種類、数はかなり減少している。平安時代と同様、

寵とい う構造か ら、住居使用中は燃焼効率をあげるため

頻繁に清掃 していたと考えられる。また、中世でも個数

は少ないもののコムギは粒状で産出している。櫛原はコ

ムギが硬くて粒食に向かないことに触れ、「なぜ粒の状態
で炭化 してコムギが多く出るのかとい う大きな問題」(櫛

原 1999)を提起 している。これは自家消費であればコム

ギを栽培し刈り入れてどのように保存しどこで粉に挽くか、

粉食か粒食かとい う加工過程 と、粉粒いずれの状態で流

通 していたかとい うことにも関わってくるのではないだ

ろうか。

3.炭 化種実の記載

オニグルミ :内果皮破片を産出した。破片はlcmょ り細
かいものが多く、内果皮の 4分の 1よ り小さい破片のみ
であつた。

クリ :完形の子葉 と破片を産出した。現在栽培されてい

るクリよりかなり小さい野生のシバグリと同程度の大き

さである。

コナラ属、 7・ナ科 :果皮の破片と子葉破片を産出した。

果皮片は表面に縦の細い筋があり、子葉破片の大きいも
のは外形からコナラ属 とわかる。

ムクノキ :内 果皮のほぼ半分に割れた破片を産出した。

基部にやや突出したへそがあり、割れ口で壁の柵状組織
が確認できる。

モモ :核のやや大きい破片を産出した。

サンショウ :内果皮を産出した。

キハダ :種子及び種子の抜けた跡のある果実の破片を産

出した。キハダは現在でも樹皮から染料 と医薬品を抽出
しているが、果実はアイヌなど北方民族で甘酸つぱいお

やつや、薬品として最近まで用いられていたようである(萩
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表11炭化種実検出数

中イよか1992)。

イタヤカエデ :種子を産出した。山地には比較的多いカ
エデの仲間である。

トチノキ :子葉破片を産出した。乾燥 したたいて破片に

してから灰汁抜きし、現在でも食品として用いられている。
マメガキ :種子を産出した。小さくて果肉が少なく、渋

を採取するため奈良前後に中国から持ち込まれたと考え

られている。

イネ :胚乳を産出した。焼け膨れたものが多く、穎は産

出されていない。

オオムギ :種子を産出した。やはりかなり焼け膨れたも
のが多い。
コムギ :種子を産出した。オオムギのように基部が尖ら

ず丸みを帯びて厚さと幅がほぼ同じである。

アワ :種子を産出した。丸みが強 く、産出した穀類の中
では最も小さい。

キビ :穎のついた果実と種子を産出した。

ヒエ :種子を産出した。野生のイヌビエ等 と比較すると

粒長が大きく厚みがある。

スゲ属 :果実を産出した。2面形でやや焼け膨れが激しい。

カヤツリグサ科 :果実で、3面形、焼け膨れが激 しいが

頂部に離層が確認できた。

アサ :種子を産出した。現在 と同様、繊維をとるか種子

を食用 としていたと考えられる。現在日本で栽培 してい

る品種はほとんど毒性がなく、奈良以降の史実にも幻覚

剤としての記録はないようである。

サナエタデ近似種 :果実を産出した。田畑や路傍に多い

雑章である。

ザクロツウ :円形2面 の種子を産出した。表面に網 目状
に突起が密布する。

キンポウゲ属 :果実を産出した。田畑に生育する雑草 と

思われる。
ヘビイチゴ属 :核 を産出した。田畑や路傍に多い雑草で

ある。

ダイズ属近似種 :楕円球で10ミ リほどとやや大きいが、

焼け膨れが激しい。

ササゲ属 :種子を産出した。炭化してやや膨れているが、
へその部分は確認できる。ササゲ、アズキ、リョク トウ
などが考えられるが、野生種 との雑種も多く、現在のと
ころ種は確定できていない。

アカネ属 :種子を産出した。アカネ属の中でもアカネに

似るが、全種を検討していないため、アカネ属にとどめた。
シソ科 :球形で基部がやや突出し、表面に大きな網目模

様がある。やや焼け膨れている。

ナス属 :扁平な円形でやや細かい網目模様がある。
メナモミ :果実を産出した。路傍などに多い雑草である。

子のう菌 :菌核を産出した。以前担子菌 としていたもの

と同じものと考えられる。落ちて腐 りかけた木材の表面
に生育している。

不明果皮、種子 :いずれもおぼろげに外形は残つている
が焼けただれが激 しく、表面の様子などが観察できない

果皮、種子などである。

炭化塊 :穀類、果実の果肉部分などが焼けて灰化する前
の生成物 と考えられる。土器の外側に着いたおこげなど
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写真15 石之坪遺跡より産出した炭化種実

1.オニグルミ、内果皮破片(4号住中央床直)

2.子葉 (123号土坑)3.子葉破片 (123号土坑)

4.プナ科、子葉破片 (9号住亀)

5.ム クノキ、内果皮破片 (123号土坑)

6.サ ンショウ、内果皮 (37号住炉)

7。 モモ、核破片(9号住亀)

3.マ メガキ、種子 (9号住中央床土)

9.イ タヤカエデ、種子 (123号土坑)

10,ト チノキ、子葉破片 (37号住炉)

■.キハダ、種子 (11号住炉)12.イ ネ、胚乳 (135号土坑)

13.オ オムギ、種子(9号住亀)14.オオムギ、種子 (9号住床土)

15,コ ムギ、種子 (123号土坑)16.ア フ、種子 (138号上坑)

17.キ ビ、果実 (9号住中央床土)18,キ ビ、種子 (6号住寵)

19.ヒ エ、種子 (9号住中央床土)20。 アサ、種子 (3号住床土)

21.アカネ属、種子 (4号住中央床直)22.ヘ ビイチゴ属、核 (3号住床土)

23.サナエタデ近似種、果実 (123号土坑)24.ササゲ属、種子 (123号土坑 )

25.ササゲ属、種子 (3号住床土)26.キ ンポウゲ属、果実 (3号住床土)

27.メ ナモ ミ、果実 (56号住床土 )

(スケールはl mm)
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はほぼこの状態で産出されるのではないかとみられる。

引用文献

小林正史 1999「煮炊き用土器の作 り分けと使い分け」

― 「道具 としての土器」の分析― 食の復元―遺跡遺

物から何を読み とるか 研究集会報告集2 帝京大学

山梨文化財研究所 p.1-59東京

櫛原功- 1999「炭化種実から探る食生活」―古代～中

世を中心に一  食の復元―遺跡遺物から何を読みとる

か 研究集会報告集2 帝京大学山梨文化財研究所 p.
81-98 東京

萩中美枝・畑井朝子・藤村久和・古原敏弘・村木美幸

1992「聞き書きアイヌの食事」農山漁村文化協会

319p.東京

第 3節 出土人骨

石之坪遺跡出土人骨に関し、1999年 6月 24日 、茂原信

生氏 (京都大学霊長類研究所)に鑑定していただき、櫛原

が聞き書きした。なお本文の文責は全て櫛原にある。

1.113号土坑の人骨

乳様突起 :大きい。男性か。

眼嵩上隆起 :大。男性的。

頭骨の厚さ :非常に薄い (ただし病的ではない)。

老齢変化 :歯を除き、ほとんどない。

下顎目 :歯は全て抜け、孔はふさが り、顎の幅も細 く

なっている。 (上顎の歯もなかった可能性あり)

上腕骨 :太い。三角筋粗面が非常に発達 (三角筋が発達)。

多少老齢化がすすむ。

頸胃 :太い。断面四角形に変形。筋肉の発達を示す。

大腿骨粗線の発達 :やや弱く、扁平ぎみ。

身長 :骨端部が欠けているため、明らかにできない◇

その他 :眉間の骨にゆがみあり。ただ骨に残るような

大きな病気はみ られない。

年齢 :熟年 (40～ 60歳 )後半。

2。 279C号土坑の人骨群

後頭骨・外後頭隆起 :4個体分

乳様突起 :右 4個体分

頭目 :4個体分

大腿骨 :6～ 7個体分。扁平なものが多い。臀筋隆起

の発達大。 しかも扁平が多い。こうした特徴は山間地
の人に多い。男性であろう。

頸骨骨 :4～ 5個体。

上腕骨 :男女あり。足の骨よりも数は少ない。骨の厚
いものが多い。

眉間の残る頭骨 :男性。

歯 :虫歯がいくつかみ られる。エナメル質減形成 (成

長期のス トレス)は少ない。

No。77下顎骨 :が っちりしている。熟年よりは若い。

歯が抜けたて◇奥歯は歯根のみ存在か。

その他 :全体に若い骨はない。足 。腕・頭のみ。残 り
のいいもの、厚みのあるもを集めた感じである。男女

ともにあり。集め方に偏 りはないだろう。焼けている

ものは少ない。牛の骨No.122(右大腿骨)が混じる。

以上により順次埋納 した骨ではなく、ある時点で一

括 して片づけた骨であろう。

<新道式期> 21号住の 1軒のみであるが、藤内式期の

住居址にも多く入つている。遺構外遺物は少量ながら地

区全体に広がりをみせている。

<藤内式期> 本地区北側に4軒の住居がコンパク トにま

とまり、土坑もその付近にある。 うち 4・ 7・ 11号住の 3

軒は住居の形、規模、柱穴配置がよく類似 し、ベ ッド状

遺構を伴つている。遺構外遺物は新道式期 と同様に南側

まで広く分布する。

<井戸尻式期> 南端に 1軒 (57号住)があるのみであるが、

遺構外遺物は調査区中央付近に散在している。

<曽利 I・ Ⅱ式期> 井戸尻式期 と同様に南側を中心に住

居があり、遺構外遺物もその周辺に分布 している。住居

は一応 3軒確認したが、細かな時期が不明なものが多い。

<曽利Ⅲ・Ⅳ式期> 本期では11軒 もの住居数を数え、全

体では西地区にかけての大きな環状配置 となる。ただ時

期細別すると曽利Ⅲ a期 (24号住 )、 曽利Ⅳ a期 (25号住 )、

曽利Ⅳ b期 (23・ 31・ 49・ 51)な どとなる。遺構外遺物は住居

城の西側に主として分布し、土坑も住居域中に散在する。

<曽利V式期> 住居 としては 1軒 (65号住)が あり、ま

た23号住にも多数の本期の土器が遺棄されている。遺構

外遺物は曽利Ⅲ・Ⅳ式期とほぼ同様であるが、分布はより

薄くなっている。

<後・晩期> 後期初頭 (称名寺式期 )、 加曽利BI式期、

晩期終末の浮線文系土器が各 1片程度あるのみ。西地区

では称名寺式期の柄鏡形住居等があり、遺物も多いよう
であるが、本地区では時期不明の後期土坑が 1基 (51号土

坑)あ るだけで、遺物の出方も非常に薄い。

第 1節 土器の分布状況と遺構の変遷

遺構の時期別変遷 と遺構外出土土器の分布状況を重ね

ることによつて、各時期の土地利用のあり方を探る。

<早期末～前期初頭> 明確な遺構はないが、貝殻腹縁

文を施文 した打越式土器小片が128号 土坑等から出土 し

たほか、広い範囲に散在 し、また繊維土器もみられる。

西地区でも出土 していることから、遺構 としては確認で

きなかったものの、住居が存在したのであろう。

<諸磯 c式期> 諸磯 b式期までは遺物は皆無であるが、

本期になると東地区を中心に集落が出現する。住居は径

8～ 10mの 中～大型住居 2軒 (22・ 42号住)と ともに、中～

小型の 2軒 (30・ 32号住)があり、諸磯 c式期の中でも後

半段階を主 としている。本期には、他遺跡でも住居が大

小で組み合わせを示すことがあり、また大型住居では炉

が多数あることから、通常の住居 とともに複合居住形態

の大型住居がセ ットをなす可能性がある。この時期に住

居軒数が減少 してみえるのも、居住形態の変化に対応す

るのであろう。遺構外土器は、住居のある付近から南側

にかけて集中的に分布 し、また土坑も主にそ うした部分

に位置する。

く格沢式期> 五領ヶ台式期には87号土坑から2片の五

領ヶ台 I式土器が出ているのみで、集落が再び現れるの

は熔沢式期であり、南側に4軒が検出されている (26・ 41a・

42b・ 56号住 )。 土坑は散在 し、遺構外遺物も南側を中心

にわずかに出土している。住居はいずれも4本柱穴で中

央に埋甕炉をもつ。

第4章 考
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図19遺構と遺物の分布変遷(1)
(薄 い網は 1～ 5点、濃い網は 6点以上の上器出上を示す。直線は遺物の接合を示す。)
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(9～ 10世紀〉 (11～ 13世紀) <14～ 16世紀> <近世。近代>

<弥生中期> 条痕文土器を中心に本地区中央に遺構外
遺物が分布 し、また土坑には特徴的なフラスコ状を呈す

けて分布する。中でもO・ P32'33グ リッド付近には集中
的に存在 し、石囲炉状の遺構もある (37号住 )。 この時期
の住居形態が明確ではないが、掘 り込みがごく浅い竪穴

住居、もしくは平地式住居であつたと思われ、住居址は

検出されにくいのであろう。西地区でも国道に近い部分
で土坑が出ているが、中心的なのは東地区である。
<古墳> 本区南端に L字の溝 (10号 溝)が あり、古墳時

代前期の方形周溝墓 と思われる。

<平安> 9～ 10世紀代では本区中央と南に住居が分布し、

中央付近には 3軒がまとまっている。遺構外遺物も住居

周辺に散在する。

<11～ 13世紀> 11世紀以降の本区のあり方は活発であ
る。土器を伴わない方形竪穴があり、詳細な時期を決め

ることができない例があるが、本期の時期に一応合めて

おいた。本期では11世紀代に竪穴が密に構築され、12世

紀後半から13世紀代に方形周溝遺構が構築される。これ

は方形区画溝 (4。 5号溝)の設置 と同時期 と思われ、両者
の有機的な関連が予想される。また池状遺構に水を引く
ための溝があり、この時期に台地上が耕地 として整備さ

れた可能性を示す。この方形区画溝はこの地域一帯の拠

点的な施設で、方形周溝遺構は宗教的な施設であろう。

方形集石中からは、古くは13世紀中頃の古瀬戸四耳壺

も出ていることから、方形集石付近には方形周溝遺構に

付随した墓地があったことが予想される。

<14～ 16世紀> 方形集石には五輪塔が多数存在 し、方

形集石形成以前の本期には集団墓地であったことがわかる。

また地下式坑が 3基出ている。地籍図を見ると、調査区

北方に方形の館跡 らしき地割があり、また現農道の両脇
には短冊状の地割が整然 と存在することから、宿又は町
屋が整備されていたことも予想される。調査では黒色の

覆土をもつピットが国道寄りの地域から検出されたが、個々

の建物配置を厳密に確認するには至っていない。

<近世以降> 方形集石下層に集石土坑群が形成され、
上層が方形集石として整備される。上層が整備された時

期はよくわからないが、明治末の胞衣墓地になった段階
かと思われ、その後、胞衣墓地は昭和40年頃まで使用さ
れている。近世に入ると甲州街道の整備に伴い、台地上
から合地下へ集落が移転 し、遺跡付近は主に畑地になっ

図20遺構と遺物の分布変遷(2)

たと思われる。この時期の遺物は陶磁器類を中心に全域
に散在して見られる。

第 2節 五輪塔の変遷

五輪塔は方形集石およびその下層土坑群中のみの出土で、

それ以外では出ていない (ただ し、西地区からは数点の出
土があった)。 方形集石上層では一部意図的に再配列され
た地輪があり、何 らかの集石上面の遺構に関わる境を示

すものと思われたが、いずれにしても原位置を保つ五輪塔
は皆無であった。下層土坑中も同様で、時期的なまとま
りを示す群はないだろうと考えられる。よってここでは

出土地点は考慮せず、時期的な形態変化を考えるために

形態分類 し、各形態ごとの大きさを検討 したい。
五輪塔は空風輪、火輪、水輪、地輪の 4つの部位から

なる。空風輪144点 、105点 、水輪90点、地輪67点、計406

点を図化 し、ほかに図示不可能な小破片が若千ある。こ
こでは主 として側面形による分類を行つた。なお実測資
料中には破片で分類が不可能なものを合んでいることから、

個々の形態の合計は図示点数と一致していない。
<空風輪> 4類 に分かれ、裏面に孔をもつ例が5例、溝
状の沈線をもつ例が 3例存在する。墨書・刻書例はない。
A類一空輪部下半を大きく削り、空輪 と風輪間に大き

な段差をつける。6/138点 (4%)。 整形は丁寧である。
B類―空輪が丸 く作られる。46/138点 (33%)。 整形は

丁寧。CoD類 より大きいものが多い。
C類―全体を砲弾状に作 り、溝を入れたもので、頭部

は丸く削られる。45/138点 (33%)。 B類より小さいもの

が多い。

D類―頭部に稜があり、空風輪の境は溝のみである。
41/138点 (30%)。 整形は荒く、小型例が多い。

整形技法の簡略化、小型化、整形の粗雑化傾向がみられ、
A類からD類への変遷が予想される。

<火輪> 5類 あり、軒幅が一定なもの (A～ C類 )、 軒
先の幅が大きいもの (D・ E類 )の二つに大別できる。後者
は下面がほぼ平坦で、高さが低い。

A類―下 り棟が直線的◇軒幅は一定で、軒先が反る。
7/101点 (7%)
B類一軒幅が一定で、下り棟、軒裏が反る。6C1/101点 (59

%)。 高さ、幅から4群程度に細分が可能である。
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図22 五輪塔の変遷案

C類一軒幅が一定で、下 り棟は反 り、軒裏はほぼ平坦

か極くわずかに反りをもつ。5/101点 (5%)。

D類一軒裏はごくわずかに反りがあり、軒先の軒幅が

広い。22/101点 (22%)。 A～ C類に比べると小型である。

E類一軒裏が平坦で、軒先の軒幅が広い。771101点 (7%)。

最も小型の一群である。

他の遺跡例から推定するとA類が最も古相で、E類が

新しい。軒裏面の反りが平坦化し、軒先の幅が大きくな

るとい う傾向に着 目すると

A一 B一 C一 D― Eと い う

変遷を辿るであろう。

<水輪> 上下面の状況で 3

種に分類可能である。側面

に墨書による梵字をもつ例

が 13点、刻書の梵字をもつ

例が 2点ある。

A類―上下面が容器状に大

きくくばむ。9/87点 (10%)。

大型例が多い。

B類 ―上下面が皿状にわ

ずかにくばむ。巧/V′く(86%)。

C類 ―上下面はほ とんど

平坦。3/87点 (3%)。
A類 とB・ C類の違いは明

確であるが、 B類の細分は

難 しい。おそらく高さ、整形技法を加味することで分類

できるだろう。

<地輪> 側面形で 3種に分類できる。上下面の区別は

難 しいが、上面は調整が丁寧なのに対し、下面は調整が荒

いままとなり、くばんでいることが多い。墨書の梵字を

もつ例が 1例のみある。

A類―高さ、幅が近く(厳密にはわずかに幅が大きい)で、

立方体的。20/65点 (31%)。 大型例が多い。

V期
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B類―高さよりも幅が大きい。21/65点 (32%)。

C類―高さよりも幅が大きく、上面幅より下面幅が狭い。

24/65点 (37%)。 小型例が多く、整形は荒い。

A・ BoCの順に小型化し、また整形は荒くなっている。

Aか らCへ と変遷するのであろう。またC類の上面と下

面の幅の違いは、石材をブロック状に岩盤から切 り出す

際に生じるものであろう。

<各類の組み合わせ>各 部位の変遷を並べると以下のよ

うになる。括弧内は割合で、類ごとの割合から組み合わ

せを想定してみたい。

空 風 輪  A(4)一 B(33)一 C(33)一 D(30)

火 輪 A(7)一 B(59)一 C(5)一 D(27)一 E(7)
水 輪 A(10)一 B(86)一 C(3)
地 輪 A(31)一 B(32)一 C(37)

細別数の多い火輪の変遷を基準にA― Eを I― V期 と

すると次のような組み合わせの変遷が想定される (図 22)。

I期 空風輪A十  火輪A十  水輪A十地輪A
Ⅱ期 空風輪B+  火輪B+ 水輪 B十地輪A
Ⅲ期 空風輪C+  火輪 B・ C+水 輪B+地輪B
Ⅳ期 空風輪 C・ D+火 輪 D十  水輪 B十地輪C
V期 空風輪D+  火輪E+ 水輪C+地輪C
I期では大型品を主 として少数の五輪塔が存在 し、Ⅱ

～Ⅳ期までは同じような数量で推移 し、V期には少数 と

なり、衰退の兆しをみせている。実年代を考えるにあたり、

高根町横森赤台遺跡の地輪に書かれた墨書資料が年代観

を与える上で定点となる(2000野代 )。 26号土坑出土の地

輪 C類、あるいはその後の段階の資料に「享禄」の年号

(1528～ 1531)があったはか、集中区出土の地輪C類には「永

正J(1504～ 1520)の年号が判読できたとい う。 したがっ

て本遺跡V期以降を16世紀前半代に置いておきたい。ま

た仮に I期を14世紀後半、 Ⅱ期を15世紀前半、Ⅲ期を15

世紀前半～後半、Ⅳ期を15世紀後半 としておくと、15世

紀を中心に約百数十年の間、盛んに五輪塔が作られたこ

とが推測できる。組み合わせ数は空風輪数から最大145で、

各時期の数は最大数で I期 6個、Ⅱ期46個、Ⅲ期約40個、

Ⅳ期約40イ回、V期約 7個 (火輪数から推測)で あり、製作

数は平均すると、 1年 1～ 2個ではなかったかと思われる。

<各部位の特徴による組み合わせ想定> 五輪塔の組み

合わせを伺う手がかりとして、①梵字の字体、大きさの

類似性、②石材の共通性、③孔形態の類似性、④整形技
法の共通性の4点が考えられる。①については水輪に梵
字をもつ例13点に対し、地輪には1点のみ(別5)で あるが、
245に類似した梵字の水輪として167があげられる。②に
ついては、本遺跡の五輪塔が安山岩と火山礫凝灰岩もし

くはデイサイトの2種に大きく分けられ、後者の数量が

非常に多いことから、前者の安山岩のみを取り上げる◇

安山岩に限定すると、空風輪では38・ 81、 火輪では138・

145、 水輪では198が ある。これらのうち38と 145に は径・

深さがほば共通した孔があり、組み合わせを示す。した

がつて残る81と 138が組み合う可能性が高く、両者は整形

技法も類似する。また198は 81・ 138と 整形技法が類似する

ことから81・ 138'198のセットであろう。③については、

前述した38。 145は確定済みで別にすると、空風輪に58(太

い孔)、 334(細 く深い孔)、 349(中間的な太さの孔)、 350(短

く細い孔)がある。また火輪には137・ 359(細い孔)、 118(中

間的な太さの孔 )、 394(太 い孔)がある。 したがって58と

394、 334と 137又は359、 349と 118の組み合わせが想定で

きるだろう(図 23)。

先に予想 した変遷観をこの組み合わせで検証すると、

I～ Ⅱ期-38。 145、 H期 -167・ 245、 Ⅲ期 -334・ 137又

は359、 58。 394、 Ⅳ期-349。 118、 81・ 138・ 198と なり、

大きな飢鰈はない。

<製作技法及び生産地> 製作技法に関しては十分検討

できなかったが、石材の切 り出しから仕上げまでの間に

はいくつかの工程があり、新 しくなるにつれて工程の省

略が うかがえる(1999櫛原 b)。 この点に関しては後 日再

検討 したい。また石材については、今回は大きく 2種に

分けたのみであるが、色調、火山礫の混入状況な どの観

察によつていくつかのタイプの分類が可能である。石材

産地および製作地の推定は、今後の大きな課題である。

第 3節 方形周溝遺構の基準線

方形周溝遺構の基準線に関し、室伏徹氏 (勝沼町教委 )

より設計案を示唆 していただいた。以下は室伏案をもと

に整理 し直 したもので、氏の見解を正 しく記 した もので

はないことをことわつておくとともに、同氏には心より

謝意を表する次第である。

この遺構の中では 1・ 2号橋脚状遺構幅が同一で、同じ

軸線上に柱穴があることか ら、かな り厳密な設計のもと

での周溝遺構全体の構築が予想される。橋脚幅は2.2mで

あることから、2.2mを 1間 として基準値 とすると、壇状

遺構はちょうど4聞四方であり、二つの橋脚状遺構の東

辺を方形壇の中心を通る中心線 とすることができる。全

体では南北 9間 ×東西 10間 、あるいは10間 ×10間 とみる

こともできる(A案 )。 別の考え方では、 2号橋 1却 状遺構

の南北間がほぼ1.8mで あることから、1.8mを 基準値 とす

ると、壇状遺構は 5間四方、二つの橋脚状遺構の西辺を

通過する軸を基準線 として東へ 6間、西へ 5間の位置が

図23五輪塔の組み合わせ
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東西間となる。すると壇状遺構上に 3間 X3間 の建造物
が設計可能となる(B案 )。 ただし両者とも

“

号土坑 (心礎 ?)
とその北西にある礎石 (?)に は線が うまく乗 らないので、

その部分については別の設計案が必要 となる。44号土坑
がわずかに東へずれるのは、当初の意図とは違っていた
ため、つまり方形周溝遺構の構築 と建物の建築の間には

時間差があるため、あるいは、西側に大きく池を設けて
いるように、西側から見るとい う意図をもっていたため

とも考えられる。後者については橋が西寄 りに設定され
ていること、11・ 12号溝から想定される道が方形周溝遺

構の西側を通過していることと無関係ではなく、西から
の視線を重視する必要がある。

第 4節 胞衣埋納 に関する聞き取 り

胞衣墓地や胞衣埋納に関する民谷調査はこれまでに各
地で行われ、また胞衣容器の廃棄遺構 も神奈川県藤沢市
池ノ辺遺跡 (1980越川)や横浜市今井町 (1996戸田・小松 )

などで見つか り、胞衣容器の変遷等の論考も提出されて
いる。山梨県では、明治20年頃に著わされた山中共古の『甲
斐の落葉』(1975 山中)中 に、「胞入レニハ土器フ用ヒル
コ トナシ 柄杓ナ ド造ル曲物屋ニテ図ノ如キモノフ作 リ

胞入 トス 通例ハ柄杓ノ柄フヌキ トリ曲物 トシテ用ヰ蓋
ニハ紙フモンテヲゝヒ水弓|ニテ結ビ地二埋ム 胞入 曲
物カブセ蓋模様松竹梅鶴亀ヲ画ク」 とあ り、当時、甲府
付近で土器を胞衣容器とすることはなかったことがわかる。
明治29年には県令 「産衣及産汚物取締規則」が出され、

胞衣・産汚物などは人家や飲用の井戸・用水路から20間

以上隔て、深さ3尺以上の穴に埋めること、などとされ
た (1981 木下 )。 したがってその頃、共同の胞衣墓地が

各地に出現 したのであろう。

石之坪遺跡の胞衣容器には、蓋 と身の内側に「寿」の

押印をもつ合子状の専用容器 3組のほか、胞衣容器 とし
て転用されたと考えられる土瓶、蓋付の行平、ホーロー

の洗面器、ビユール袋などがある。それらの多くは散在し、

原位置を留めるものは少なかった。容器類以外に胞衣埋

納に関連する遺物に、対で立つ瓶、徳利類がある。「帝
国鉱泉株式會社」という銘のサイダー (?)瓶 と印版の磁器

Υ

図24方形周溝遺構の基準線 (A・ B)

徳利の 2組が正位で立ち、それ ら以外に組み合わせが想

定可能な瓶類がいくつかある。これ らは明治～戦前の所

産 と考えられる。瓶や徳利を立てる習俗については、乳
が良くでるように願 つて 1合瓶に水を入れ逆さに立てる

例 (富士吉田市古原、1996堀 内)、 玄関の敷居の下に胞衣

を埋め、良く乳が出るようにと脇に 1升徳利をいける例 (保

谷市住吉町、1991伊藤)が あり、また遺跡から出土した

例 としては港区白金館址で徳利が正位で 1本埋設された

例がある(1988中西ほか)。

調査終了後の本年 1月 、上円井地区在住の 3名の女性
の御協力を得て聞き取 り調査ができた。調査内容は生年

月日、出産歴、出産時の状況、いつ、誰がどのように埋

めたか、埋納容器、胞衣墓地の呼び名、胞衣・脳の緒に

関する習俗、石之坪付近の記憶・伝承等である。Aさ ん (昭

和 5年生まれ、69)は昭和31・ 34・ 36年に出産 し、 3人 と

も主人が一人で胞衣を埋めに行つた。 Bさ ん (大正 5年生

まれ、83)は昭和22・ 24・ 26。 28年に出産 し、 4人とも主

人が出産当日、あるいは翌日ひとりで埋めに行った。Cさ
ん (明治41年生まれ、92)は昭和 7。 9・ 12・ 15・ 18・ 22

年に計 6人を出産 し、当日、あるいは翌日に主人がひ と

りで主に夕方埋めた。聞き取 りをした 3名 とも胞衣容器
に関する記憶はなく、出産時に用いた油紙などに包んで

埋めたのではないか と言い、また瓶を立てる習俗は知 ら

ないとい うことであった。石については、野犬等に掘 り

返されないように家の近所から持つていつて、胞衣の上

にのせたのだろうとい う回答があったが、定かではない。

男性か らの聞き取 りを行 う必要性を痛感するとともに、

主人が一人で行った行為については婦人側は関知 してい

ないことは意外に思われた。

この世代の違 う3名からの聞き取 りで、昭和 7年から36

年までの胞衣埋納を連続的につなぐことができた。整理

すると次のようになる。胞衣埋納は、産院や病院での出

産が普通 となる昭和40年頃まで、上円井地区では一般的

に行われ、主人が出産当日あるいは翌朝、暗いころ一人
で埋めに行くのが通例であつた。特に容器には入れず、副

葬品はない。「寿」容器に関する情報は全く得られなかっ

たことか ら、明治30年代～大正期の所産であろうと考え

られる。また埋納後には祀 りは行つていない。瓶に関す
る記憶はなく、今後瓶の時期を特定する必要があるが、
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昭和初期以前、おそらく明治～大正期の習徳であろうと

思われる。 したがって明治～大正期には 「寿」印や対の

瓶を添えるなど、胞衣埋納に対する祭〒融性が残つていたが、

昭和になると単に始末する行為に過ぎなくなっていった

ようだ。以上、上円井地区での胞衣埋納の変遷は次のよ

うに整理される。

明治29年以前 各戸での埋納、柄杓利用か

明治29年～大正年間 胞衣墓地利用開始、祭祀性を伴

う埋納、容器に納入

昭和初年～昭和40年頃 処理的埋納

昭和40年以降 胞衣墓地の廃用、産院・病院での処理

石之坪遺跡 (東地区)の調査では、縄文時代の前期から近・

現代にまでの長期間に及ぶ遺構が見つか り、多くの課題

が投げかけられた。整理期間の制約上、遺物の図面作成

に終始 し、本書の構成も遺物図版に重点を置いたものに

なったため、考察がきわめて不十分になってしまったが、

最後に本調査の成果 と今後の課題を羅列し、何 らかの機

会に個々のテーマについて論考することとしたい。

(1)縄文前 。中期の竪穴住居 本遺跡では、諸磯 c式
期の大型住屋に地床炉が複数存在 したことか ら、複合居

住的な居住形態が想定されるとともに、小型の住居 との

セット関係で集落が構成されると考えられる。この前期

末から中期初頭にかけては住居数が減少 し、見かけ上集

落数が激減するといわれるが、居住形態の違いが反映さ

れているのかもしれない。また格沢式期では楕円形 4本
柱穴を主 とし、藤内式期になると楕円形 7本柱穴で、壁

際にベッド状遺構をもつなど定型化がみ られ、中期後半

では 4本、5本、 7本 と、床面積に応 じて住居型式が決

まっている。このように住居の大きさや形態は時期によ
って差異があることから、時期によつて住居内構成員の

内容、居住形態に違いが想定され、竪穴住居数のみから
一律に集落規模を比較できないのではないかと考えられる。

(2)格沢式～藤内式土器の様相 格沢式土器の細分案

については 3細分が一般的であるが、新道式～藤内式土

器については様々な細分案が提起されている。施文技法
のみでは時期決定が難 しく、明確な時期細分の指標が求

められている。また本遺跡では円筒形の抽象文土器群が

目立ったが、それ以外の器種への施文例も存在する。そ
の系譜 と変遷、分布について、すでにいくつかの論考は

見られるところではあるが、改めて考える必要があろう。

(3)土偶装飾付土器  7・ 11号住出上の土偶装飾付土器
は、藤内式期の土偶が土器外面に貼付 されたもので、か

なり忠実な土偶文様である。土偶には全身像がわかる事

例がほとんどない中で、本例は土偶研究に好資料を提供

することになった。この種の遺物は近年の渡辺誠氏 らの

集成で全国的な把握が行われ、中期に限定すると甲信地

方を中心 とした分布状況が明らかになっている。県内で

は大泉村寺所第 2遺跡の 2例 (男女 らしき 2人の人物が

向き合 う例、 3人が横に手をつないだ例 )、 櫛形町鋳物

師屋遺跡例、明野村諏訪原遺跡例、小淵沢町中原遺跡例 (井

戸尻考古館)があり、また県外では富士見町藤内遺跡の「神

像土器」などがある。古 くは原村大石遺跡18号住例の日

縁部に内向きの土偶が両腕を広げて貼付される例があり、

五領 ヶ台末頃に初源を求めることができる。広 くみ られ

るのは格沢式末期か ら新道式期にかけてで、藤内式期に

なると背中の文様が変化 し、顔面もみみずく把手になる

例が多い。烙沢～新道式期の事例では背中の縦位沈線 (背

筋文 )、 首筋の文様 (首筋文 )、 顔面の丸い眼が特徴的で

あるが、本例では顔面は通常の土偶の顔で、首筋文は二

つの瘤となり、背筋文はない。顔面把手付土器への系譜

をもつと思われ、中期後半ではX把手付土器に変化する

といわれる土器である。土偶装飾 とい う人体文が長い系

譜をもち、各時期に様々な文様要素へ変化を遂げてい く

様子が興味深い。

(4)弥生中期のフラスコ状土坑と条痕文土器群 フラ

スコ状土坑の機能については貯蔵穴と考え、水洗選別で

種実を抽出 した結果、穀類のほか堅果類が検出でき、堅

果類の貯蔵穴 としての機能が予想された。フラスコ状土

坑は県外でもいくつかの遺跡で検出されているが、集落

域から離れて存在するとい う認識がある一方、当時の住

居は検出しにくい構造であったので見つかつてはいない

ものの土坑群の周辺に住居が存在 したであろうとい う見

解 もある。本遺跡では37号住が炉のみではあるが当該期
の住居 と考えられ、土坑群 と居住城がひ とつの集落を構

成するあり方を示唆 している。今後は住居形態および集

落構成の把握が急務 となろ う。県内の条痕文土器は、現

在適当な型式名称が与えられていないものの、1950年代

に山内清男氏 らが調査 し、また近年本格的に調査された

中道町米倉山B遺跡との類似性があることから、いずれ県

内の中期前半期の土器型式名としての「米倉山式土器」

として呼称される一群 となるだろう(1996森原、1999坂
本 )。

(5)平安時代の住居内の間仕切 り 。地床炉  3・ 40・ 63

号住には間仕切 り状の溝が検出され、また33号住には南

側に土間状の段差が認められた。竪穴内の床面はひ とつ

の空間ではな く、機能に応 じて細かい小空間に分割され

ていたことを示 し、入 り日部の推定も可能となるだろう。

また床面に焼土や小規模な地床炉をもつ例がある (9。 27

号住等)が、こうした状況は武川筋に散見されることから、

防寒対策などの地域性を示すものかもしれない。

(6)平安末～中世期頭の土器群・炭化種実 2・ 3・ 933・ 39

号住、方形周溝遺構に良好な資料がある。 2号住では外

耳土器、こね鉢、手づくね土器があり、13世紀後半代の

様相を示 している。 3号住は柱状高台出現前段階で、日

縁部が開いた手づくね土器が伴い、11世紀後半の様相が

ある。また池状遺構は12世紀中葉から13世紀前半を主とし、

柱状高台の中段階の資料が ともな う。このように11～ 13

世紀頃までの上器群が竪穴をともなって出土したことから、

土器群の様相をより明らかにできそ うである。また住居

内の竃の有無 と土鍋形態の変化の連動性を捉えられそ う
である。さらに炭化種実の分析を行い、 9号住床面では

イネが多かったものの、他の住居では雑穀がイネ と同程

度かそれ以上に見られ、11～ 13世紀での穀類の比率の高

さが うかがえる。土鍋の変化 。こね鉢の出現 と食糧の変

化との関連も探ることができそ うである。

(7)平安末 ?の円形土坑 遺物がほとんど伴わないた

め時期は明確ではないが、この種の遺構は白州町坂下遺

跡 (1988折井)な ど釜無川流域にみられ、甲府盆地でも一

宮町西日町遺跡では屋敷地の北東に集中区があり、三筋

壼片など中世陶磁器類が入つていた事例が調査されてい

る(1997櫛原 )◇ 北巨摩郡でも台上地域ではほとんど皆無

第 5章 成果 と課 題
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であるが、これは平安末～鎌倉初期の遺構が台土地域に

少ないためである。 したがって現時点では11～ 13世紀の

土坑墓 として理解 し、火葬墓の出現前後のひ とつの墓制
と考えておきたい。なお、県外でもこうした円形土坑の

類例は多く、貯蔵穴の一種 と考えられることが多いが、

今後その実体把握が急務 となる。

(8)方形周溝遺構と2条平行の区画溝 周溝を持つ墓

坑例は東日本に多いが、本例のような大型の墓堂的な遺

構 としては大阪府喜連東遺跡、愛知県田所遺跡、栃木県
下古館遺跡が著名である。喜連東遺跡 (1987森・西畑、
1999櫻井)では溝で囲まれた一辺約 6mの方形土壇があ
り、溝中での多量の瓦の出土状況から、12～ 15世紀に瓦

葺の堂宇 (境墓堂)があったと考えられている。またそ
の周囲にも区画溝があり、少なくとも5棟の堂の存在が

推定されている。溝は南側の幅が狭 く、南側が正面 と考
えられるとい う。また南東にある長原遺跡では方形区画
の溝をもつ同時期の遺構群が検出されている(1996佐 藤 )。

田所遺跡 (1993愛 知県埋文センター、1997対 沢ヽ)では
13× 15mの土壇 (墳墓堂)周囲を溝が囲み、内部に 3聞
×4間の掘立柱建物址がある。その周辺には20m前後の

区画内に集石墓、火葬施設等があり、墳墓堂を中心に墓

域が形成され、時期は13～ 14世紀前半 (13世紀後半主体)

とい う。また南側は居住域で、大溝 (田 所大溝)に よっ

て約400m四方にわたり集落域を取 り囲んでいるとい う。

下古舘遺跡 (1987栃木県文化振興事業団)は道に沿って
160× 480mの長方形の区画を作 り、区画内部西側の中央
に20m四方の「土壇」を溝で囲んだ方形周溝遺構があり、

その北側に隣接 して積石塚があって、周囲に墓坑が多数
検出された。時期はおおむね13～ 15世紀 とい う。以上の

ように各地の事例には方形周溝遺構 と墓域が伴 う事例が

あることから、方形周溝遺構に隣接する五輪塔を主とし
た中世墓群は、時期的に 1世紀以上の差があるものの無
関係 とは思われない。すなわち富裕層などの有力者、高
僧等の墓域 (開山塔、開山堂、墓堂)と して方形周溝遺

構が構築され、その脇に結縁を求めた民衆の墓域が形成
されたのであろう。なお、心礎を伴 う方形周溝遺構は類

例がないが、方形壇は亀腹基壇的な土壇 として理解 し、
上屋構造を持つていた と考えるべきで、小型の塔、もし

くは堂的な建築物が予想され、さらに西側は池状に水を

湛える構造となっていることか ら、仏教的な思想が うか

がわれる。また礎石が入れ られた土坑 (44号 土坑)につ

いては、柱ではなく火葬骨を納めた蔵骨器の埋納坑であ
つた可能性がある。なお、田所遺跡や下古舘遺跡 と類似
する点 として、本遺跡にも方形周溝遺構の南側に90m四
方の区画溝で囲まれた範囲があり、また後には旧甲州街
道 と考えられる道に面 した宿的な町屋が想定され、道 と

宿あるいは集落、 とい う場の共通性が予想される。なお

数点出土 した丸瓦は県内では初で、方形周溝遺構上に想
定される堂の一部に用いられていたと思われ、方形周溝
遺構に堂が伴つていた証左となっている。おそらく職人

を招いて地元で焼いた製品であろうが、鎌倉方面 との結
びつきの表れ とも理解でき、造営者層を知る手がか りに

なる。平行する方形の溝については時期が明確ではないが、

方形周溝遺構 と同時期と考えると12世紀後半～13世紀前

半と考えたい。

(9)五輪塔 420点近い点数は県内でも最大級であるが、
これは地割から想定される宿、または町屋形成後の墓城
としてのあり方 と考えられる。町屋自体の遺構 としての

把握が不十分であるものの、おそらく現農道付近、ある
いは 11・ 12号溝間を道 として想定 した場合、五輪塔群は

町屋域の東側、台地縁辺 と想定町屋域の境に位置するこ

ととなる。時期は第 4章で述べたとお りで、14世紀後半
から16世紀前半を主 とすると思われる。各地の五輪塔 と
の比較検討、石材産地・五輪塔製作IIの探索、石工集団
の動向・技術面的な系譜分析などが課題となる。また技

術的な粗製化については十分検討できなかったが、新 し

くなるにつれていくつかの工程を徐々に簡略化する傾向
が うかがえる。なお一組のみ存在 した宝筐印塔は時期不

明ながら古相を呈 し、五輪塔群の中でどのような位置づ

けがされるのか考えねばならない。

(10)胞衣墓地 第 4章に述べたように聞き取 り可能な

範囲での様相が明らか となったが、実際に埋納に携わつ

た男性側の話も聞いておく必要がある。昭和以降、祭祀

性が薄れていく傾向については、何を契機にそ うなった
のかわからないが、胞衣に対する意識の大きな変換点を

示 している。立瓶遺構 とした遺構について記憶されてい

る方はなかったが、富士吉田市方面の民俗事例から乳の

出を祈る行為と見なした。このように民俗誌 と考古学的

調査の整合がみ られた希有な調査事例 となった。また今

日となっては、昭和 7年以前の状況については聞き取 り
が不可能であり、胞衣埋納に限らず、こうした民俗的な

調査の各地での早急な実施の必要性を痛感した。
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写真1644号土坑断面および完掘状況

44号土坑は壇状遺構の中央やや東寄 り

に位置する、直径 1.4m、 深さ90cmの
円筒形の土坑である。坑底に80× 65cm
の平坦な花筒岩を置き、断面には35～

45cmの太さの柱痕が確認された。柱痕

周囲の土層は大きく2層に分かれ、上

層 (10層 )は締まり・粘性が強いが、下

層 (11層 )は糧い砂質土で、締まり・粘

性はやや弱く、柱の周囲を突き固めた

状況ではない。
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Ⅲ2号住

1.黒褐色土 小鞣・炭化材(少 )・ ロームンロック
2.褐色土  ローム質土

基準床レベル :466.63m

、:)〕草
ノ

ｍ
、

F′ 46iOm

G′ コ6iom

基準床レベル:466.67m

ぎ宝g

◎多/⌒

町
1

(

然
)

1.暗褐色土 焼土小7ロ ツク(少 )

2.暗褐色土 焼土小ヌロツク(やや多)

a褐色土  焼■7ロ ック(多 >炭化細
4焼土   焼土粒(多 )・ ローム粒
a費褐色土 ローム土

Ｉ
ハ
μ

ヽ
。
ｐ

ｏ
ヨ

3    3

1.黒褐色土 焼土粒
2.焼土   炭化物

二ぉ.9m ξ・蜜落色土冥盈選乳ヨ忌餓

1.黒褐色砂礫土 砂藤(多 )・ ローム粒
2.黒褐色土   B― ム,ロ ック・焼土粒(少 )

第1図 1・ 2号住 遺構
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3号住

IQ

1黒掲色土 鶴茜じ・耕作土
2晴掲色土 焼土フロツク(やや多)・ 焼土粒(やや少)・ 土器
2′.暗褐色土 焼土粒(や や少)

3.赤掲色± 3層 と焼土層の混合土
4焼土
5,黒 色炭化層 炭化物 焼土粒(少 )

6.明 黄褐色土 ロームと褐色上の混合上
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第3図 3・ 4号住 遺構
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;Ω
基準床 レベル :466.19m

1黒褐色土 携舌し・小砂利(多 )ロ ーム粒
2暗褐色土 小礫 炭化物
3にぶい黄褐色土 ローム主体・炭化物 2層混合
4焼±   7ロ ック状に堆積

■号住 15と 接合

第6図 7号住 遺構
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9号住

/

牲

◎

P4

押◎

＼____´ _// 1黒褐色土 炭化物 焼土粒 ローム粒
2にぶい黄褐色土 □―ムフロック
2:ロ ーム,ロ ック
3黒褐色土 焼主混合土 焼土小7ロ ツク(や や多)・ ローム(多 )

基奉床レベル:

465,92m
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□
Ｉ
＞
■
Ｈ
□
ぐ
ヾ

月

語
卜
首

ド

吊
読
い
ト
　
ロ
ー
＞
薄
・諄
＝
首
（亭
）

Ｐ
講
世

（

轟
前
い
辟
　
ロ
ー
＞
群

仰
却
益
い
ト
　
ロ
ー
＞
首

m

第 7図 9号住 遺構
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第8図 9・ 11号住 遺構
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④00

島
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キ:

ユ

(

A           A'4664m

蕪 監 紹
3暗褐色上 ローム小フロツク

B                    B 4664n

1.晴褐色土 炭化物・焼土粒(やや多)

2赤褐色土 焼上

m

いつつ'98(》

勾
⇔

q

m

11号住

螺 残
°かガ

1
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ロ
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首
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）
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げ
ヽ
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０
ｏ
ヨ
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■

置
前
い
卜
　
藻
卜
首

・
�
ド
彗

中

舶
前
い
肝

Ｐ

言
Й

，
糾
酎
い
肝

12号住

13号住

基拳床 レベル :466.5m

二 4663m ttT百
下 口 丁 特 里 二 ~~__甲

4暗 褐色土 □―ム粒 (や や多 )

4:暗褐色砂礫土 小砂利 (や や多 )

5に ぶい黄褐色土 □―ム粒 炭化物
lm

黒褐色組粒 □―ム粒 暁土粒

焼土粒(多>□ ―ム粒
□―ム質土に多量の暁土

焼土

被熱 したローム質土

6黒褐色土 黒褐色粗粒(少 )・ 焼土粒(少 )

7黒褐色土 ローム粒 焼■粒(少 )

3黒褐色土 ローム粒(多 )・ 炭化粒(少 )・ 焼土(少 )

第10図 12・ 13・ 14号住 遺構

-57-

基準床 レベル :466.63m
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16号住 基奉床 レベル :465.37m

,6号住

15。 16号住

m

ノ

≠

gtt bl

i黒褐色■ スコリア ローム紅財ヒ壮                           υ
2黒色と  ローム粒 スコリア炭化北炭化物(少 )

a黒掲色主 □―ム粒炭化粒(やや多)4黒褐色土 □―ム,ロ ック(微 )焼■粒炭化社(少 )

も黒土色 i珊 の貼床土 ローム壮 6黒褐色と ,6ヨ笠の覆■ ローム紅(多 )炭化統(少 )焼土紅
7黒褐色土 El―ム粒炭化粒焼土紅 attg土  ローム粒(多 )

9暗褐色■ 7層 とほぼ同し□―ム社(やや多) lα 暗掲色土 □―ム紅(やや多)

,1にヽい黄褐色粘質土 貼り床  12褐色土 ロームtr・I

■
湘
蕊
い
＝
　
□
１
＞
古

講
卜
斎
（
）
）

ド

湘
前
い
ト
　
ロ
ー
＞
斎

講
辟
首

灘
ド
群
（）
）

Ｐ

Ｆ
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前
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群
Ｆ

刑
前
は
ト
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＞
首
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湘
蕊
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＞
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＝
百
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誦
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）
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叫
前
い
干
　
覇
辟
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や

荷
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写
糾
節
い
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ロ
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＞
胤
ト
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≠

第11図 15,刊 6号住
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15号住 基準床レベル :465.52m
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20号住
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ゝ
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引

ヽ
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m

基準床レベル:466.01m
A′ 4663m

基準床レベル :465,96m

A 4664m

第14図 20・ 21号住 遺構
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第15図 2Ⅲ 22号住 遺構
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GO′Y Or
D           D′ 4655m

ヤ
l.焼■ 焼土フロック 焼土粒(多 )

2.にぶい黄褐色土 焼土粒(やや多)

E       E′ 4655m

マ
l.暗褐色土 焼土粒 (や や妄 )

2暁 土

3.に ぶい黄褐色土 □―ム,ロ ック

F       F 4655m

l研
1暗褐色上 焼土粒(やや多)

2.焼土

等
4655m

1 2

1焼土
2にぶい黄褐色上 ローム粒

響

4655n

l焼上  ヌロック状

2暗褐色土 ローム粒 焼■粒 (やや多 )

Ｅ
一〇〇帯「９「

Ｆ
苗
い
諄
Ａ
＝
　
ｏ
抑
ｐ
ｅ
辞
０
昇

ロ
ー
＞
世

ド
洲
蕊
０
肝
　
　
ロ
ー
併
首

Ｐ
澱
証
０
肝
　
　
苛
ュ
劇
＝
画

ロ
ー
＞
首

卜

渕
前
０
辟
　
　
ロ
ー
＞
首
・�
ド
苺

仰
離
読
耐
＝
　
　
ロ
ー
＞
首
〈せ
せ
攣
）
離
ド
爵

０

再
Й

，
糾
節
い
ト
　
ロ
ー
ド
百
・隠
帆
Ｊ
ｅ
離
灘
辟

辛ィ¬_「T富_rr■」Iギ堅ど_________―旨
n

SS
撃愁
翠■
]ヽ

れ
禦 VX
くく
I I

F′ 4653m

引
劇
理
ミ

相
ｄ
理
塾

一1,暗褐色土 □―ム粒
2暗褐色土 ローム粒
3暗褐色土 ローム粒 炭化粒(少 )

4暗褐色土 ローム粒 焼土粒
5褐色～暗掲色土 ローム粒(多 )□ ―ム質土
6暗褐色土 ローム紅
7褐色土  ローム質土
8.暗赤褐色土 焼■
9暗褐色土 ローム粒(多 )

10暗褐色■ 9層に類似
11褐色上 □―ム小,ロ ック(多 )

12暗褐色土 ローム小,ロ ツク

辛    m

第16図 22。 23号住 遺構

-63-

奪
乙

翠

引

基準床 レベル:465。76m



23号住

/怠強

三           二 465 tlm

l::ii:i:::iliiiiiii:::〔

〔ii:|::::´ ;;ア

互:'''沐
‐`……

2暗褐色土 炭化物・焼上粒・ローム粒
3褐色土  ロームE2ロ ック
4暗褐色± 2層とほぼ同じ 焼土粒(多 )小 ,ロ ック(多 )

5,に ぶい貴褐色土 ローム粒

ら's

σ宅 整ヂぢ為

°も
亀デ

S

使

Ｓ
聖
３

2にぶい貴褐色土 ロームユロック・炭化物
3褐色主  ローム主体

B′ 465,m

第17図 23。 24号住 遺構
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1暗褐色土 耕作土
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Ｌ
卜
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０
ヾ
―莉
Ｈ

（韻
）禦
引
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引
ｄ
理
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―
口
聖
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驀
　
　
　
引
撃

Ｎ

棠
引
撃

禦
硼
口
　
引
劇
理
櫻

≡

∞

ｅ
一υ

m

▲ 4650m

25号住 埋養

b
基準床 レベル :465.5m

二46&7F

1暗褐色土 □―ム粒
2にぶい贅褐色土 ローム粒 (やや多)

基準床レベル

Ｅ
母

ぐ

ｂ‐

ｍ

(a,12

ヽ

。
,13

①為
Pl

俵/∝
4講

′ゃＩＩムい
。３‐５／

g°

1黒褐色上 耕作主 携著し
2暗褐色土 炭化物 ローム粒
3にぶい黄褐色土 ローム粒(や や多)

4褐色土 ローム粒(や や多)炭化物
5褐色土 ローム地(や や多)

琺 離 Ψ 鞘
的

第18図 25・ 26号住遺構
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26号住

く`、どミ＼、＼＼ヽ、こ三ン,



27号住

√卜//と“

（ヽ

ユ
争
）
ヽ
〔
口
ヽ
「
Ｉ
□
　
＝
ｄ
璽
唯
０

ヽ
（
口
ヽ
く
Ｉ
□
　
　
＝
ｄ
鯉
雨

ヽ
〔
口
ヽ
く
Ｉ
□
　
引
ｄ
鰹
超
‘
峰
〕
雨

癖
翠
唱
　
ヽ
〔
回
ヽ
■
＜
―
口
　
引
ｄ
甲
睡

≡

基準床 レベル :464.84m

27号住 竃

じや6

E′ 46495m

1.暗褐色土 焼土粒・□―ム,ロ ック
2黒褐色土
3にぶい黄褐色土 焼土粒・ローム粒
4焼土
5にぶい黄褐色土 ローム粒(やや多)・ 焼土,ロ ック

↓
却
酪
い
ト
　
ロ
ー
＞
Ч
□
ぐ
峙
・灘
台
善

゛
酪
い
ト
　
　
ロ
ー
テ
肝
募

Ｐ

高
Й

，
漑
前
い
ト
　
ロ
ー
＞
欝

基準床レベル :464.96m

1黒褐色土 □―ム粒 焼土粒 炭化粒
2.暗褐色土 □―ム,ロ ック

3に ぶい黄褐色土 □―ム粒 焼土粒
4掲 色土  黒色粒

第19図 27～29号住 遺構
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嶺さ靭
基準床レベル :464.8m



30号住

P13
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O

まヨ
、

基準床 レベル :465.lm

猟恥5か 蛎θ
聟 逍

4^8o~

ユ／

∂825

D′ 4652m

1.贈褐色土 礫 ,ロ ーム粒・焼土粒・炭化物

2.褐 色上  ローム粒

3暗 掲色土 焼土粒(やや多),ロ ーム粒 炭化粒

4.焼土  赤掲色土

5暗 褐色■ 86号 土坑の覆土
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第20図 30。 31号住 遺構
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31号住

32号住
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轟
前
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ロ
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Ч
□
ぐ
ヽ

Ｐ

荷
Й

，
群
蔀
耐
ト
　
ロ
ー
ド
Ｈ
口
ぐ
峙
（攣
）

Ｐ

耐
切

，
糾
蕊
い
ト
　
ロ
ー
ト
首

灘
台
尊

↓
刑
舗
い
ト
　
ロ
ー
＞
■
Ч
ロ
モ
峙
（●
奪
攣
）

m

D              D′
46■7m

一
l.暗褐色土 炭化物 焼主小フロック(少 )□ ―ム粒
2焼土  □―ム地山が焼■化

二  1 三 4647m

オ
l焼土  贈褐色主ましり
2□ ―ム土 床(地山 )

第21図 3Ⅲ 32号住 遺構
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1暗褐色土 ローム粒(多 >炭化粒・焼土組
2焼 土

3ロ ーム地山



32号住

33号住

引σ/
/

Ｅ
Ｏ
ゆＣヾ
瀾
判

Ｏ
∃

基準床レベル :464.68m

【輻
判９ ギ

35

B 4650m

33号住 竃

A 4650m 01

1黄褐色□―ム土 地山のロームヌロック
2黒褐色土 ローム

'ロ
ック

3暗褐色土 焼土粒 ローム粒(微 )

4にぶい資褐色土 ローム粒(多 )

A′ 4646m IЩ

1.黒褐色土 耕作地上

2.黒褐色土 □―ム粒 (や や多 )

3.暗褐色土 ローム粒 (や や多)焼土粒 (少 )

4,黒 褐色土 ローム小,ロ ック

基準床レベル464.35m

第22図 32・ 33号住 遺構

4645m

1.黒褐色土 焼土小,ロ ツク ローム粒

2暗褐色土 ローム小,コ ツク(や や多 )

3.焼 土

4.に ぶい黄褐色上 ローム粒

5.暗褐色土 ローム粒

＼

キヽキ
‐井
斡
勒
築
ヅ
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52兵子1主

基準床レベル :464.29m
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第23図 35。 36・ 52号住 遺構

1 にぶい資褐色土 ローム,ロ ック
2黒褐色■ 焼土粒(少 >□ ―ム,ロ ック・炭化物
3黒褐色土 炭化物(多 )

4黒褐色土 ローム,ロ ック

36号住  驚 ?

旦     里4643m

一
l 暗赤褐色土 焼土
2掲色土   ローム質土

97号住 炉

_E′ 4643m

1 暗褐色土 ローム
'ロ

ック
2.褐色土  ローム粒(や や多)黒色粒
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39号住内 集石

銚
　

革

第25図 39～41号住 遺構
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4刊 号住

41号住 炉

Ｅ
Ｎ
ヾ
０
寸

‐‐１
１

「

哺  陥
阜  14
こ  婁
ヽ  引

息:s専息自
祭禦単喋 く
゛引引引引 I

]К撃撃撃Ial□

翠ヨ
‖引‖‖侶雲
uldldlul`
理哩理卑牽‖
Dk吐 確吐u撃

望^  鵡

撃鶯 Rゞ
S3君 RR
禦ヽ撃■■
<く糸判<
II<II
□□ Iロ ロ

引
ll引 引U
uldtttal鯉 引
睡醍撃囃隆撃

m

頂

鱒 m

lにぶい黄褐色土 B― ム粒

焼土粒 (や や多)炭化物

2暁 土 ローム粒 (多 )

三    二 4648m

」         J 464Bm

や
l踏褐色土 焼土粒
2焼 土

K          K 464Em

十

l黒褐色土 □―ム粒・炭化粒

焼土粒

」）２1 にぶい黄褐

2焼 土 地山

色上 焼■4t■ ローム粒
が焼■化

4647m

12

1焼土
2黒褐色土 焼土粒(や や多)

|_          ド4648m

帝
12   2

1黒褐色土 焼土粒(や や多)

2焼土

炭化粒 ローム小ヌロック・境土粒
焼土粒(や や夕)炭化粒 ローム粒

L

1.焼主

2暗掲色土

3暗褐色土

里       型 4647m

―

1   2

1黒褐色土 ローム小,ロ ック 焼土粒
炭化粒

2に ぶい黄褐色± 1層 とローム小,ロ ツク
混合 焼止粒

吐  1   ■ 4S48m

導
3

l焼土

2灰 黄褐色土 焼土小フロツク 炭化物

3に ぶい黄褐色土 ローム粒主体 焼土粒

第26図 4Ⅲ42号住 遺構

二 46■7m

-73-



42号住

基準床 レベル :464.7m

彿溢魁

q嘘≪|:)そみ|

著糧)上ガk歩 :

く

kl写

●
ミ

B′

m

1黒褐色土 耕作土
2にぶい黄掲色土 □―ム粒主体 5層 と似る
3黒褐色土 フロック状小粒(や や多>炭化物
4暗褐色土 ローム粒(やや多)炭化物 焼主粒
5にぶい黄褐色土 □―ム粒(や や多)小粒(やや多)炭化物 焼土粒 前期の上器

遺構第27図 42号住

-74-
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基準床レベル :466.3m(ノ

A                                       A′ 4664m

45号住

1 にぶい黄褐色粘質土  炭化粒 ローム粒

2.黄褐色主  ローム粒

47号住 炉

ｃ

キ

・

基準床レベ,レ :464.73m

皇             三 4646m

l 黒褐色土 撹吾し,耕作土 □―ム粒
2 にぶい黄褐色土 □―ム粒 焼■粒 (少 )炭化粒

3に ぶい黄褐色土 焼土フロック 炭化粒

4に ぶい黄褐色土 □―ム粒 (や や多 )

hl

一
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＼
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48兵矛1主

|>

くL

（い〕）Ｐ３］
2暗 褐色土 焼土粒小 EZロ ック ローム粒 炭化粒

3焼 上

4褐 色土 ローム地山

基準床レベル :464.7m

0

十́~~~~~  136炒

° 0   
｀`

、ヽ

。  一rO

謎
沙。
をコ59

等鬱   兆

宅    °
が 98

1 暗褐色土 ローム小フロツク

2に ぶい黄掲色土  ローム小フロ ツク

3.褐色土 ローム粒

/
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第29図 48～50号住
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50号住

51号住

m

′′′′′
日Ｗ田‐、い出ＨＨＰｔヽ
ヽ

岱
が

可

◎
Ｑ

1 暗褐色土 焼土粒(多 >ロ ーム粒
2にぶい赤掲色土 焼土粒(多 >被熱した□―ム粒(多 )

3にぶい黄褐色土 暗色ローム賢上の焼土FI(少 )

4暗褐色土 ローム粒(多 )・ ハードローム,ロ ック(少 )

5にぶい赤掲色土 焼土フロック

第30図 50。 51号住
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醍

雨

ヽ
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ヽ
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引
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一

m

54号住

引 号住

1 黒褐色土

2暗 褐色土

3黒 褐色土

4暗 褐色土

5黒 褐色土

211号 土坑

6暗 褐色土

7黒 褐色土

8暗 褐色土

9暗 褐色土

10.黒褐色土

ロームフロック 炭化粒(少 >小礫
ロームフロック(多 )小礫
□―ム,ロ ック(少 )小礫
粘質ロームフロック 炭化粒(少 )

ロームフロック炭化粒(少 >焼土地

□―ムフロック(少 )

ローム粒
□―ム,ロ ック(少 )

□―ム粒 (多 )

□―ムタロック(少 >小礫

ド

〔
Й

，
糾
読
ぼ
肝
　
□
―
ド
濁
ｅ
番
卜
Ｈ
□
く
ヽ

，

部
前
い
卜
　
講
卜
製
口
く
ヽ

群
肝
Ч
口
て
ヽ

ロ
ー
＞
苦

ｐ

置
前
い
肝
　
∞
勘
Ｆ
断
歳

ロ
ー
テ
測
渉
卜
】
□
ぐ
峙

ユ
９
刑
前
ぼ
卜
　
甫
ｍ
妥
０
男
＝

1.黒色土  焼主粒 炭化粒

2.赤褐色土 焼土

3褐 色上  □―ム質主

4.黒掲色土 炭化粒 炭化材細片(少 )焼土粒 (少 )

5灰 黄褐色土 □―ム粒 焼土

1 黒褐色主 □―ム粒 Jヽ礫

2黒 褐色土 小礫 □―ム,ロ ック(少 )

3黒 掲色土 □―ム粒 (少 )

4暗 掲色土 □―ム粒 炭化粒 (少 )

遺構第31図 53～55号住
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56号住

レ

も
13

び

♀¬
「

T¬FT~FT~FT」Ⅲ†皇皇上________――-4m

ローム粒・焼土粒
□―ムユロック(少 >焼土紅

n

Ｆ
一

土

主

色

色

褐

褐

黒

暗

基準床レベル :463.8m

B′ 46■ lm

土

土

土

色

色

色

褐

掲

褐

暗

黒

暗

ローム粒・茂化粒 (多 )

ローム粒
ローム7ロ ック

第32図 56号住 遺構
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基準床 レベル :463.82m
57号住

59号住

59号住 炉

基準床 レベル :463.32m

57号住 炉

D′ 4639m

1 暗褐色土   □―ム粒・炭化粒 (少 )

2暗 褐色土   □―ム粒(一部焼土化 )・

被熱 したコーム地山

n

1暗掲色土 ローム粒 炭化粒(少 )

2.に ぶい黄褐色土 □―ム粒 炭化粒(少 )

3.暗掲色土 □―ム粒 炭化粒(少 )

4.暗掲色土 □―ム粒 炭化粒(少 )

5.暗 掲色土 □―ム,ロ ック
6暗 掲色土 □―ム,ロ ック

♀    m

A′ 4639m

m

く

B'46405m

0
形ガ

宅 G
ヽ
、
金

d ヤ
|蝿

メ
叡

1.暗褐色土 □―ム粒 炭化粒(少 )

2暗 褐色土 ローム質主主体

A

第33図 57・ 59号住 遺構
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64号住

裕
ё

1黒褐色上 ローム7ロ ック(少 )焼主粒

2暗 褐色土 ローム質土・焼土粒・炭化粗

3黒 褐色± 1層 に類似・褐色土・ローム質上の混入(多 )

■ にぶ嚇 絶 上 触 粒
       m

64号住 静

皇 ＼

、

64号住 竃b

二 4671m

Ｏ⑮

‐
ざ鬱◎

止
|

基準床 レベル :466.93m

B′ 467 im

望ヒ4672m

1黒掲色土  炭化物 □―ム,ロ ック
2暗褐色土  ローム,ロ ック(や や多>焼土粒
3.褐 色土   ローム,ロ ック主体 焼土統 炭化粒
4褐色主   ローム上・地山

65号住

E′ 4670m

C46■2n

m

基準床 レベル :464.13m

llal

A′ 4642m

1黒褐色土 ローム粒(少 >焼土粒
2暗掲色土 ローム質主主体 焼土粒 炭化粒(少 )

3にぶい赤福色土 焼土
Ｅ
Ｎ
ヾ
ぐ

引

1.暗褐色土 ローム粒(少)焼土粒
2.暗赤褐色土 様熱したローム質土

第36図 64・ 65号住 遺構
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67号住

基準床 レベル :463.99m

68号住

）

Ю

　

　

＼

０

＼
＼

NV//＼
＼

C 464,lm

67号住  炉

■

爵
蕊
い
ト
　
　
ロ
ー
＞
毒

講
＝
諄

蒔
選

Ｃ
計
□
Ｉ
＞
料
ト

〕

酎
０
卜
　
　
　
藍
碧

⊂
計
□
Ｉ
＞
瀾
ト

基準床 レベル :466.Om

l黒褐色土  ローム粒・炭化粒(少 )

2黒褐色土  ローム7ロ ック 燒土粒 炭化粒 炭化材(少 )

4.黒褐色上  貼り床・ローム質土

A             A 4665m

第37図 67・ 68号住
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O

Ｅ
∞

Ｏ
Ｃ
守

剖
ШＩ

A′

A′ 4669m

“
熙
ヽ
〔
口
ヽ
＜
―
口
”
蜜
一

禦
『
１
口
　
引
ｄ
甲
翌
雨

禦
＜
―
口
　
（慈
）革
ギ
ぷ

禦
翠
葛
　
（韻
）筆
＝
撃
　
引
ｕ
理
赳

一

工 4669m
砂礫 □―ム,ロ ック A′ 4668m

67・ 9・ 12号土坑

宝
|

（Ｓ
）森
翠
堅

・
ヽ
、
口
ヽ
単
―
口
　
選
■
　
引
劇
理
囃

一

1 黒褐色土 砂粒(や や多>□ ―ム粒・炭化材(少 )

13号土坑

A 466ヨm

A′ 4668m

1黒褐色土

A            望壁 466Bn

第38図 1～ 14・ 16号土坑 遺構

-85-

1暗褐色土

2暗褐色土
3暗褐色■

□―ム小,ロ ック

炭化物
ローム,ロ ツク粒 (多 )

黄褐色土混合
ローム

'ロ
ック(多 )

ロームヌロック(多 )

ローム粒 炭化物 (少 )

打
伴
十

崎
時
、００
０３

1灰葉褐色土～暗褐色土 □―ム小ヌロツク 小疎 炭化物

1暗褐色土 ロームユロック(多 )小 礫(少 )

2.黒 褐色■

2黒掲色■ 1層 と□―ム上の混合 炭化材

                      土

 快聴駿 歩耳

~ム粒

5号 上坑

1 暗褐色土 黒褐色土(ロ ーム>ロ ーム,ロ ック(多 )

A      7号
土坑      二 4668m

IQ

B     12号 土坑
    ど 4668m

デ
ヽ こ こ I17そ 骨 (少 )

6号土坑

1黒褐色土 ローム,ロ ック混合・ 炭化材(少 )

2



ノ

ギ

152■ 23号土坑 17号■坑 18」 41号土坑

A′ 466 an

1暗褐色土 小pl利 (夕 )・ ローム釉
2暗褐色土 □―ム粒(多 )

A′ 4667m

B 4667m

A4667m

A 466ユ m

Ａ
一

1.暗褐色土 □―ム小,ロ ック(多 )

2.暗褐色土 □―ム小,ロ ック(1層 より少)

21号主坑
A 466 Sm

組い小礫 黄自色釉
ローム,ロ ック
ローム質と,黒褐色土混合
ローム質土
1層 と類似      ′
ローム粒(少)    ~

B 46665m

I暗褐色上 ローム少 7ロ ツク(多 )・

A 4667n

1.暗褐色土 ローム小7ロ ック
2にぶい黄褐色土 ロームEXロ ック(多 )

/
/

＼_ィ/ /

2

1暗褐色土 ローム混合土 ローム,ロ ック(多 )

2贈褐色土 ローム小7ロ ツク(1層 よ り少 )

3.暗褐色土 ローム粒

C     15号 土坑 ci話評
合・炭化物 A 工 4669m

2.黄褐色土 黒褐色混合主
1層と□―ム土混合
□―ム,ロ ック 炭化物

会ュ_Ⅲ           3黄 褐色土 ローム粒

5
1暗褐色土

2暗褐色土

3褐色土
4.踏掲色上
5褐色土

3

小粒子(多>ロ ーム粒(多 )

炭化物 焼土粒
1層 と同じ 炭化物(多 )

焼主粒(多 )

ローム粒

習孔払掲μ
□~ム粒(多 )

1.黒褐色土 炭化物(多 )・ E― ム小ユロック
2にぶい黄褐色上 □―ムユロック
3黒色土 炭化協(多 )。 ロームフロック(少 )

A′

“
67m

1黒掲色土 □―ム
'ロ

ック混合土・ □―ム,ロ ック(多 )

2黒褐色土 □―ム,ロ ック(少)炭化物 焼土粒

A′ 4660m

1黒掲色土 ローム粒 (少 )小礫 (少 )

第39図 15。 17～2Ⅲ23～ 23・ 141号土坑 遺構

28号上坑

1黒褐色土 □―ム,ロ ック粒 (や や多 )

炭化物

号土坑

A

⑬
141号土坑

23号 土

γ 19号土坑 i暗褐色土 ローム小,ロ ツク 炭化物
2にぶい資褐色土 □―ム,ロ ック(多 )

2425号 土坑

-86-



A466 am

▲4660m

29号土坑 30号 土坑 91号土坑 32号 土坑

A

〔i~
1黒褐色土 小礫 ローム7ロ ック

炭化物(少 )

ローム混合土・ローム,ロ ック(多 )

炭化物(やや多 )

ロームンロック(多>炭化物
ローム7ロ ック(多>炭化物

1黒褐色土
 星花繊

小フロツク(やや多)全

34号■坑

|>

|ン

A

_Eと 4670m

C4670m

B′ 4670m

1黒褐色土 耕作土 石灰粒
2黒褐色土 □―ム混合土・ローム小,ロ ツク(やや多)

小砂利(や や多)

Ａ
一

A′ 4666締

1暗褐色土

2黒褐色土
3黒褐色土

〔
キ

ャ

‐

一
|

|

|

一

　

　

∞

ｆ
ｌ

ｌ
／

／

A A'4667m

1暗褐色土～褐色土 混合土 □―ム7ロック(多 )

2褐色上 回―ム土

A′ 4665m

B

統

ク

土

ム

ツ
ム

一　
口
　
一

ロ

フ

ロ

ム

土

一
土

色

ロ

ム

土

褐

　

一
ム

土

黄

土

□

一

色

い
色

色

□

絡

閤

購

酪

髄

■
２
ａ
４
イ

↓
却
前
０
＝
　
ロ
ー
テ
首

゛
昂
籠
ぼ
ト
　
ロ
ー
＞
首
（せ
せ
攣
）

Ｐ
洲
蔚
い
ト
　
ロ
ー
テ
与
】
口
く
ｑ
（ｔ
ｔ
暉
）

↓

Π
切

，
灘
前
い
肝
　
ロ
ー
＞
悧
口
く
峙

卸
加
節
い
＝
　
□
Ｉ
＞

ｐ

言
Й

，
雑
前
い
＝
　
ロ
ー
＞
ｕ
口
く
ヽ
　
う

，

ド
前
い
ト
　
ロ
ー
＞
■
】
□
せ
ヽ
　
　
物
多
ド

ロ
灘
前
い
卜
　
＞
１
７
ロ
ー
テ
　
　
　
離
仲

′ヽ．

36号土坑
|>

■
狙
読
い
肝
　
灘
や
苺

ド
吊
蕊
い
肝
　
ュ
ト
ω
画
ｅ
■
配

Ｐ

Ｆ
切
ワ
糾
�
い
ト
　
ロ
ー
＞
首

＞

ヽ
ｏ
ｏ

９
∋

1黒掲色土

2に ぶい黄褐色土  □―ム

3暗掲色■ ローム粒・炭化物

4黒 褐色土 炭化物・炭化粒 (多 )・ ローム粒(少 )

5にぶい黄褐色土 ローム粒 (多 >炭化物(少 )

29～38号土坑 遺構

-87-

33号主坑

37号■坑

%ゝ

第40図



40号土坑 41号 ■坑 49号■坑

1黒褐色主 粗粒 小礫

48号土坑

49号土坑

ド
一

A 4668m

1黒掲色土 □―ム混合土 □―ム小タロック混合

4546号 土坑

1 褐色土  □―ム質土
2褐 色土  □―ム質土
3褐 色土  □―ム質土
4暗 掲色上 □―ム粒 炭化粒 (少 )

5黒 掲色土 □―ム粒 炭化粒 (少 )

6黒 色土  □―ム粒 (少 >炭化粒 (少 )

7暗 褐色土 □―ム粒 炭化粒 炭化材 (少 )

8掲 色土  □―ム質土

9褐 色土  □―ム質土 □―ムヌロック(少 )

10黒褐色土 □―ム粒 炭化粒(微 )

11暗褐色土 ローム粒
12黒褐色土 ローム粒 炭化粒 炭化材 (少 )焼上統
13黒褐色土 ローム粒 炭化粒(少 )自 色の骨片(微 )

,4にぶい黄褐色土 ローム質土

1暗褐色土 小礫 □―ム粒 炭化材
2褐 色土 ローム粒 (多 )

A 4658m

,暗褐色土 小礫

2に ぶい黄褐色土

44号 土坑

▲ 4659m

B

□―ム粒 炭化材 (少 )

ローム質■

二 4659m

A4659m

▲ お58m

1黒褐色土 粗
2に ぶい黄掲色土 ローム粒 (多 >炭化材
3暗 褐色主  □―ム粒 炭化粒 炭化材 (少 )

4に ぶい黄掲色土 ローム粒 (多 )

5褐 色土 □―ム質土

1 灰 黄 褐 色 土  シ ル ト質
2灰 策 褐 0主  粗 い砂 質 土 □― ム 小 ,ロ ック
3褐 色土  □―ムフロック(多 )

4灰 黄褐色土 砂質■ □―ム小フコック
5灰 黄褐色土 IIJ質 土 □―ム粒
6掲 色土  □―ムフロック
7灰 策褐色土 組
8灰 黄褐色土  コーム小,ロ ック
9 にぶい黄褐色■  10層 とほ |ぎ 同 じ□―ムヌロック
10褐e■  ロームヌロック
11にぶい黄褐色■ 組 I」賣
12褐色■  □―ム粒(多 )

1暗褐色土 □―ム粒 Jヽ礫
2黒褐色■ □―ム粒 (多 )焼土粒 炭化粒 (少 )

3暗褐色■ □―ム粒 (多 )

4暗褐色土 ローム粒 (多 )焼土粒 (微 )

15黒褐色上 □―ム粒 焼土粒 (少 )炭化粒(微 )

16にぶい黄褐色土 焼土層
17黒褐色土 □―ム粒 (少 )焼土粒 (少 )炭化地
18黒褐色土 □―ム粒 (少 )焼土粒 炭化粒
19黒褐色土 □―ム粒 炭化粒(微 )炭化材
20暗 褐色土 焼土粒 炭化粒 (少 )

21 にぶい黄掲色土 ローム質■

22褐 色土 □―ム粒 刺ヽ礫

23暗 掲色土 □―ム粒 (多 )小礫 (少 )

24黒 掲色土 □―ム粒 (多 )炭化粒 (微 )

A4659m

第41図 39～49号土坑 遺構

色

土

褐

色

黒

褐
□―ム粒 炭化粒(微 )

□―ム質土
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且6

◇

Ａ

一

睛
卜
ヽ
ｏ
９
ｏ
ｇヨ
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イ

Ａ
・

A′ 4660n
1暗褐色土 ローム粒 焼土粒 (微 )

2暗褐色土 ローム粒 焼土粒 炭化粒 (微 )焼■塊 (少 )

3に jsiい 黄掲色土 □―ム粒 (多)焼土F■ (少 )炭化粒 (少 )

53号土坑

1暗褐色土 ローム粒
2黒褐色土 ローム粒 炭化粒 (少 )

3暗褐色土 ローム粒 (多 ) /:〆
qヽ

石 5

ラ＼ヽ
【^
ぃ出

1増掲色土 □―ム粒 (多 )□ ―ム,ロ ック(少 )

2暗掲色土 □―ム粒 ローム,ロ ック

A′ 4661m

55号土F■

1 暗褐色土 □―

ビ
一

鷺
|

引
燃
＜
―
□
　
引
靱
甲
０

愁
■
ム
ぶ
）
ヽ
、
口
ヽ
＜
Ｉ
□
八
鶴
）鯛
「
１
口
　
引
劇
申
６

（硝
）禦
＜
Ｉ
ロ
ム
Ｓ
）輩
■
　
引
ｄ
甲
蟄
守

（Ｓ
）禦
翠
ヽ

禦
＜
Ｉ
ロ
ム
る
）愁
■
　
引
劇
早
聾
お

（ヽ

）
ヽ
〔
□
ヽ
く
Ｉ
□

掌
引
撃
ム
酪
）禦
＜
Ｉ
□

離
ヽ
　
「
Ш
鞭
蟄
ミ

単
ぎ
ぷ

禦
「
―
口

怒
■
　
引
口
理
昧

≡

A'4600m

5に ぶい黄褐色土  □―ム質土
6黒掲色土 ローム娩 炭化粒(少 )

7掲 色■  ローム質±   59号 土坑

翠住 466 em

A′ 466,m

3暗褐色土  ローム粒 (や や多>炭化物 □―ム,ロ ック(や や多)

50～53・ 55～64号土坑 遺構

-89-

1 黒褐色土 炭化粒(や や多)炭化材(や や多)

□―ム小7ロ ック

64号土坑

A′ 4655m

A′ 4604n

57号土坑

ローム質土

ローム質土

ローム粒・炭化粒 (少 )

□―ム粒混合 (多 )

2黒褐色主 □―ム粒 炭化粒(少 )

3偶 色■ □―ム質土
4掲 色土

4

1 褐色土

2褐 色土

3暗 褐色土

4暗 褐色土

1 褐色土  ローム硬化土
2黒褐色土 小礫 ローム粒
3.に ぶい黄褐色土  ローム質土
4.暗褐色上 ローム粒

1.黒掲色土 □―ム粒・rl、礫,焼 土粒(微 )

□―ム粒 (多 )

1 暗掲 色 主  ロー ム粒 炭化 粒 (微) ~
2褐 色 土   □― ム質 ■ 褐 色 土 混 合
3暗 福 色 土  暗色 の ロー ム質 土 暗褐 色 土貌 炭 化 粒 〈微 )

4褐 色 土   □― ム質■ ローム ,ロ ック混 合
5 にぶ い黄偶 色 主  暗色 の ロー ム質 ■ 炭 化粒 (少 )

6 にぶ い黄褐 色 土  暗色 の □― ム質 土
7暗 褐 色 土  □― ム箕 ■ (多 )炭化 粒 (少 )

8黒 褐 色 土  □― ム紅 (少 )炭化 紅 (少 )炭化 材 (少 )焼 ■4u
9黒 色 土  炭 化粒 炭 化材 ロー ム粒 (少 )焼主 税 (微 )

‐蜘　　④

1 黒褐色土

第42図



)脚

A

2にぶい黄褐色土 ローム7ロ ック(や や多)炭化物(やや多)

3暗福色土    ローム粒・炭化物(少 )

4暗褐色土    ローム粒(や や与)炭化物

|,

1.暗褐色上    □―ム粒 炭化粒
2.暗褐色主    炭化粒 □―ム,ロ ック
3.に ぶい黄褐色土 □―ム粒(や や多>ロ ーム7ロ ック
4.暗褐色上    炭化物 ローム粒(や や多)

5.に ぶい黄褐色土 □―ム粒(や や多)

65号土坑 66号土坑 67号 土坑 ξ
Ｏぐ
司

A 465 an

A465■ m

1.暗掲色土

2.褐色土

3.暗褐色土

4.暗褐色土

5,暗褐色土

ローム粒

ローム主

ローム粒 炭化物

炭化物 □―ム粒

ローム小,ロ ック(や や多 )

炭化物 主器

ttl

８

一

引
＜
Ｉ
□
　
引
岬
理
０

（聴
）第
く
Ｉ
□
　
＝
ｄ
哩
侶
‘
控
〕
ヾ

ヽ
（
口
ヽ
‘
＜
―
口
　
＝
ｕ
翠
習
０

ヽ
〔
口
ヽ
■
く
―
口
　
引
ｄ
理
超
ヽ

（�
）婁
く
１
□
　
↓
ｄ
鸞
釈
‘
そ
〕

一
1黒掲色土 ローム粒
2暗褐色土 ローム粒(や や多)

3晴褐色上 ローム小,ロ ツク(や や多>焼土粒
4褐色土  ロームフロック(多 )

75号土坑 76号土坑
工46435m

B 46435m

1 黒褐色土 □―ムヌロック(多 )ロ ームt■

A 4651m

1・  4

1 にぶい黄褐色土 ローム
'ロ

ック(や や多)

2黒褐色土 □―ム粒
3暗褐色■ □―ム小ヌロツク(や や多)

4褐色土  □―ムE2ロ ック

睛

ユ　
離
蕊
い
壮
　
□
Ｉ
＞
普

ド

醇
節
い
ト
　
ロ
ー
＞
■
】
口
ぐ
苛

Ｏ

Ｆ
切

，
離
前
い
ト
　
　
ロ
ー
＞
■
判
日
壁
ヽ
（お
せ
殴
）

↓

前
ぼ
卜
　
　
苦
Ｅ

1 にぶい黄褐色土 ローム7ロ ック(多 )

2黒掲色土 ローム粒
3褐色土  E―ム7ロ ック(多 )

4黒褐色± 2層 よりも黒味強い
5褐色土  ローム,ロ ック
6黒褐色■ 4層 と同し
,′ 黄褐毎上 ローム

第43図 65～ 69・ 71・ 72・ 75～77号土坑 遺構

-90-



02しぜ

79号上坑

90'91号■筑

81号土坑

ミ
寸９
刊

A′ 46S On

5

1黒褐色土
2褐色土
3黒褐色土
4晴 褐色土 ローム小ユロツク

S黒 褐色土 ローム小フロツク(多 )

6に ぶい黄褐色土 ローム

小粒子(やや多 )

ローム IXロ ックと3層の混合土

ローム,ロ ック
ローム小フロック(多 )

ローム小フロック(少 )

1.にぶい黄褐色土  ローム粒
2暗褐色土 ローム小フロック 炭化物
3.褐色土    ローム粒
3′ 暗福色土 福色土混合

A          生 46425m

ノボ正三子毛:3:::::子〔7ロック
87号土坑

85号土坑

・飢
飢
飢

綿
綿
囀

８

■

２

ａ
ローム小フロック・土器
ローム粒(や や多)・ 土器

34号土坑

2 A′ 4648m

黒色土とローム粒の濯合 可ヽ礫

地山のコーム土

炭化粒
3.にぶい黄褐色土 地山

二 4643m

1 暗掲色土 □―ム小,ロ ツク(やや多)

rlヽ礫

土

上

色

色

褐

褐

黒

暗

土
土

土
色
色

色
褐
褐

褐
黒
黒

1 黒褐色主
2暗掲色土

8997号 土坑

A

A 4646m

黒褐色主 □―ム小
焼土
黒褐色土 □―ム粒

1

2
31 暗褐色土  ローム小,ロ ツク 焼土粒

1 暗褐色土 焼上粒
2に ぶい黄褐色土 □―ムフロック
3暗褐色土  □―ム小,ロ ック
4 にぶい黄褐色主 □―ム粒(や や多>2層と類似
5暗褐色■  □―ム小,ロ ック 炭化粒 土器

1.褐色主  B―ム,ロ ック 炭化粒
2.暗褐色土 B―ム小,ロ ック 焼土粒 炭化粒(や や多)

3にぶい資褐色土 ローム粒(多 >炭化物
4.暗褐色土 ローム小フロツク 茂化粒 ローム粒
5.焼土,ロ ック  炭化物           A
6.ロ ーム7ロ ック 褐色土           ~

A

A
A A 464 an

l.黒褐色土 ローム小フロゥ

2暗 掲色上 ローム粒 (や や多 )

3黒 褐色土 ローム粒 焼■
'

位

4続 ■

5暗 掲色上 ロームフロッう

6暗 褐色土 ローム紅 (や やを

と9層の混合土

多)

第44図 78～87・ 89～ 92・ 97号土坑 遺構
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1 黒褐色土

2黒 褐色土

3黒 褐色土

ローム粒 (や や多 )

ローム小ヌロツク
ローム粒(やや多 )

二 465コ m

携乱状

焼土粒 ロームフロック(少 )

」壁 4643m

□―ム小,ロ ック(や や多)B

m



94号■坑 95号土坑

A 46575m

A′ 4656m

1.黒掲色と やや粗 □―ム小,ロ ック

炭化物

100号 土坑

A′ 4650m

2褐 色土  □―ム小,ロ ック 炭化物
3暗 褐色土 □―ム小フロック(や や多 )・ 焼■粒 炭化粒
4暗 褐色土 □―ム小,ロ ック 焼土粒 ,炭化粒 □―ム粒(3層より多)

1 黒褐色土 ローム小 7ロ ック 」ヽ粒 (多 )

2暗 褐色土 □―ム小フロツク(や や多 )

i01号 土坑

I 黒褐色土 □―ム,ロ ック(や や多 )

2暗 褐色土 □―ムヌロック(少 )

3褐 色土  □―ム地山

1 黒褐色土 ローム小フロツク,小 礫
2褐 色土  ロームE2ロ ック

,02号土坑

A

1 暗掲色土 ローム小,ロ ック
2にぶい黄褐色土  □―ム粒(や や多)

工△
′
46■3m

1 暗褐色土 ローム粒 炭化粒
2.暗褐色土 ローム,ロ ック(少 )

3.暗褐色土 ローム7ロ ック(少 )

4暗褐色± 4層に類似 ローム,ロ ック(少 )炭化粒
5黒褐色主 ローム粒 炭化粒 炭化材(微 )

6.暗褐色土 ロームフロック(少 )

7暗掲色土 ローム質土 ローム,ロ ック混合
8褐色土  □―ム質土

1 暗褐色土  □―ム小ユロック (や や多 )

焼土粒 炭化粒
2焼  ■  3属 と焼上の混合
3暗 褐色土 ローム小タロック 炭化物

焼土粒

1褐色土  ローム粒

2暗褐色土 ローム小ヌロツク・炭化物

3に ぶい黄僑色土 □―ム粒 (や や多 )

4暗 褐色土 ローム粒

1 黒掲色土 粗 □―ム小フロック 反自色粘土 Jヽ7ロ ック
1′ 黒褐色土 粗 □―ム小フロック
2.に ぶい黄褐色土 □―ムフロック

107号土坑

A′ 46■4m

1黒褐色土 □―ム粒 (多 )

2褐 色土 □―ム質土 」ヽ礫
3褐色土 ローム質土
4褐 色上 ローム質土

第45図 93～ 96・ 98～ 103・ 105～ 107・ 120号土坑

A′ 4646m

106号土坑

二 4646m

1 黒褐色土
2.暗褐色土
3褐色土
4暗褐色土
5掲色土
6暗褐色土

近～現代の畝
ローム粒 黒褐色のスコ リア粒
ローム質土・ローム7ロ ック混台
2層 に類似
ハー ドローム質土

ローム,ロ ック(少 )

-92-
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104号 主坑

108号■坑

生             A4641m

l 黒褐色■ カクラン

2.暗褐色土 □―ム粒・fll礫

1 暗褐色上 ローム質上(多 )

2黒褐色土 撹乱
3暗褐色上 □―ム質土
4暗褐色土 □―ム粒
5暗褐色土 □―ム粒
6暗褐色土 □―ム粒
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D・ 4644m

生4041m

110号土坑

i09号 ■坑

二 4640m
111号■坑

十 生4690m

1 晴褐色土 ローム粒・小礫(少 >炭化粒(微 )

2黒 褐色土 撹乱
3黒褐色■ ローム粒(少>炭化粒・炭化材
4黒 褐色■ ローム粒 ,炭 化粒・炭化材
5黒  上  ローム粒・炭化粒・炭化材
6 暗褐色土 ローム粒 ,炭化粒(少 )

7黒 褐色土 ローム粒(少>炭化粒・炭化材
8贈 褐色土 ローム粒 (多 )

9 にぶい黄褐色土 ローム質土 炭化粒 (微 )

10掲色土  ローム質土 ローム,ロ ック 暗褐色土混合

112号土坑

1 暗褐色土 ローム,ロ ック

2暗 褐色主 □―ム粒 (多 )

3暗 褐色土 □―ム粒
4.暗褐色主 □―ムヌロック

5暗 褐色土 □―ムヌロック
6褐 色土  ハー ドロームが,ロ ック状 に混合

104・ 108～ 刊12号土坑 遺構

-93-

1 暗褐色土  □―ム粘 (多 )

2暗掲色主 □―ム粒 黄自色粘土粒(少 >炭化粒(微 )

3黒褐色土 ローム粒 黄白色粘土粒(少 >炭化粒(微 )

4暗褐色土 ロームフロック(少 )炭化粒(少 )

5褐色土  ローム質土
6暗褐色土 ローム粒
7褐色土  ローム質土に暗褐色土混台
8褐色土  ローム質土
9黒褐色土 撹乱

β
露
４

第46図



113号 土坑 日 4号土坑

5

1.暗褐色土

2.暗褐色土

3.暗褐色土

4暗 褐色土

5,暗褐色土

A

,15号土坑

―
r

A′ 4651m

」壁 464 em A

122号土坑

□―ム粒 Jヽ藤
ローム粒
□―ム粒
□―ム,ロ ック(少 )

□―ム粒(多 )

( 
▲

▲4643m

ユ 4640m

1,にぶい褐色土  表上・耕作土 粗
2褐色土     ローム粒 粗
3.に ぶい黄褐色土 ロームフロック 組
4.に ぶい黄褐色上 ロームフロック混合■,ロ ーム,ロ ック(予 )

5.暗褐色土    ロームフロック(や や多)

6.暗褐色土    ロームフロック混合■,ロ ーム,ロ ック(多 )

1 暗褐色土 ローム粒

2暗 褐色土 ローム粒 茂化粒 (微 )

3暗 褐色■ 1層 に類似・ローム粒 (多 )

4.暗掲色土 ローム質土 ローム,ロ ツク

5暗 褐色土 ローム粒
6暗 掲色土 ローム粒 炭化粒 (少 >炭化材

7.黒褐色土 ローム粒 炭化粒・炭化材

8褐 色土  ローム質土 ロー ム,ロ ック(少 )

,17号 土坑

Ⅲ21号土坑

1,黒掲色土 ローム粒・炭化粒 (少 )

2.黒褐色土 ロームフロック(少 )・ 炭化粒 (微 )

3黒 褐色土 ローム粒 (多 )

A 4650m

6褐色土  耕作土 臥跡 □―ム質■ ローム7ロ ック 砂質■混合

2暗掲色土 □―ム粒 炭化粒(微 )

3暗掲色主 ローム粒 炭化粒(微 )

■ にぶい黄掲色土 ローム質土
5暗褐色土 ローム粒・炭化粒 炭化材

 ヽ暗褐色上 撹乱
2暗褐色土 ローム粒
3黒褐色上 ローム粒
■ 黒褐色土 ロームフロック(少 )

5暗褐色土 ローム粒(多 )

A

129号 土境

1 黒褐色土  E―ムフロック(多 )

2灰貫褐色土 ローム小7Bツ ク(や や多)

3黒褐色土  炭化粒(多 >炭化物(多 )

4焼土層   純粋な焼上層
4:焼 土   焼土と黒褐亀上の混合
5黒色土   成化層 炭化材 炭化税

A′ 4640m

1 暗褐色土    □―ム,ロ ック・小醸 炭化粒(微 )

2暗褐色土    ローム粒
3黒褐色土+褐色土  黒褐色とローム質上の混合

世生 46alm

1 黒褐色■    ローム粒
2暗褐色土    B― ム小,ロ ック粒
3黒掲色土    ローム粒
4,にぶい黄褐色土 地山直上

6黒褐色土  炭化物 □―ム小,ロ ック
7黒褐色土  焼土粒(や や多)ロ ーム小,ロ ック
8褐色土   壁の一部
9灰黄褐色上 ローム粒(多 )焼土粒

第47図 113～ 119・ 121～123号土坑 遺構
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124号土坑

1 黒褐色土 ローム,ロ ック 焼土粒 (微 )

2暗褐色土 ローム,ロ ック(少 )

3暗褐色土 ローム7ロ ック(少 )

A 4652n

1.黒褐色土 ローム,ロ ック 炭化粒(少 )

ヨ暑電:三 壬:評夕示線任財9Жめ
/

/

/
/

127号土坑
 //0“

。
3＼

129号 土坑

― ―――r

▲465Ⅲ m

1 褐色土  ロームフロック        ~
2にぶい黄褐色土 ローム小,ロ ック(や や多)

3にぶい策褐色土 ローム,ロ ック(多 )

4黒掲色土 ローム小,ロ ツク(多 >赤色粒
5褐色土  ローム,ロ ック
6黒褐色土 炭化紅 ローム小,ロ ック
7黒福色土 ローム粒(多 )

8黒褐色■ 6層 とほは同じ 炭化紅 □―ム粒
9黒褐色■ 7層 とほぼ同じ □―ム粒(や や多)炭化迎
10黒褐色■ 68層 とほぼ同し □―ム紅(少 )

11褐色土  ローム地山

133¬ 34号土坑

A465,m

二4654m

A′ 4651m

1,にぶい黄褐色土 □―ム粒

2褐色土  □―ム粒(多 >茂化粒(少 )

3.にぶい黄掲色土 □―ム粒・炭化粒
4.褐色土  □―ム粒(多 )

5暗褐色土 ローム粒

130号 ■坑 131号土坑

ヒ 仝 だ
的

1 暗褐色土 □―ムt■ Jヽ礫
2.黒褐色土 □―ム粒・ITlヽ 礫(少 )

焼土粒・炭化粒(微 )

3に ぶい黄褐色土 ローム質■ 暗褐色土混合

1.黒褐色土 □―ム粒 焼土粒 (少 )

2.暗褐色主 E― ム粒(多 )

3.暗褐色土 ローム粒(多 )

4,踏褐色土 □―ム粒
5褐 色土  □―ム質土

124～ 134号土坑 遺構

-95-

1 黒褐色土 小礫・ローム粒 白色粒
2黒 褐el土  □―ム粒・炭化粒
3黒 褐色土 ローム質■ 焼土粒(少 )炭化粒
4黒 色土  ローム粒・産化粒(少 )焼土粒 (微 )

5黒 褐色土 ローム粒・暁土粒(少 )炭化粒 (徳 )

6黒 褐a土 □―ム粒・焼■粒 炭化粒 (少 )

7暗 褐色土 □―ム粒 (多 )炭化粒 (少 )

8.黒色土  □―ム粒 (少 )炭化粒 (少 )炭化材(微 )

9褐 色～暗偶色■ ローム質土 □―ム,ロ ック

1 褐色土   ローム粒
2黒 偶色土  ローム小フロック 炭化粒
3晴 褐色土  □―ム粒(やや多 )

4に ぶい資褐色土 ローム粒 (多 )震化粒
5暗 褐色±  3層 とほぼ同じ
6に ぶい資褐色土 □―ム粒 (や や多 )・ 4層 とほlr同 じ
7暗 褐色±  4層 とほぼ同じ

第48図



,35号土坑

1黒褐色土 炭化物 焼土泣 (や や多 )

2黒 褐色土キ焼土混合土 暁土短 (夕 )

33焼  土  下面に炭化層をもつ

4黒 褐色土 ローム粒

5褐色土  □―ム粒

A 4643m

1 黒掲色上十□―ム主混合土
撹乱状 ローム7ロ ック(大 )

1 黒褐臼土 撹乱状
2黒 褐色土 ローム小ヌロック(微 )

3黒 褐色土 □―ム小 ,ロ ック
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ζ息ξi§ii東:曇§i
く軍<Gく くとく<く <上
I引 ldIIIIIIII
口撃□暉日□く□□□□く

A 466 em

A

1 褐色土  □―ム地山,ロ ック

2黒 褐色土 □―ム小ユロック 炭イし物
2黒 褐色土 □―ム,ロ ック(やや多 )

3に ぶい黄褐色土 □―ム粒

142号 土坑

A 4640m

2灰 黄褐色■ □―ム粒 (や や多)

3暗 褐色土  炭化粒 □―ム小
'ロ

ック

4灰 黄褐色土 □―ム粒 (や や多 )

149号 土坑

A 4655m
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1 暗褐色土  □―ム小ヌロック 炭化粒
2黒 褐色土  炭化物 □―ム小,ロ ック 焼土粒

3暗 褐色土  □―ム粒 炭化粒

4者 褐色土  □―ム粒 炭化粧

5に ぶい黄褐色主  □―ム

148号 土坑

A 4662m

¬
   褐餃 呻 好)□ ―ム小,ロ ック

1 暗褐色土  炭化物 炭化粒(や や多)ロ ームフロック
2灰策褐色土 ローム,ロ ック 炭化物
3にぶい受褐色土  ローム粒(や や多)

4褐色土   ローム直上

1 増掲色土 ローム粒 炭化4i(微 )

2黒 褐色土 ローム粒 (少 )

146号 土坑

第49図 135。 137～ 140・ 142～ 149号土坑

1 暗褐色土 炭化粒 □―ム粒 焼土粒

2暗 褐色土 □―ム粒(やや多)炭化物 □―ムフロック 炭化社

2′ 暗褐色土 ローム小ユロック

3に ぶい黄褐色土  ローム粒 (や や多 )

4掲 色土  ローム

暗褐色土 ローム小ヌロック 炭化粒 焼土粒

にぶい黄掲色土  ロームフロック

褐色土  地山 ローム直上

m

1 黒褐色土 焼土粒(少)□ ―ム粒 1ヽ礫
2黒 掲色■ 焼土粒(少)炭化粒 炭化材
3暗 掲色土 ローム粒 炭化粒(少 )

4暗 掲色土 炭化社(多 )ロ ーム粒
炭化紅(微 )

5黒 褐色土 □―ム粒(少>焼土粒 炭化社(徹 )

6暗 褐色主 □―ム粒 焼土粒 炭化粒(微 )

7暗 褐色i □―ム粒 焼土粒(徽 )

寸
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150号土坑

炭化物 (や や多)ローム釉
ローム小フロツク

154号 土坑

152号土坑

A4658m

1 黒褐色土 小礫(や や多>ロ ーム小,ロ ック
焼土粒 炭化粒

1 黒褐色土 ローム小ユロツク・小礫 (や や多)

炭化粒 (少 )

161号 土坑

1 黒褐色土
2暗褐色土

A4658m

1.褐色■  ローム,ロ ック
2に ぶい黄褐色土 焼土粒 炭化粒
3.褐色土  炭化紅 焼土粒 □―ム小,ロ ック(や や多)

4暗褐色土 炭化粒 焼土粒 焼土,ロ ック ローム小,ロ ック(や や多)

1 暗掲色土 ローム粒 炭化粒

2褐 色土  ローム粒

159号土坑

1 暗褐色土  ローム小フロック・炭化粒
2にぶい黄褐色■ ローム粒(や や多)炭化粒
3暗褐色土    ローム小フロック 炭化粒

160号土坑

Ａ
一

A4667m

A4646m

ローム粒・焼土粒(微>炭化粒(微 )

ローム土

164弓 ■坑

1.暗褐色土 焼土類(少>炭化粒(少 )ロ ーム小,ロ ック
2.にぶい黄褐色土 ロームタロック

165号 土坑

A

A′ 4651m

1 にぶい黄掲色土 □―ム粒(多 )

2暗褐色土 □―ム小,ロ ック
3黒褐色土 □―ム粒・炭化粒(少 )焼土地
4.褐色土  ローム粒(多 )

ぐ
く

|

引
ぼ
く
―
口
　
　
引
Ｕ
甲

Ｎ

（慧
）
禦
卜
３
日
ヽ
Ｇ
ｄ
運
，繁
く
―
口
　
＝
ｄ
鰹
聾
　
一

∵

島

A′ 46S2m

5,暗褐色土  □―ムフロック・ローム粒 炭化粒
6反 黄褐色土 □―ム主体・かたい粘質土
7暗 褐色■  5層 とほぼ同 じ

第50図 150～ 155,157～ 165号土坑 遺構

1 にぶい黄褐色土 炭化粒 ローム粒 (や や多 )

2階 掲色土 炭化粒 ローム粒 (や や多 )

3掲 色土  地山

163号 主坑

“
1.にぷい黄褐色■

2褐 色土

珍
評
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183号土坑 184号土流 186号土坑 186号 土坑

A 466イ m A A′ 4663m

A 4662m

1.に ぶい黄褐色土 □―ム統(多 )

2暗褐色土 ローム粒(多 )・ ローム質と黒褐色
が,ロ ック状に混合

187号 土坑

4661m

1暗掲色土 ローム,ロ ック

1暗褐色土 ローム粒(多 )・ 炭化粒(少 )

1.黒褐色土 携乱層
2黒褐色土 ローム7ロ ック
3暗掲色土 ローム,ロ ック
4.褐色土  コーム質土
5黒褐色土 ローム粒

1.にぶい黄褐色土 ローム東土

2.に ぶい黄褐色土 ローム東土

3掲色上     ローム東土

4黒 掲色土    □―ム粒

13 8褐 色土  ローム質土
9暗掲色土 ローム粒(多 )

10暗褐色■ 9層 に類似
11黒褐色土 ローム粒

,ロ ツク状に混台   13.褐 色土  ローム質土

□―ム粒 (多 )

ローム粒

5掲色～にぶい黄褐色■ □―ム質±  12褐 色土  ローム質土

6.暗褐色土

7暗褐色土

188号 土坑

A′ 4662m

耕作による撹乱
ローム粒
ローム粒
ローム粒
ローム粒 (夕 )

□―ム粒
ローム種 (■ )

ローム粒
ローム質土

B′
4664m

tt B

C'466ユ m

1 黒褐色土 ローム粒 白色粒(少 )小醸
2黒褐色土 ローム粒 炭化粒(微 )

3黒褐色■ 黒掲色土と,ロ ック状のローム質上の混合
4褐 色土 ローム策上

5黒 掲色土 ローム EZロ ック

6 にぶい黄掲色土  ローム粒

7に fsiい 黄褐色土  ローム質上に黒褐色■混合

硬質□―ム7ロ ック

8.褐色土 ローム質土

9.掲色土 □―ム質土

iO黒褐色± 3層 に類似

11黒褐色■ 3唐 に類似 □―ム,ロ ック

第52図 183～ 138・ 190号土坑 遺構
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□
ぐ村（学
）

号

』
卜

ヽ
。
。
ω
ヨ

193号土坑

1 にぶい黄褐色土+ロ ーム,ロ ック混台土
2黒褐色土 ローム7ロ ック(やや多)砂粒(やや多)

,暗褐色土 ローム質土 黒褐色土混合

A 4652m

3黒 褐色土 ローム,ロ ック

4褐 色上 ローム
'ロ

ック

5黒 褐色土 やや粗 炭化物 砂粒

2に ぶい黄褐色土 ローム質土 ローム
'ロ

ック 黒褐色と混台

炭化材 (少 )

3.褐色土  □―ム質土

1黒褐色土 □―ム触

195号土坑

A′ 4601m

199号 土坑

202号土坑

小粒子

1黒褐色土 撹乱
2黒褐色土 □―ム紅

1,黒褐色土 □―ム粒 粘質ローム,ロ ック 炭化粒(少 )

2.黒 掲色土 ローム7ロ ック(少 )

A

1暗褐色土 ローム質■ 炭化粒(少 )

2褐色土 □―ム質■
3暗褐色± 1層 に類似 炭化粒(少 )

4にぶい黄褐色土 □―ム質土
5褐色土 ローム質主

A 4661m

A 4662m

201号土坑

2暗 褐色土

3暗 褐色上

□―ムフロック (少 )

―ム粒

204号土坑

A′ 4662m

第53図 189・ 19刊 ～204号土坑 遺構

-100-

1.暗褐色土 ローム7ロ ック(や や多)小粒子'茂化物
2.に ぶい受褐色土 ロームフロック(や や多)

ローム粒(や やラ)炭化物
3褐色土 ロームフロック
4黒褐色土 ロームフロック
5褐色土 ローム地山直上

1褐色土 □―ム質土
2暗褐色土 □―ム粒(多 )炭化材(微 )

3暗褐色土 □―ム紅 炭化材(微 )

4にぶい黄褐色土 ローム質土1.に ぶい黄褐色土  □―ム粒(やや多)炭化物・焼土紅1暗褐色土 ローム粒 炭化粒 □―ム,ロ ック  と 褐色土 □―ム粒2暗 褐色土 ローム小,ロ ック(や や多 )・炭化物  
´

m

V
聰≠

1黒褐色土 □―ム粒・焼土粒 炭化材(微 )



望生 4662m

,黒褐色土 □―ム粒 焼土粒 炭化粒 (微 )

2黒 掲色■ 1層 に類似
3黒 掲色主 □―ム,ロ ック(少 )

4黒 掲色主 B― ム粒 (少 )

215号■坑

206号主坑

1黒褐色■+に ぶい黄掲色土 ローム,ロ ック混土層
ローム粒 炭化粒 (徽 )

2黒褐色土 □―ム粒 炭化疵 (少 )

1黒褐色■ □―ム7 Elッ ク(少 )

2黒褐色土 ローム粒 炭化粒 (少 )

3黒掲色土 □―ム粒 (多 )

Ａ一ψ
,暗掲色土  □―ム粒 ロームE7ロ ック (Bヽ )

2暗 掲色土  □―ム粗 (多 )

3暗 掲色土 □―ムヌロック
4暗 掲色■ 1層 に類似 □―ム,ロ ック混合
5褐 色土  □―ム質土

213 214号 ■坑

208号土坑

1暗褐色土

2暗 褐色土

3暗 褐色土

4皓 褐色土

5黒 掲色土

□―ム瓶 (多 )

□―ム粒 (多 )

□―ム粒 (多 )

□―ム,ロ ック

炭化粒 (少 )

214号■坑

傷
6暗褐

:±ムヨ百◆歩t款 ;

7に ぶい黄褐色主 □―ム質■

3黒掲色土 □―ム粒

9に ぶい黄褐色土 ローム質■1暗褐色土 ローム粒
2に ぶい黄褐色■ □―ム質土
3暗 褐色土 □―ム粒 (多 )

4に ぶい黄掲色■ □―ム質主 ょ冦握星
土
口f云盪埜

の耕作土 |♀蜜信琶三

:|:::こ
召
::::鷲:|;)lξ畳彊言こ

黒褐色土混合
ローム粒 (少 )

□―ム紅 (少 )炭化材

炭化粒 (少 )

□―ム粒 (多 )

□―ム粒 (少 )友化粒 (少 )

□―ム粒混合

炭化疵 炭化材 (少 )

218号土坑

A

1暗褐色土 □―ム粒 (多 )炭化粒 (少 )

2に ぶい黄褐色土 ローム質土

1黒裾色土 □―ムフロック
2黒褐色土 □―ム,ロ ック

1に ぶい黄褐色土 ローム質土 炭化材 (微 )

220号■坑

2
1黒褐色土 □―ム粒 Jヽ礫 炭化粒(少 )

2暗 褐色土 □―ム粒 (多 )

A 4650m

A

1暗褐色土 ローム,ロ ック
2暗褐色■ 1層 に類似
3暗褐色土 ローム,ロ ック(少)炭化材

A                 A 4654m

l黒褐色土 □―ム粒 炭化粒(微 )

A′ 4650m

,暗褐色i ローム,ロ ック(少 )

第54図 205～ 210。 212～222号土坑 遺構
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色
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色
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臨

□―ム粒 炭化粒 炭化材(少 )

□―ム粒 炭化粒 (少 )

ローム粒 炭化粒 (微 )
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223号土坑 224号土坑

1.灰黄褐色土 犠乱      6
2.に ぶい黄褐色土 ローム小,ロ ック 焼土 焼土粒・炭化物
3.褐色土 ローム粒 黒色■,ロ ック
4にぶい費褐色土 ローム小,ロ ック 炭化物
5黒福色土 焼土粒 ローム,ロ ック 土器
6にぶい贅褐色土 ローム小,コ ック 炭化物
7褐色土 ローム粒(多 )

8黄褐色土 □―ム地山

A′ 4653n

A

1.にぶい黄掲色土 ローム質土
2.に ぶい黄褐色土 ローム質土
3暗褐色主 ローム粒(多 >炭化粒(微 )

4.暗褐色土 ローム粒
5.暗褐色土 ローム粒

島
|

ド
一』

A′ 4656m

1黒褐色土 □―ム粒
2.黒褐色土 □―ム粒 炭化粒(少 )

3.黒褐色土 □―ムフロック

1にぶい黄褐色土 ローム質■・炭化粒 (微 )

だ
一　

　

　

　

　

　

　

ド

一

1.暗褐色土 ロームフロック (少 )

2.暗褐色土 □―ム,ロ ック (少 )

ltO

ド
一

,暗褐色上 協乱状
2にぶい賛褐色± 3層 と似る。ローム小ヌロツク
3にぶい黄褐色土 小,ロ ック(やや多>炭化粒 焼土粒
4暗褐色土 ローム小ユロック
5暗褐色土 ローム小,ロ ック 4層 とほぼ同じ

A′ 4642確

A′

1黄褐色土 □―ム粒
2黒褐色土 □―ム小7ロ ツク 炭化粒
3暗褐色土 ローム粒
4黒褐色土

234号土坑

1.に ぶい黄褐色土 ローム粒(や や多)焼■粒
炭化粒

A

1.黒褐色土 ローム,ロ ック
2黒褐色土 ローム,ロ ック

1黒褐色土 ローム
'ロ

ツク(少 )炭化粒

2.黒褐色■ 1層 に類似・□―ム粒 炭化粒(少 )・

焼土粒(微 )

3に ぶい黄褐色土 ローム質土
1黒褐色土 ロームフロック

2黒 褐色上 ロームフロック(少 )

第55図 223～235号土坑 遺構

225号土坑

ダ ◇

α 〒°

」 師
,灰黄褐色土 撹乱 耕作土
2暗褐色主 ローム粒 炭化物 土器
3褐色土 ローム,ロ ック
4黒褐色土 □―ム粒 炭化粒(やや多)焼土粒 土器 礫
5褐色土 □―ム地山

1暗褐色土 ローム,ロ ック
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1にぶい黄褐色■ 2層 と類似 ローム粒 刺ヽ粒子(多 )

2黒褐色■ 館状の褐色土 灰色の組い上
3黒褐色上十褐色i tk色 主 褐色の□―ム,ロ ック

,暗掲色土 炭化粒 □―ム粒 」ヽ擦
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238号 上坑    kl
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＜
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＜
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０
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Ｓ
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ヾ

ヽ
（
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引
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聖
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禦
■
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■

引
攣
茶
　
引
劇
理
電
Ｘ

Ｎ

慾

Ｆ́

区
に

引
単
溶
　
引
ｄ
甲
雪

≡

ヽ
く

A′

1.暗褐色土 小粒 ローム小フロツク 炭化粒 焼土粒
ローム大,ロ ック(小 )

〈二
全 466 9nt

1黒褐色土 ローム,ロ ック

2黒褐色土 ローム,ロ ック(少 )

245号土坑

248号■坑

A

182号 土坑 1.暗褐色土 ローム粒
2暗褐色土 ローム粒

監

…

コ

ｙ

一
４６

1_暗掲色土 ローム粒

2暗褐色■ 1厩 に類似 □―ム,ロ ック

3.暗褐色土 □―ム,ロ ック

1暗掲色土 □―ム,ロ ック(少 )

2.に ぶい黄褐色土 □―ム質土 ローム7ロ ック

3.にぶい黄褐色± 2層 に類似 □―ム7ロ ック(少 )

4.掲 色土 □―ム質土

第56図 182・ 236。 238～249号土坑 遺構

ZO号 ■坑 等主ミ

1黒色土 ローム粒 (少 )炭化粒(少 )

2“号土坑

182246号 土坑

1暗褐色土 ロームフロック
2黒褐色土 ローム粒
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250号土坑

（Ｓ
）
ヽ
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口
ヽ
「
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ヽ
〔
口
ヽ
く
―
口
　
引
Ｕ
鰹
聟

≡
A 4643日

A 467 0nt

1.褐色土 ローム粒
2暗褐色土 ローム,ロ ック(少 >炭化粒(微 )

苺
翠
召

婁
翠
喝
六
Ｓ
）熱
引
撃

遵
■
禦
望

撃
＜
―
口
　
引
ｄ
甲
囃
．一

1黒褐色土 ローム粒 炭化粒(少 )

2黒褐色■ 1層 に類似 □―ム粒混合
3黒褐色土 □―ム粒 (大 )

4にぶい黄褐色土 □―ム質主
5黒褐色土 □―ム粒・炭化粒(少 )

6暗褐色土 □―ム粒 (多 >炭化粒(少 )

7黒褐色土 □―ム,ロ ック(少 )

8にぶい黄褐色土 □―ム質土
9.にぶい黄褐色■ 8層 に類似
lQにぶい黄褐色土 □―ム質土
11灰黄褐色土 ローム質主
12灰黄褐色■ 11層 に類似

1.黒褐色土 ローム,ロ ック混合 焼土粒(少 )炭化粒,炭化材(少 )
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1暗褐色土 ローム粒 炭化粒(少 )

2暗掲色上 ローム粒 炭化粒(少 )'1層よリローム粒混合(多 )

3黒褐色土 ローム粒・炭化粒(少 )

第57図 250。 252～ 256。 276～ 278・ 280～ 282号土坑 遺構

A 4670m

1.黒褐色上 □―ム,ロ ック 灰福色粘土粒 (少 )

炭化粒 焼上粒(少 )
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1灰黄褐色土 ローム粒

Ａ
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∝

1暗褐色上 下層にローム,ロ ック(や や多)炭化物(多 )小粒(や や多)

■ 4660n

診
功 ″

,暗褐色土  □―ム粒

m

第64図 方形集石下層土坑
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F 466“ m 止 4667m

C4666m

2弓 石列

2黒褐色と ,層 より□―ム小7ロ ック(多 )

3褐色土 ローム,ロ ック状に堅い
4暗褐色土 炭化粒。□―ム粒
5褐色土

A       s号 溝          二 4653m

l.を i3Si【 ヽ こ ::::::テ

房 夢

二
灰

~

2暗褐色■+褐色土 ロータロック(多 )

3.褐色土 □―ム土中に黒掲色土粒・小フロック(や や多)

」ざ465ユ Sm2号濤 A 4665m  旦

1暗褐色上 砂粒(多 )

2灰黄褐色土 粘質土
3にぶい黄褐色土 □―ムヌ小ロック(多 )

4褐色± 3溝 の8層 と同じ ローム主体

23      二 4665m

2暗褐色■■ge■ □―ム,ロ ック(多

4灰掘陽 をヽ粒・Jlヽ礫
5暗褐色土 ローム粒 炭化粒,土器
5′ 暗褐色■ 平安の覆土か

C

1にぶい黄褐色土 撹乱
2暗褐色± 4砂利(や や多>炭化物
3暗褐色土 焼土粒 炭化粧
4にぶい黄褐色土 ローム崩落土(多 )

5.褐色土 地山直上・□―ム粒
溝０巧

３
Ａ
一

3

池状遺構

1黒褐色土 粒子(粗 )小砂利(多 )

2睡 土 灰黄掲粒(多 )

54
4′_灰黄褐色± 3日 と同じ □―ム粒(多 )黒褐色土 (多 )

7灰黄褐色土 □―ム小7ロ ック・Jlヽ砂利(多 )

8暗褐色■ 2層 と同じ ローム粒
9褐色土 □―ムヌロック

°
′
4669m

7  6
m

1暗褐色土 砂礫(多 >ローム小

1.黒褐色土 E― ム粒

5黄掲色土 ローム7ロ ック

3暗褐色土 ローム,ロ ック 焼上粒 □―ム土と1層 の混合土

B′ 4656m

2暗褐色土 炭化物 ローム粒 灰黄褐色のシルト状
3灰黄褐色土 炭化粒 ローム粒
4褐色土と灰受褐色上の混合土
5褐色± 4層 の黒褐色■ましる

&浜堅増鶏 色材5,レト主体ローAI■悩蜘身悟罹雹重
褐
:圭ム黒5台τラ

ツクe)灰色功レト3

4にぶい黄褐色土 ローム小7ロ ック 炭化粒  8褐 色上 ローム粒 地山直上

A      4号 溝                      A4655m

a灰資褐色土 ローム粒‐シルト状粘質■
4暗褐色土 シルト状粘質土
5褐色土 地山直上の雇
6にぶい黄褐色■ ローム粒(やや多)

1暗褐色土 小粒(や や多)

2暗褐色土+褐色土 ローム,ロ ック(多 )

3.褐色土 ローム土中に黒掲色主粒・rll,ロ ック(やや多)

5.暗褐色土 ローム41
6暗褐色± 1層 に似る ローム小E7ロ ック

A 4640m

二 4640m

A 4636m

3褐色砂質土層 自色粘主
6灰自0砂燿 細～小粒砂層灰自色砂層 礫
7暗褐色粘質土 黒色土混粘質土

7暗褐色土 砂層(多 )K

講もだ醤田 ゴ:i3mL

n

2灰黄掲色土 砂礫 」ヽ礫 砂粒

3黒掲色土 小礫・ローム粒 (少 )

4,黒 褐色土 砂粒・ロームF■ (少 )

4に JsIい 黄橙砂届 小礫 中～大の砂粒 8掲 色砂質土属 褐色主主体の粘質土
4′ 灰自色砂層 中～小粒の砂粒    9褐 色砂礫月 中～大砂粒
5灰黄褐色粘質上 自色粘■

A        ll号
溝         二 4663m

上 砂礫 礫 2層 より大

1にぶい黄褐色砂層 5暗 褐色砂礫層 中～大粒 砂礫
1イ にぶい黄褐色砂膚 1層 に同し(大 粒)6暗 褐色粘質土 □―ム粒 炭化物・焼土粒(少 )

2灰黄褐色粘質土 砂粒・炭化物    7.褐 色土 □―ム主体
3灰白色砂層 細粒の砂層
3灰 自色砂層 3層と同じ観粒の砂層
4橋色粘質土 ローム紅

A 深縄 リセクション ▲ 4669m

‐`
ヽ ―、 _、_、

、
＼

ド

＝

―

に

情

＝

―

性

４ｍ
1黒褐色土 表土 炭化物・砂礫(多 )

2黒褐色土 遺構の覆土 □―ム,ロ ック 炭化粒
3.に ぶい黄掲色土 炭化粒
4褐色上 自色の砂粒(少 >□ ―ム土
5黄褐色砂質土 □―ムの中に花蘭岩風化篠(多 )・砂粒(多 )

6.灰 オリー,色 IIJI質 土 風化礫 」ヽ粒子
6′ 灰オリー7色砂質土 砂粒(細 )

イ褐色土 小粒
8にぶい赤褐色± 7層 とほぼ同じ・鉄分沈着著しい
9褐色粘質± 7層 とほぼ同じ
10,オ リー,褐色礫■ 大礫(多 )・ 砂粒(少>粘質土と礫の混合土

水がしみ出す

第71図 溝 遺構
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1黒褐色土 A― A′の2層 と同じ」 礫ヽ

1,にぶい黄褐色土 表土
2.灰 自色砂層 細粒の砂層

卜〔
olっ

紳



1号住

氏

十‐

―‐

―‐

Ｖ

-

「
l

一【⊃

5

町 YJ「司一封
m

m                                  m

▽
一髯

5

Ｆ盤

第72図 1～3号住

-121-

窮

遺物

中 _鞘 m



ｏ

‐
ｇ

‐

飩

ハ^
ｒｌ
日
日
Ｈ
日
日
υ

8卜
Φ

ヽ

十

１

１

‐‐

‐

‐

―

―

―

　

‐

‐

十

　

、

／
‐‐
‐
‐

　

　

　

」

―
―

　

　

‐
―

、
劇
く



|●す●i!:1

''十
1

1魏ユ
・～一Ｗ一一部一一一一一

叫一　　　　一　
一ィ　　　　Ｐ
・一　ユ
下

/5
＼

騨

8

第74図 4号住

-123-

Cm

遺物



4号住

一生
／
′浄
ｔ
ｒ

、

　

「
　

一
　^

・
ｉ

４・．一一！」暉４，，

・４・∴れμ一ｔ，一一・ィ

々
．
■
ｒ

一コ
，

■
′

↓
】

・警

】

Ｒ

ＩＩ

Ｈ

日

嘲

■ki■ ||

控        m

―

ヽ

第75図 4号住

-124-



4号住

ヽ

ャ

ー

ー

ー

、

‐

ｌ

ｒ

ャ

ー

キ

ー

ー

茫

‐

‐

、

ヤ

ヽ

＼

浄
∬
作

―

―

ヽ

キ

ー

ヽ

第76図 4号住 遺物

-125-

釣



И
ＩＩ
日
日
悧
口
口
日
Ｈ
日
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｎ
　
４２

一垣
贋

〓　
　
け

一

Д

「

１

ュ

ー

！

、

、

‐

ザ

ｌ

ｔ

，

Ｈ

Ｕ

Ю

　

　

れ

、

‐

，

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

′

60  _61

m



4号住

⌒餘

第78図 4号住 遺物

-127-



も

８８

‐週

一や

♀__ャ_ど子」坐イ__T≦二年三上________―――とqcm

%腔

Ⅲ`響鋤綾燕糊 牡マノ▼~〒

二翼__l_ll_|_F

虹ど■ 覧/r生 帝鰻

壮」LI生ャ_と二,2_______翌fm

第79図 4・ 7号住 遺物

-128-



冷づ
く響

郵岳と



7号住

Ｆ
日
甲
―

帥

け

―

―

沖
遺物

翼
(

第31図 7号住

-130-



7号住

―
峰

羽

刊

日

肘

―

ヽ

―

岬

′ ′

―

ヽヽ――――――――――――――――――――¬
‐i↓)26

m

第32図 7号住

-131-



7号住

越ヽ選琶彗魯こと三三と:'36

第83図 7号住 遺物

-132-

m





7号住

第85図 7号住 遺物

-134-

Pm



0上
 幸

と9~



翻

第87図 7号住 遺物

-136-

m



7号住

103

(正 三 三 」 辻 ;呵

°

0   109■ 1。 (ド 15)     5cm

∩
Ⅷ
♂
〇

m 
♀_ィ_当と竺,_r二茸」2_____― -1」

Cm

9号住
ヤ

り 3

W

翁

鰯
2

Pm

第88図 7～9号住 遺物

-137-



◆

お
日

川

Ｗ

Ａ
Ｈ
日
Ｈ
日
Ｕ

Ａ
ハ
ロ
日
日
日
日
ｐ
日
日
川
旧
日
Ｈ
日
日
日
日
Ｖ

９

測

川

＝

川

‐ Ｉ

Ｗ

ζ

２

‐

サ

♭

ノ

く

第89図 9コ 1号住

-138-

- ―（
μ
ｌｌ
＝
―
―
―
―
―
卜
ヽ
――
ド

⑫
l

/
/

亡十

/

ク,
/ノ

D

も

ミ

Ⅵ

騨

３

遺 物



11号住

藻聟
猛
=今す平ざA

ドK珍
;＼ぎ≧望

韻≦、記Ⅲ
く鴎 彰

第90図 刊1号住 遺物

-139-



30

-          1

_31

―鶴 対
-37

-i:::::::ξ

:)}一|

-38

-⑫

鶯

- 39

35

∩
Ｕ

ヽ侮
』



15号住

Ａ
川
川
川
日
日
）

‐

16号住

続 .

11号住  |

1(1:15)5cm

一^一一一一一一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

こヽ三]ごと子6

m

凪
日
――
引
Ｗ

‥

中“
「

-9

_13

‐５

―⑮

J営ぐも‖
_16

＼部 rt往
′ャ芳:':Ftふ  9

反
雷
=≡

夏≡
軍≡≡

=訂
〒戸

==~~~〒
ラ冶 2

m      m

第92図 11・ 13引 5・ 16号住 遺物

と 土 ザ
5

与拿ξ:ま.6

-141-



(卸 辺

２４

①

曰
阿

――

性

一

ｎ
蠅

一

―

・

―

　

一

一

第93図 16号住 遺物

-142-



17号住

ー の

2

だ≧
'

m

―

P3
5

Ｄ・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐２

訂

――――

脚

削

氾

一 畑〒3③
l Ⅲ

ェ
ヽ
十一・ン
メ

ィ
∴．　

∴
卜
一
す

．

―
性型拗∧{

_ 15
m       m

第94図 16・ 17号住 遺物

-143-

鶴

号★曽写

募発!ftttガ
r



芹

航

ヽ
／
一

い
■
ｈ
【■
サ

μ
■
・

，

一
■
ヽ

蔭

↑
白

好
湖
塀

11

こ111〕

Ａ

ＩＩ

Ｖ

２６

２

　

　

１９

¨

命
仰
―サ‐
Ｗ

２４

灸
一

第95図 18号住

-144-

0い



沼
「
Ч

20号

→

ハ

日

――

日

Ｖ

沼

――

日

唯

ヒ「半 判
帥

昨 翠津一一剌
卿

第96図 18・ 20号住 遺物

-145-

①

_7



21号住

越螂

第97図 21号住 遺物

-146-



21号住

第98図 21号住 遺物

-147-



卜　仲
　　　
　　　
　″γ
イー‐
‐‐‐
‐――
――

⇔

88くて三三;三二:,>

9g



21号住

`ご
rirと二

群}

熱
芦

品

，

′

ｒ

８
伊

〃
μ

〃
〃

同
阿
肘
ｐ

何
日

　
　

　
　

　

ｒ
〔

ツ
／

イヽ

一
３

海

‐
．

．

ド

ー

，

ｎ
コ
‘
一
ャ

２

騨

　

　

　

　

　

　

Ｔ

■
一
サ

警静
再
Ｗ

イ　一≡
≡一
「

Cm

第100図 21～23号住

-149-



23号住

Ｔ

り

ｙ

刑
フ

鞍

〓

訪

秘

絡

讐

一

選

．

―

ヽ

＼9

第刊01図 23号住 遺物

-150-



23号住

ノ/テ芹〒=

河

イー

ーー

Ｖ

0
|     12524号住

m

～

～

翔

Ｉ
ＰＡ
司
＝
＝
■
一■
ｌ
ｆ【♯

人ぶゞ
ｕ」旧″γ‐。

第102図 23・ 24号住

-151-

m                                  m

遺物



‐３
12

1

(埋甕内)

m

遺物第103図 24・ 25号住

-152-

m



26F封主

`糧森:江 が。
11

β

腺

◆  Q
m

第104図 26号住 遺物

-153-

→

蜘 ニーーーーーー型予

m



26号佳

◆

劉

m

ぜダ トヽ

＼  酵 5

尊
28号住

29号住 仏―■翠ギ上_二町
m

淵 2

m

イ

５

ハ
出
日
田
日
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｎ

６

Cm

と畿込 逃 5

を_r___里 __とと|と二______―」」Pm                                  m
遺物第105図 26～30号住

-154-



声
〃
―
ヽ
―
卜

白

〃

勒縛林肝【常ｒ

す
」
一
．

30号住

31号住

山

＝

――

日

岬

卜
耳
叫
想
＝
４
け
に

―，‐
■

ｉ

＝

ド

一

亨
ｒｉ
“
　
掛
】
「
，、

m

Ｖ

疵

第106図 30・ 31号住

-155-



‐７

31号住

m

一

庁
戸
牝

∠

===三
三 二 夢

ダ

°

→

ガ

件
一ノ譲

弓
げ
一

ｉ言
帝
メ
鼻

Ｌ

嚇夢

碁

32号住

〔〔Ⅲ     1   4

β
日
Ｗ

第107図 3Ⅲ 32号住 遺物

-156-

Cm



m

35号住

0 2

m

Cm

第108図 33・ 35・ 36号住 遺物

-157-

rr・ :_、 1‐

ガ・trlltlイ
ー
■` 4r._4,

棚 磯 :

!____コ」二___J」ここ埜|_―――¬一――と!im

em

m



37号住

~3
m

＼ フ/-5

6

第109図 37～39号住 遺物

-158-



ｆ
ｔ
　
、
‐

〕
く
侍

「
ギ
、
　

Ｇ

飴
6

Ｑ

２５‐



40号住

(〔
::::::::;) 27

m

駆 1 29
|

◆

28

第111図 40。 41号住 遺物

-160-

m



)【優壬⊃Д

第112図 41号住 遺物

-161-



41号住

m

第113図 41号住 遺物

-162-

韓  |

'担 'Iウ

とど猛裁4

I■ ||!静

鵡

著

一獄蜘留．．ぃ輯期卿中弾膚鳴れ導

m



4刊 号住

耳帯換、

醇―
私翠製m

ハ

ーー

日

日

日

リ

ハ

ロ

・
―Ｉ

Ｔ

Ａ
Ａ
ｈ
Ｈ
日
Ｈ
瑠
引
‐　

５。

!     _,

ヽ     引

第114図 41号住 遺物

―-163-―

も   29

0 I~



/オ

~|ヽ

さ＼__ツ



42兵鶏主

〃

〃

〃堪
ヽ

ャ

キ

‐

２

５

ガ
れ

４２

向

脚

Ψ

観
,  ■ユ【ォ

噌

秒
31

鞠
》

ド

m

第刊16図 42号住

-165-

争
m



42拝〕1主

一ぽ
，

）

一軒
´
与
．

ヤく」墾鐘竪劉
==三
三王

'を

8

|`■1■

第117図 42号住 遺物

-166-



轟

．

・争

二

～■
ド

クノイ//′

I聯|

熱ゴ
為Ⅲ

十

第118図 42号住 遺物

-167-

m



42号住

か

――

＝

工

Ｕ

へ
川
日
∇

第119図 42号住 遺物

-168-

Cm

∩

川

日

Ｗ

―傍１４



▼
、
、
‐
‐

‐

′

ジ

／

〔曇

に

＼

　

― ヽ

ヽ

１

１

プ
．ヽ

ｆ

∩含

／

′

ｆ

ｆ

‐

‐

ヽ

86(〔:::::;)



愈θ
S106

に‖
_107

‐∞

‐全



44兵許1主

＼

茫 圭 プ

蛛鰺
＼

圭寺多
45号住

囀平〕仲μ3

ｎ
船
Ｈ
Ψ

7

? 歩7(110   10Cm

♀ 2～ 1 (113)   10cm

48号住

Cm

第122図 44～49号住 遺物

-171-



Cm

上一
一

割

一

・
囲 ii:::!:|::::iilミ

::::'|'す

う

り

　「

―

＝

ｌ

＼
4

中
m

m



51号住

機
雰 鋭 ‐ 察 饉 こる 嗚 崎 拗

載Ψ

〔
ハ
側
Ｍ

ＩＩＩ
Ｗ
Ｍ
）

３

∧

一
第124図 51・ 52・ 54号住

-173-

―
一

遺 物



雷

キ

ャ

ヽ
、＼

＝
β
脚
佛

―

キ

ー

キ

ー

ー

、

Ａ
朋

癬1は
- 20

-19

一

ｎ
附

＝

＝

――Ｉ

Ⅷ

ｖ

２３

《

一
/ヽ 墜 津 聖 中

m                       m

第125図 55号住

-174-

ユ
宇
魂

…



r,,

イ

M8

朽ヒ   16

||
p

第126図 56号住

-175-

_22

遺物

ml_辛
坐1生_「_Tと

当
奎上________聖

半

荊



-28
降 聖 些 _J昴

ハ
ｍ
Ｗ
Ｖ

２７
▲
等

57号住

第127図 56・ 57号住

-176-

遺 物



→

→

頂ミ馬ょ小
⇔

17

と__鞠  亀2

∠_モ基ミミ§き恙」込3

第128図 57・ 58・ 59号住 遺物

-177-

や

麻                     m



59号住

←

m 「
―庁

7

第129図 59～62号住

-178-

遺物

l_|二十_¬__1上二4±_______」JCn



62号住

Ｋ
日

∇

63号住

ヤ

“で1ゴ
が1

瀞

岨

代
Ｈ
日
Ｈ
可

予
●Ｉ
　
生″

↓Ｌ

ゝ

√titii::iiii:|||:ュ li!)l   �
68号住

示電量壽霞
g母

尋5]写(2 1ヰ尊0¬生μL__」4m

第 130図 62～68号住 遺物

-179-

m

66号住



的ワ
‐い　

財

！

ノ

ー

ー

Ｗ

π
坤響
諷
掛

口，
２

２

　

　

　

　

　

　

３

・騨〔

／

０

／
　
朝甲
＝―
．――

５２

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

‐

円
―――
旧
―――
相

・

　

　

一一一中・‐‐中一］］】中】山呻い中］中一一］］］】市”ウ）

加
Ｉ

憮
翼

測
日
Ｈ
＝
Ｈ
Ｗ
Ｙ

m                             m     ♀__T__T_―T――T±」ff竺_____――一―――」ヨCm

第131図 1・ 3・ 6・ 19,20・ 24・ 25。 29・ 32～35号土坑 遺物

-180-

35号土坑

34号土坑

一



38号土坑35号土坑

40号土坑

‐
　

　

　

　

　

４

彰

鶏

議
基14'

韓
4

m

第132図 35。 37・ 39・ 40号土坑 遺物

―

37号土坑

Cm

-181-



42号土坑

4

45号上坑

m

鶏 糊 鸞  斡

割 緯

m

第133図 42・ 44・ 45号土坑 遺物

零 鸞
専

-182-



45号上坑

山

１
／
１

〃

１，

白
Ⅳ
件

魏
鶉

〔
Ｈ

側

Ｈ

Ч

り

- 30

m

第134図 45号土坑 遺物

-183-

_め‖
唾≡≧)33

Cm

31

ワ

一



45号土坑

，ハ
ーー
日
日
□
Ｆ
３８

~キ

〔:::::;'

土口「
４５ガ

留

ｈ

53号土坑

||ゆト

第135図 45。 47・ 51・ 53・ 54・ 56号土坑 遺物

-184-



56号土坑

ゞす蝉

調
Ｍ
＝
γ

露 碧

II亀
犠iI:壷

59号 土坑

m

第136図 56・ 58～ 60・ 63・ 69～71号土坑 遺物

――――――一ニヨCm

幾ｉ静
・

ハ
日
日
Ｈ
日
日
Ｖ

Й
＝
Ｈ
日
日
日
７
３

曲

Ｈ

渤

甲

檄

Ц

乳蝶
58号 土坑

Ａ
＝
＝
日
Ｈ
Ｈ
ＩＩ
阿
Ｖ

７

内

‐―

晩

３

白

川

‐―

岬

71号土坑

０

‐

ｉ
嘴
ｔ
ｔ
鷺
犠
キ

，
　
一

「

、　
　
Ｌ
々

，
●

碑‐ こミ i

63号土坑

送

瑚
――

触

釜

-185-



67号土坑

鯵径も中
m_ 3

73号土坑

や

奪ガ
1

第137図 67・ 73・ 75号土坑 遺物

-186-

―

―

キ

ー

キ



76号土坑

ぞ黛諄▽
鰺
ユ
鞠辞、

肘
―
フ́
ー

Ｌ

工 )itイ i

80号土坑

第138図

-187-

m



ン

７

」

単

一
一

す

工
一一一■
載

89号土坑

ヨ
90号土坑

季
~     i~イ

~~F~T~イ 生ヨど坐_______と!fm     ♀
__T__T~~T~~「 とと

1皇
上________―――と

ヨ

Cm

第刊39図 30・ 82・ 33・ 87・ 89,91・ 93,99～ 10Ⅲ 104号土坑 遺物

188-

〕額
メ99号土坑

104号土坑

河
川

日

日

日

Ｈ

Ｕ

ハ

ロ

川

Ｖ
一
　

　

６

∩
ィニⅢィン

―

輪

β

→

2

m

録
3

Vヽ

為,4

87号土坑

91号土坑

101号 土坑

_7



110号土坑

諏
4
等
ど  、こ」

白

打

年讐
一

lヽ illデ

6 ・ k‐

=」

r

ゴ 3

:Ⅲ
型 |(予ゝ

挙忘 >五■ェェ
壁燎工jぜi湧、下■|

〃

牡

‐― :ヽ ‐、一二 生とと・
イ

ミ:慕こ:(f三壬
rヶ,夕■ ィ́ぅ坪

'

111号土坑

FiF i.|,I｀｀

|:::iブ

二|;:ilIP
渾
■

―‘↓
一■
●
・^

ｒ
ｔ一ｔ

十

乙

臨
翠 鶴ヨ

亨 ユー■

醸 :|:

√f

購
て

尊5

＼

８ ⇔
m                                  m

第 140図 110。 111号土坑 遺物

,→

-189-



111号土坑

◆

I

||

I

‐この刻み凸帯は推定同
岬
〇

1刊 8号土坑

昨 r二雪」どL______と」」Cm

第141図 1l Ⅲ l13・ 115。 116・ 118・ 12Ⅲ 123号土坑 遺物

-190-

m



123号 土坑
洲

――

――

日

―Ｉ

Ч

ヽ

ハ
‐―
‐―
引
日
Ｈ
Ｕ
　
「

‐∞
‐一

電
↓

…
     m

125号土坑

127号 土坑

-191-



127号土坑

136号と坑

芦
‐―
札

本竜

卜畿

　

た
ｒ

一

142号 土坑

響ノ

ｑ

‐

漂丑辞絲
韓 傘革|

〃
嵐
‐―

務

146号土坑

m

第143図 127・ 128。 136～ 刊38。 140。 142・ 143・ 146号土坑 遺物

-192-

′
幾 ょ

3



146号土坑

153号 土坑

■●■
=′

■

7

向
却

軋

縛班

で
∩
日

――
）

…

ｒ

だ

♀_…__,_コ __ととこ」⊇_____―――と!Fm
第144図 146・ 150・ 151・ 153・ 155・ 158・ 161～ 164・ 166拝子ユニJ荒

麻
愧

151号土坑

158号土坑
―ふ■,■

囀
162号土 坑

ミ

gミ
:そ ィ

t

164号土坑

互銃
161号土坑

田
155号土坑

163号土坑

:観
ギηli祥

=類
多 12

山
脚
汀
鴨

m

遺物

150号上坑

0

-193-



ハ
佃

∇

］Δ腿隠卿
』

β

〃

坑
．仙脇牌暗

４
ｈド「＝μ

沼
Ｈ

口

Ｖ

170号土坑

|

m

190号 土坑
189号土坑

195号土坑

⇔

基―F
214号土坑

β
l

―

m                                    m

第145図 168・ 170,172・ 175。 180・ 134～ 186・ 189・ 190。 195。 203・ 207,210・ 21Ⅲ 2刊 3・ 214号土坑 遺物

-194-

184号土坑
1

1

210号 土坑



坑

　

　

．

土

ロ一
　

　

　

　

　

　

　

１

濡
脚
―Ｉ
Ｍ
瀾
Ｖ

１

＝

ｌ

224号 土坑

朗

ヽ十

1111

228号 土坑

騨 牛 _封 m

230号土坑

m

217・ 223・ 224・ 228～230号土坑 遺物

知鞘
３
日
即

229号 土坑

第 146図

-195-



236号 土坑

ぷ

235号 土坑

238号土坑

248号土坑

中 ____と」9m

第 147図 232・ 235・ 236・ 238・ 243・ 246～ 243・ 250・ 252号土坑

246号 土坑

5

m

ハ
川

――Ｉ
Ⅲ
Ⅷ
Ｖ
　
６

〆

⇔Ｉ‐

24記 号土坑

拶
イ

競

懸

霞

糧

豪

藤

＼

雨
250号 土坑  I

-196-



必

勒 鵡 :

三`⊂
=土
≧きこ〉2    苗

嘴

M D蕪 8

働

Ψ
唖

268号 土坑

理乳4当m峰 _押生判理 性_岸早__呻 m

第148図 252～254・ 258～ 260・ 264・ 267・ 268号土坑 遺物

-197-



268号 土坑

269号 土坑

270号土坑

~2

ー

Cと 二 K正 三 ])5

C==重 童
===璽

重 )3  '孝

m   
略

m

第149図 268～271号土坑 遺物

-198-

271号土坑

と_干」1_

匠 三 コ
2



端 掘

脅∞ 離す

鱗

∞

1

284号 土坑

中
m      m中

_型
m

第150図 276・ 279,280。 233・ 284号土坑・方形集石 遺物

-199-

ノ



M2

マ

▽

25 屯
め

26

鰯
5

と、
一

せせ敷
　
　
３４

１

ハ

ー

ー

Ｎ

‐
―
サ

／

章
■

３３

＝

――

＼

扉
洲

(言う
36

黎O禦醐
◎

8

魏 訟

m

第151図 方形集石 遺物

-200-

lal∞ 鰯
°

(1,すヨHI)37
性__l半 JO,m



方形集石

瓜
因
Ⅷ
σ

３

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

Ｅ

，

自 趨 46

◎

49     

蔭

◎

―
Φ

―

1  53

〇 曼⊆ ≫ 56
|

徊
＼≪くミ三三三Ξ≡Ξ]や一

-⑥  c十
一

の       58°

|

◎ 匠
=重

≧も59①

ｎ

ｉ ｌ

ｌ ｌ

ｌ ｌ

Ｍ

Ｉ Ｉ Ｉ

Ｉ Ｉ Ｉ

Ｉ Ｉ Ｉ

剛

脚

‐ ―― ―

川

― ― ―

悶

― ――

― Ｉ

Ｕ

][Ξ〔EE三二正三三三二Ξ≡≡≡≡三三2二

虫正三[こΞ[三三Ξ三三二三≡≡三三≡与
~60

叫 ―
―
!inI

宵
口予
戦
日ミ
一

第152図 方形集石 遺物

-201-

(64



年
十‐‐
醐
Ⅶ
＼

一

庄  ―Ь
C賓竃巨巨匡重重

==重==)76
|1_ む

第153図 方形集石 遺物

-202-

９７

―

＝

―



方形集石
I

9

→

方形周溝遺構(6号溝)

―  だ

/~

がィ

器

齢
M

く 、_J彰ウ

韻

ー
鞘

ノ:/1rゝ 、
十
戦

r
南

方形周溝遺構(9号溝)

第154図 方形集石。2・ 6。 9号溝

斡
Cm

遺物

浴

″
19

＼
頂ΞttΞ」二:三【Fと9

渥 苑。

方形周溝遺構(2号溝)

23

は
―-203-

m



＼

ｋ
マッ

〈中＼

方形集溝遺溝(9号 )

３‐

池状遺構  ~

ヤ
:゙モ 、  37

斡
６５

輔
．一

百雨7~MO
♀_1暫町」塑|_r二雪」2生______」 !Fm                                   m

第155図 9号溝・池状遺構 遺物

―-204-

■Fi   
°



m

饉

‐，中中中̈中中中中中い中中中中中中中中中中中中中中中〕中一◎
８

一　　　　　　　一^一一^一一）

ｔ

日

一　
　
の

が
丹
潔 ∩

川
日
―十
日
印
Ｕ



９２

禾
器
聯
奮

一



滑
川

ｙ

＼

ヽ

、

Ｌ
”
Ｉ
と
二
ぃ
Ｌ
卜
猟
ヽ

Cm

遺物第158図 4・ 5号溝

―-207-



憮

端

Ｗ

剃

ν

Bl_

:     I

づ

g命

。l⊆写
⊃

3



11号溝

て垂マ ≪沙メ
鮎 ャ

く

＼

m

第160図 10。 11号溝 遺物

-209-

→



12号溝

ハ
ロ

日

７

―ロ

縛 胤 ５

旧

Ⅵ

鞘

韓淀顧卜虚

⇔

M

鰐

第刊61図

-210-



31 _32

麟

「
�Ц拍●cだ、マ転導

第162図 グリッド 遺物

-211-

Ａ
ｒｌ
Ｈ
＝
＝
日
ｌｒ
Ｗ
Ｖ

２７

日
日
町

マ司瓦発卸 起

‐　　　　　　　　　　　‐↓　‐

Ａ

Ｉ Ｉ

日

Ｈ

Ｉ Ｉ

Ｕ

２５

〇

八
日
相
リ

Φげ４

ハ
＝
川
Ｈ
日
刊
猾
・
４６

‐
総

一

「
    30

_26

0
◆



m

〔

り

o   64

第163図 グリッド 遺物

-212-

マぐ



8号溝

|

温＝―‐．仰順陥μ　　　　　　卜・グリッ　・３．

ツ

　

命
る

①

― ‐

一

週
　
　
　
６

間
――Ｉ
Ｍ
Ｍ

⑫

¶
硝
γ

⑫
鼎
ｈ

③

ロ

Ｏ

一
　

　

　

１

照
Ｈ
脚

‐ Ｉ
Ｈ

・
‐ Ｉ
Ｈ
日
瑚
Ｗ
Ｈ

　

　

　

勘

一

ド



方形集石

m

第165図 五輪塔

-214-

３

　

　

＞

５

　

　

１



方形集石

③

＼

，
應

＼
　
ノ４１
／

短
下
壁

第166図 五輪塔 (2)

-215-

m



方形集石

３

９

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

３

５

２

７

３

　

　

　

　

　

「

９

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

‐

０

５

１

　

　

　

　

　

　

　

　

　

０

０

も

‐。。

７

１

５

９

131

第167図 五輪塔 (3)

-216-



方形集石

運巳 、
157

第168図 五輪塔 (4)

-217-

m



翰
顕

乾
弓
ヽ

／
１

＼

(南 )

方形集石

(西 )
158

羊i照)

(南 )

＼、

カリ

(南 )

(西 )
159

″ヶク  電猛守|'
け//1

，″風』ω

汀
Ъ

165 m

今,宝多〕 ,
,デ

狗

ｔ

北

■ヽ

ｍ

電

⑪

飛

的
(東 )

172

/

174

1/均豫
(I十  IF,
t＼
    Ⅲi キ

!

τ
ttIT'

:!ィ r′
|||,

11)′ ′

 ヽ   ア

190

第169図 五輪塔 (5)

-218-

＼一彎
へ

一
ヽ

(東 )

ソ

機
、ヽ   /――一イ

(東 )

ウ
ワ

ザ

　

‐ヽ

―

路
曼

179

一， 一一生引上一
185



方形集石

く`
｀`＼

|う i

t(｀.(｀

苺〔述

圃 _垣。9
軸

卿

※十文字の

線刻が入る。

m

213 214 215

1⌒ _t′
(

と
    、

222

第170図 五輪塔 (6)

-219-

Iウ
(ノ

∬|

コ
ｔ
　

十
′
ハ

，
　

　

，
（

を分 ｒη彼
■

学
十ィｒ
▼＼ヽｉ

ノ

216

一が

み

―

「

ッ

カ
サ
ツ

‐
／

　

ノ



方形集石

※2462471よともに安山岩製。黒色で、

重量は246が 5 08kg、 247が3 2kg。

247の受花は 7弁。2446の 屋根部は隅

飾がもともとな く、特果な形態である。Cm

第171図 五輪塔及び宝医印塔 (7)
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基準がない。また地輪の上下 につ

いては、上面は整形が側面 と同 じ

で平lgで ぁるが、下面は荒 く、ヘ

こんでいることが多い。

406
405
m
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報 告 書 抄 録

ふ り が な いしのつばいせき (ひがしちく)

垂
白 名 石之坪遺跡 (東地区)

副  題  名 ―県営圃場整備事業に伴 う埋蔵文化財発掘調査報告書 ―

巻 次

シ リ ー ズ 名

シ リー ズ 番 号

編 著 者 名 櫛原功―・河西学・吉川純子

編 集 機 関 石之坪遺跡発掘調査会

所  在  地 〒406‐0032山 梨県東八代郡石和町四日市場1566(財 )山梨文化財研究所

発 行 機 関 韮崎市教育委員会

所 在 地 〒407-8501山梨県韮崎市水神 1… 3-1

発 行 年 月 日 20004i3月 31日

ふ り が な いしのつぼいせきひがしちく

所 収 遺 跡 名 石之坪遺跡 (東地区)

ふ り が な やまなしけんにらさきしまるのちょうかみつぶらいあざいしのつぼ

所  在  地 山梨県韮崎市円野町上円井字石之坪 1520ほか

市町 村 コー ド 19207

遺跡番号コー ド 52(若神子5338-53)

緯 】ヒ漁革  35°  45′  39''

東 経 Яミ准≧ 138°  24′   2''

調 査 期 間 1998年 5月 18日 ～ 1999年 3月 9日

調 査 面 積 4928nr

調 査 原 因 県営圃場整備事業にともな う調査

種 男1 集落llL・ 墓地 。宗教施設 。胞衣墓地

標 一局 463～ 467m

主 な 時 代 縄文時代前 。中期、弥生時代中期前半、古墳時代前期、平安～中世、近世～近代

主 な 遺 構 縄文時代・平安～中世竪穴住居 (建物)址、中世方形周溝遺構、
胞衣墓地、弥生時代フラスコ状土坑、中世地下式坑、土坑墓、

中世区画溝、方形集石、
集石墓、土坑

主 な 遺 物 縄文土器・石器 。土偶装飾付土器 。土偶・土師器・灰釉陶器 。山茶婉・須恵器・古瀬戸・

常滑・貿易陶磁 (青磁・白磁)・ 中世瓦・土師質土器・五輪塔 (約420点 )・ 宝億印塔・鉄製品 。

銭貨・胞衣容器・ガラス瓶・徳利 。土瓶ほか

特 記 事 項 12～ 13世紀の方形周溝遺構、館跡と思われる 2条の区画溝、五輪塔群、火山灰分析、
炭化種実分析、人骨鑑定
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1:調査区遠景
(東から)

2:調査区全景
(東から)



図版 2 1:調査区全景
(耳ヒカ斉ら)

2:調査区全景
(西から)
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1:調査区全景
(南から)

2:調査区全景
(】ヒから)
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1:調査区全景
2:調査区中央付近
3:4・ 5号溝付近



1:方形周溝
遺構

(壇状遺構)

2:方形集石
上層
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図版 11
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図版 13
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図版 14
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